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. 規格化と量 産で安全・廉価

安 全 ・堅 牢 ・廉 慨 を モ y 卜ーに、つねに新

し い ア イ デ ア と 技 術 を 追 求 一 一 当 社 仁 助 で

の 一 貫 生 産 シ ス テ ム に よ る 合 理 化 に 成 功 し

ま し た 。 製 品 の 規 格 化 と 計 同 生 活 は 、 コ ス

ト と 粉 皮 の 安 定 に つ な が り 、 さ ら に 徹 底 し

た 品 質 符 昭 に よ る レ ベ ル ア ッ プ を お 約 束 し

ています。

. 豊富 な 機 種

用 途 、 設 1i' U易戸斤に合わせて( J [ tl にjti ん で い

ただけるよう、機干査は ｾｮ に揃っています。

下 記 の リ ス ト の ほ か 、 ご 注 文 に 応 じ て 、 ど

の よ う な 設 計 に も 合 わ せ ら れ ま す ョ 材 質 ・

機 能 は も ち ろ ん 、 適 111純 聞 の 広 さ で も 依 貯

の ' 1? " 7f- 1二、ぜひごー絞ください 。

. 1 0， 000台 の実 積 で業 界 の

信 頼 に 応 え て い ます

' 1 可" ，ヲトは、業界初の合f ! l l ft '1ミJ 1E } j 式 に

より建築業界関係の巾広いご口利を ｦｾｦ ，す

で に ご 使 111実 紛 は 10，∞αι ? を突破しました。

なおも全問のあらゆる戦均で、 ti 1J fヒの i l [

い予として品i進を fht け て い ま す 。

"ゆ

. 高 い 技 術 と 簡 単 な 施 工

全 米 建 築 資 材 展 で も 多 数 の 注 目 を 集 め た 製

品 本 準 は 既 に 国 際 級 一 一 持 上 機 、 レー ル ・

ジ ョ イ ン ト 、 プ ラ ケ ッ ト 、 等 主 要 部 に は 独

特 の 技 術 ( 実 川 新 案 及 び 同 出 願 中 多 数 ) が

駆 使 さ れ て お り 、完 ぺ き な 施 工 と 工 併 時 日a

の飛l I f fHI'.J な短縮が定評となっております。
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小 型 昇 降 恨 の ご 摸 択 は .ゲ

続絡 化 とはｾで安くて安全なーＮＮ Ｎ

守 守'，..，1-
0川 守マ" 7' ー株式室泊

五F 社 大 阪 市 東 淀 川 区 東 淡 路 町 2 丁 目 4 3番 地

電 路 : 06( 322) 5125- 6 ・5131 - 2 ，5141 番

東 京 事叫膏所 東 京 都 台 東 区 東 上 野 ト ト4 イワツキピル

電 話 ・0 3 ( 844)  3030 

東京郵吉東区東上野 6- 1 -4 イワンキビ JレT E L : 口3184312141<代表 t

ク7 ガイ工量東京外食1/ 名古屋市中区東崎町7-2 T E L ・白212日} 国31

t 代表} クマガイ工量名古屋( 性 ，/ 京都市よ京区宮里制定通九太町よル

TEL: 075I OO1) 3豆沼- 9 クマガイ工費京都 i栴) / 福岡市制釘雌原 220-8

T E L 田214114∞21代表 )1株) 九州7 マ 'J フ 1' / . 兜島市 s周T45 T E  

L 庄司2155，4717i 件 J 九州クマリフト理主党島出張 広島市内' _"T26埴

t' 11..101 T  E L 偲22( 61) 3803・13111250クマリ t-i;. I;'" 島首草所

，高松市ド大町宇東原6 ( 8 - 30 TEL: 0878162151311代 表 ク マ リ 7

ト' )1) 四国富軍所/ 帥岡市胸骨524 1  T E L 白 42185170457 マリ

フト( ド静岡宮薫所 J 仙台市本町 9 - 15-_1.1ピル門 TEL: 0222( 33)

655477ガイ工量w車( 執} 仙台支庖 J 新揖市恥穂町通 1丁目 2587 T  

E L  :0252128196187マガイ工量{ 株] 時掲駐在員事格同 d星野市高田

I1端926 TEL: 0262( 27)74叩 7 マガイ工量買え草川制民軒出張所堺

市大工軒 146- 12 TEL: 07231711392 クマ 'J 7 卜帆} 近副長南官軍所

出雲市な市町 l∞7- 4 T E L 佃 53' 21、0163 ) J 興章{ れ 1/ 札幌市

ｾｴ＠ ，ｾ買 Ｓ T E L  :011123118611中温明暗 ;J ' I _ ，古恥老成大喧 1103室

T E L  : 233201- 2 (有 1三哨洋行 神戸市葺令、区咽よ Jf14 - 1- 5 蝿

上ビル T E L : O沼 ( 251) 040577' J 7 1  tl，l 伸件; 営草同車京都 t

区‘ 野川園T 3 17 TEL: 03( 910)  ＮＶＳ おｉｬｾ署干 ＱＱＴ Ｑ ， Ｗ ト工量有

車 片 1

- ヵヲログ ご希望 の 方 は ハ ガ キ で 大 阪 本 社 宛 ご 情 求

く だ さ い





超高層ホヲレに生きる. ノ

現代の建物に要求されるもの一一〈不燃性・耐震性・遮音性・施工

合理化・経済性・部材の軽量 性 ・現場管理容易 ) - ー を 満 た す 工 法 /

Z コ= 一⑧コ疋そ誤!ft=: パーティション・システム ( 軽鉄間仕切壁工法)

躍すι雪富 山 ( 乾式軽量遮 音間 仕 切 壁)

E L;D 附 (乾式軽量簡易間仕切)

ECDNY - p 9 1 7  (湿式軽鉄耐火間仕切)

ECfOJNY - Mタイフ ( 湿式軽鉄遮音間仕切)

「京王プラ ザホテル・帝国ホテル新本館・ホテル)

いTシフ ィック東京 ・霞が 関ピル・世界貿易 センl

l ターピル・神 戸商工貿易 センタービル等に採用リ

軽鉄天井下地
ネ ー ル ロ ッ ク シ ス テ ム ( 釘打 方 式)

モ ノ レ イ ン グ シ ス テ ム ( 落 し¥み方式)

モノコ ン シ ー ル ド シ ス テ ム ( 差 主 込み方式)

• Ｊｬｨｴｾｕ＠ ｾｾ到 製造・販売・責任施工

本 社 ( 〒 542) 大 阪 市 南 区 日 本 橋 筋 3 - 2 電 話 (06) 632一 11 引 代

東 京 支 庖 ( 〒 136) 東 京 都 江 東 区 亀 戸 2 - 3ー 17 電 話 (03) 682- 3241代

名 古 屋 出 張 所 ( 〒 454) 名 古 屋 市 中 川 区 百 船 町 1 - 3 - 4 電 話 ( 052) 353- 3177代

福 岡 出 張 所 ( 干 812) 福 岡 市 博 多 駅 東 1ー 12 - 2 6 岩 瀬 ビ ル 電 話 (092) 43 - 4356代

札 幌 出 張 所 ( 〒 060) 札 幌 市 北 三 条 東 5- 5 岩 佐 ビ ル 電 話 (01 1) 261  - 3181代

専用遮音ボード

⑮抗出 J&:: J . 遮音見t」ド

氏名
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住 友 商 事 ピ J レ

大 阪 銀 行 本I苫

・ カ ー テ ン ウ オー ル の主 な 納 入実 績

イ ケ マ ン ビ ル ( 昭 和38年 )

大 阪 証 券 会 館 ( 昭 和40年 )

京 都 産 業 会 館 ( 昭 和40年 )

大 松 ビ ル ( 昭 和41 年 )

麻 布 ビ ル ( 昭 和 42年 )

大 阪 駅 前 市 街 地 ビ ル ( 昭 和 45年 )

住 友 商 事 ビ ル ( 昭 和4 5年 )

竹 平 加 入 電 報 電 話 局 ( 昭 和 45年 )

大 阪 銀 行 本 j吉 ( 昭 和 45年 )

尼 崎 信 用 金 庫 ( 昭 和46年 )

※ 住友商事 ビル、大阪銀行本庖の アチー ブメン 卜を本社

技術部までご請求ください 。

ヨ ィ ワ コ サ 担 当 職 茸 怠 祉

本 社 堺 市 松 屋 町 1 - 6  

〒 5 9 0 T E L  ( 0722 )  3 8 - 1  1  4  1  (大 代表 )

東 京 支 社 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 1 - 11 - 2  ( 三泉 ピ ル )

〒 10 1 T E L  ( 0 3 )  861 - 9 4  2  1  ( 大 代 表 )

大 阪 支 社 大 阪 市 東 区 南 本 町 5 - 14 ( 南 本町 ピ ル)

干 5 4 1 T E L  ( 0 6 )  2 5 2ー 1 8  8  1  ( 大 代 表 )
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完 全 責 任 施 工 年 限 保 証
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- シ ク.マ ー ト に よ る ウ エ ル ド シ ス テ ム 防 水 工 法

圃 特 殊 絶縁 防 水工 法 ( 特 許 出 願 中 )

. メ ル タ ン 防 水 工 法

電 ⑮ 年 の 実 績 が 生

シ0マ・ト ｓｐ 目 ｪ レド ｊｾＮＧｾｾＧＢ
園 全 国 に 配 置 さ れ た 組合 員 の 強 力 な 連 繋 で 完 全 な 施工 工事 を お 受 け い た し ま す

地 区 別 会 ヰ士 名 電 E重 地 区 別 会 ヰ土 名 電 言語

北 海 道 日 本 ス レ ー ト 株 式 会 社 札 幌 23 1ー 75 11 代
東

協 和 建 材 工 業 株 式 会 社 清 水 45- 222 1代

1也 区 日 新 建 工 ( 株 ) 札 幌 出 張 所 札 幌 22 1- 50 15 三 官 援 材 工 業 株 式 会 社 鐙 僑 45- 8211 代

海 中 央 建 材 工 業 株 式 会 社 名 古 屋 761 - 6181 代

東 ｾｴ＠ f言 栄 工 事 ( 株 ) 仙 台 出 張 所 仙 台 23- 1735
東 京 建 材 工 業 株 式 会 社 名 古 屋 411 - 6621

地 区 日 新 建 工 ( 株 ) 仙 台 支 庖 仙 台 25- 5431 代 1也 日 本 建 材 鋼 業 株 式 会 社 名 古 屋571 - 5541 - 4  

伊 藤 包 材 株 式 会 社 東 京 842ー 1431 代

三 井 工 業 株 式 会 社 静 岡 85- 9 15 1- 3

区
宮 崎 建 材 株 式 会 社 名 古 屋 33 1ー 1531 代

春 日 工 業 株 式 会 社 東 京 802- 3871 代

金 岡 工 業 株 式 会 社 東 京 363- 4341 代

近

清 水 興 業 株 式 会 社 大 阪 372- 0250 - 3

関

木 下 工 業 株 式 会 社 東 京 634- 0821 代 東 洋 建 材 株 式 会 社 京 都 36 1- 917 1

t 6 h 立 工 業 株 式 会 社 東 京 433- 1961
棚 田 建 材 有 限 会 社 神 戸 22- 9 182代

大 東 ス レ ー ト 株 式 会 社 東 京 883- 313 1代
畿

中 村 涯 青 工 業 株 式 会 社 神 戸 34- 5884

日 新 建 工 株 式 会 社 東 京 803- 2411 代

日 新 工 材 株 式 会 社 大 阪 541 - 3785- 6

有 限 会 社 ミ サ キ 商 会 和 歌 山 22- 3922 
日 本 綜 合 防 水 株 式 会 社 東 京 403- 0.17 1代

フ タ パ 興 業 株 式 会 社 大 阪 385- 278 1代

東
里 子 口 工 材 株 式 会 社 東 京 444- 3531 代 1也

マ サ J レj歴青工業( 株) 大阪営業所 大 阪 303- 024 1代

諸 島 田 工 業 株 式 会 社 東 京 263- 4861 代

"  ) レ エ ス 工 業 株 式 会 社 大 阪 45 8 - 4841 - 3

藤 井 工 業 株 式 会 社 東 京 941 - 0271
日 新 建 工 ( 株 ) 大 阪 出 張 所 大 阪 541 - 1607- 8

富 士 工 材 株 式 会 社 東 京 634- 0161 代

区

日 本 綜 合 防 水 株 式 会 社 大 阪 支 l苫 大 阪 329ー 1023代

藤 i歴 青 興 業 株 式 会 社 東 京 362- 5697代

株 式 会 社 三 洋 技 雄 大 竹 2- 5155イゼ
北 条 涯 背 工 業 株 式 会 社 東 京 551 - 2676

中

東 中 国 防 水 工 業 株 式 会 社 岡 山 23ー 118 1代

1也 7 サ J レj歴 青 工 業 株 式 会 社 東 京 842 - 6 3 11 代
国

豊 永 建 材 株 式 会 社 広 島 61 - 637 1- 3  

大 和 工 業 株 式 会 社 東 京 802- 475 1代
i也

大 和 工 業 ( 株 ) 広 島 出 張 所 広 島 7 1- 4687

j歴 青 建 材 株 式 会 社 東 京 861 - 2706戸 8
区

株 式 会 社 巴 商 dコ合ヨ、Z  字 部 2 1- 0760

涯 青 建 材 ( 株 ) 宇 都 宮 出 張 所 宇 都 宮 22- 9737 

大 三 工 業 株 式 会 社 品 松 51 - 68 11 代
四

石 田 建 材 工 業 株 式 会 社 高 崎 22- 3301 - 3

国

大 三 工 業 ( 株 ) 高 知 支 庖 高 知 83ー 732 8 - 9

石 田 建 材 工 業 ( 株 ) 大 宮 支 庖 埼 玉 31 - 1225- 7 徳 島 大 三 工 業 株 式 会 社 徳 島 54- 4161 代

区

石 田 建 材 工 業 ( 株 ) 宇 都 宮 出 張 所 宇 都 宮 33ー 7697
i也

株 式 会 社 マ ル マ ス 河 野 商 庖 今 治 2 - 5000代

同 和 建 築 株 式 会 社 新 潟 45- 225 1代

区
株 式 会 社 山 本 商 会 松 山 3 1- 6261 代

株 式 会 社 奈 良 屋 商 庖 水 戸 41 - 5 14 1代

九

安 膝 工 事 株 式 会 社 福 岡 28- 5207- 9

ゴヒ 石 橋 建 材 株 式 会 社 福 井 23- 0775

株 式 会 社 北 原 注 材 商 会 鹿 児 島 23- 9395- 6

件|
株 式 会 社 エ 材 宇土 北 九 州 38ー 1468 - 9

H霊E 有 限 会 社 折 橋 政 次 郎 商 庖 高 岡 22- 0999

i也
株 式 会 社 大 ニ 商 会 宮 崎 24- 1625

1也 有 限 会 社 小 島 工 業 所 高 岡 23- 0391

区

自 主 主 工 材 株 式 会 社 福 岡 74- 6665代

区 島 屋 建 設 株 式 会 社 金 沢 42- 5 151 日 新 興 業 株 式 会 社 延 岡 3- 2455- 9

. 建設省東計第 240号認可 日 本 ア ス フ ア ル ト 防 水 工 業 協 同 組 合

東 京 都 足 立 区 千 住 京 2 - 21- 28 日 祈 工 農 株 式 会 社 内 T世話 (882) 2424 ( 代)

関 東 支 部 東 京 都 足 立 区 千 住 東 2-21- 28 日 新 工 業 株 式 会 社 内 情 J!i (882)  2424 ( 代)

関 西 支 部 大阪市東淀川区瑞光通り 4-30-2 日新工主株式会社大阪支庖内 電 ｊｾＨ ＳＲＹ Ｉ ＷＷＳＷ Ｈ 大代Ｉ

九 州 支 部 福 向 市 大 手門 1 - 6 日 新 工 業 株 式 会 社 九 州 出 張 所 内 旬 結 (74) 3  4  6  1  

4  



く経 歴〉

明治37年II 月20日，宮崎県三納村〈現 ・西部市) にお

いて出生。県立宮崎中学校 ・早稲田大学高等学院を経て

昭和 4 年 3 月早稲田大学政治経済学郎を本業。

直ちに大阪市役所1 < : 務取。秘書銀にあって関 ・加々美

両市長の側近 IC仕 え . l l 年10月社会部に転じ ，庶君事係長

・庶務課長・町会謀長を歴任。 29年 9 月市民局長IC就任。

終戦前後は鞍災者救援の責任者として活属。昭和22年 7

月初代総務局長に就任し， 公聡制度の創股などに尽揮。

翌23年 7 月 . 43才の若さをもって大阪市助役IC就任。

近穣 ・中弁両市長のもとで労働会館の創設，市立大学の

関学 ，日本国際見本市の創始など数々の業績をあ げられ

たが. 31年 7 月第 2 期任期満了とともに退任。

昭和31年II 月から 2 年余，大阪市人事餐貝会安員長を

勤められるとともに . 33年春闘備の第 1 回国際芸術祭

務総長として活躍。

昭和38年 4 月，公還により大阪市長IC就任. 42年 4 月

再選 . 46年 4 月3 選。

4 月下旬盲路手術後，肝踏障害を起 ζ し療餐IC努めら

れるかたわら全国市長会会長として部市政策強化 IC関す

る要望を決議し，政府国会 IC 自ら陳情をされるなど活胞

を続けられた。 9 月下旬市会本会議出席後病状感化のた

め城北市民病院に再度入院し，小肢を得ておられたが，

1

1月 8 日朝から病状急変し ，同夜 9 時 2 分永眠。

同日，従 3 位勲 2 等旭日置光章が迫婚。 11月10日，市

大斎湯において中馬家の務儀が営まれた。

なお . 11月18日，ゆかりの大阪減森林公園において，

大阪市勢が盛大に執行された。

故大阪市長 中 馬 馨

追
a悼

会長 塚 本 猛 次

中馬市長が永眠されました。ま乙とに痛惜のきわみであります。

大阪に本部をおき ，五十数年の長きにわたって. i建築を通じて社会に貢献する」ととを念願とし

てきました本会としましでも ，都市問題 ・再開発問題 ・緑化問題など， 本会の活動ときわめて関係の

深い長期総合計画をうちたてられ，日夜，市政の発展につくされました中馬市長には，かねがね敬意

を払い，その手腕 IC期待しておりましただけに，その突然の言卜報lζ 接しまして，いう乙とばもありま

せん。ま乙とに悲しい乙とであります。

中馬市長が市民のあらゆる階層に接して，パンフレツトや図面やフィルムなどを用いて，その施策を

分りやすく述べられ，その理想を とかれた乙とが脳纏にうかんでまいります。乙の上は，中馬市長が残

されました長期総合計画を，推進していく上で，本会としても，会員の諸君が，積極的に市民のための諸

施設を創りあげていくよう協力 ・努力をしていく ζ とが，中馬市長のど遺志にかなう道だと考えます。

と乙 {ζ. 11月18日，中馬市長にゆかりの深い大阪城森林公園で執行されました大阪市葬において，

大阪市長職務代理，大阪市助役 大島靖氏が述べられた 「祭文」を転載させていただきまして，中馬

市長のど業績をしのび，ど冥福をお祈りする次第であります。 昭和46年11月18日

祭 文

大阪市会の議決を得てと ζ f L 中馬大阪市長の大阪市葬を執行するにあたり ，謹んでご霊前に申し上

げます。

昭和38年4 月ど就任以来，一 日の休日をとられる乙ともなく ，文字通り寸暇を惜しんで至 ってお元

気に活躍を続け ，首尾よく三還を遂げられたあなたが，その後僅か半歳にしてお亡くなりになろうと

は誰がg・ICだに見た乙とでありましょう。

思えば僅か B年の聞に，大阪の町はあなたによって，大きくその面白を一新いたしました。

地下鉄は乙の 8 年聞に45キロ も延びました。新御堂筋，中央大通，高速道路など新しい道路も次々

に開通 しました。公園もたくさんでき，町の緑もずいぶんふえました。港も大きくとても立派にな り

ました。

乙乙数年来，大阪の町の年どとの変りょうは，大阪に住んでいるものでさえ戸惑うほどであります。

しかしながら ，私どもが食も敬服にたえないのは，そうした自に見る業績もさるととながら ，むし

ろ，あなたが高遂な政治哲学と豊かな夢を持たれ，繰り返えし繰り返えしその所信を披歴されなが

ら，執念とも思えるほどの情熱と意欲を傾倒し ，常にみんなの先頭IC立って大胆に積極的に諸施策を

推進し，不可能をも可能にせられた乙とであります。

例えば. i金はあとか らついてくる」といって世界ーのス ピードでがむしゃらに建設を進められた

地下鉄。万国博までに ，ものの見事に64キロの地下鉄網を完成せられたばかりではなく ，あなたの根

気強いねばりによって政府もその必要性を認識し，建設授に国庫補助を出すようになりま した。正に

「金はあとからついてきた」のであります。

また，長年のガンでありました中央大通の船場貫通。乙れもあなたの信念と情熱が政府を動かし ，

あのような世界にも例のない大胆な方式をもって開通を見たものであります。

あなたは常々「都市行政はその日暮らしであっては駄目である。 20年先 . 30年先を見通して，常に

先手先手と先手を取るのでなければ，都市の発展にすぐ追い越されてしまう。都市計画は大胆積極的

な特にのみ成功しているのは，世界の歴史が証明している」と強調されていましたが，地下鉄工事の

土を盛り上げて標高35メー トルの昭和山を西大阪に築き上げられた乙とといい. i万国博跡地は分割

する乙となく，全域を緑lζ 包まれた文化公園にすべきである」と の主張を貫き通された ζ とといい ，

大阪港の機能を二倍にする南港の開発といい ，上下水道の拡張，マ ーチャンダイズマ ートピ J レの建設

その他いずれを見ても，あなたの施策，あなたの抱負経倫の雄大さと九州男子の面目躍如たる豪胆か

っ果断なる実行力 IC心打たれるのであります。

そしてまた，それと同時に ，私どもは，あなたの先進的，先覚的な時代感覚，政治感覚の登かさに

幾度か感嘆し，啓発された乙とを思い浮かべるのであります。



例えば，緑化運動がそうであります。公害問題は今で乙そ全国的な重大関心事となっていますが，

あなたはすでに 8 年前，市長に就任されるやいち早く緑化百年宣言を行ない. i緑化は単なる都市美

のアクセントではなく，公害と過密に蝕まれる大阪の町の体質を改善する基本的な施策である」と喝

破し，市民の絶大な協力を得ながら今日のような素晴らしい成果をあげられたのであります。

図らずも今日，あなたが最も心を乙められた乙の大阪城公園市民の森の緑K 閉まれて，あなたの市

葬を執り行なわせていただきましたが，果して，あなたのお心に適いましたでしょうか。

あなたはまた. i おとしよりと子供を大切に」という乙とを常に口にし，次々と新しい福祉施策を

打ち出 されました。

それは老人問題，児童問題がやかましくなったからではありません。あなたど自身が，心から老人

を敬愛せられ，子供たちの健やかな成長を念じ，都市生活の谷間にあって恵まれるととの薄い人々の

幸せを親身に乙いねがわれ. i福祉に意欲的でない市政は市政とは言えない，福祉に冷淡な社会は人

聞社会とは言えないJ と固く信じておられたからに他なりません。

また，あなたは豊かな国際感覚と常に世界的な視野 lζ 立って市政IC取り組み，助役時代には東京に

先がけて国際見本市を大阪に創始し，また在野時代には第 l 回国際芸術祭事務総長としてど活躍，さ

らに万国博にはその誘致に運営に関連事業に市民運動K . さては跡地利用に至るまで，ホストシティ

の長としての大役を見事になし遂げられのであります。

あなたはまた「大阪市がまず先穏をつけ模範を示す乙とによって全国の都市行政をリードし，国の

政治を方向づけるのが大阪市の使命である」という強い使命感から，都市行政運営発展の根幹である

地方税財政制度の是正をはじめ地方自治の伸張にグラフを作り綿密なる資料を調え，ロをすっぽくし

て力説せられるなどたゆみない努力を続けられたのでありますが，病IC倒れられて後もなお，全国市

長会会長として東京の総会K 出向き，都市政策強化IC関する要望を決議し，自ら佐藤首相をはじめ政

府国会に陳情せられたのでありまして，その烈々たる気迫はただただ敬服の他はありませんでした。

しかも，その後，再度入院せられて後も，病床にあって念頭にあるのはただ一つ市政のととばかり。

かくてあなたは遂に帰らぬ人となってしまわれたのであります。

あなたの大阪市役所ど在動期間は，市長三期 8 年余，助役 8 年，その他を含めて35年にもおよぶの

でありますが，乙の間あなたが市政発展のために残されたど功績ど功労は，あなたが若い乙ろ側近に

仕え，生涯の師として・深く尊敬されていた関市長に勝るとも劣らないと言って敢えて過言ではありま

すまい。

国家はあなたの乙の勲功に対して従三位，勲二等旭日重光章の栄誉を追贈し，大阪市会はまた市民

の心をくんで市葬の礼をもってあなたにお別れを告げるととを議決されました。

あなたのど功績が如何に高く，内外から寄せられたあなたのど人望やど信頼が如何に大きかったか

は，再選並びに三選IC際し，与党，野党が党派を越え，主義主張を越えてあなたを支持し，その得票

率も再度80パーセントを越えるという驚異的なものであったのを見てもその一端をうかがい知る乙と

ができるのであります。

しかしながら思えば乙れも運命のいたずらと申すのでありましょうか。あなたが傾倒されていた関

市長と同じように，あなたもまた首尾よく三期目を迎えられながら，就任間もなく病 IC倒れられたの

であります。あなたど自身，どんなにはがゆく，心残りの多い乙とであった乙とでしょう。

市政の民主化，積極化の軌道を数き，機能と潤いの調和した人間都市づくりの基盤を確立され，い

よいよとれからという大事な時期にあなたを失った私どもの心の傷手は，関市長を失った当時のわれ

われの先輩を遥かに凌ぐものがあります。

しかしながら，私どもは微力の限りを尽してあなたのど遺志とど遣業を継承いたします。

乙と I C 死の床にありながら，最期の最期まで気にかけられていた大阪の文化振興は何としてもや

り抜かねばなりません。

あなたの心，あなたの魂の乙もる乙の市民の森の緑に包まれながら ，私は尽きぬ名残りと思慕の情を

乙めて，もう一度あなたの愛読のスロ ーガンをととに繰り返えし，お別れの言葉を結びたいと思います。

市政Iζ 夢 を / 水 の 都 緑 の 並 木 文 化 の 町

市政IC夢を/ 水 の 都 緑 の 並 木 文 化 の 町

昭和46年11月18日

中馬市長大阪市葬祭主

大 阪 市 長 識 務 代 理

大 阪 市 助 役

大 島 靖



‘・
‘ 大阪で施工中の超高層ビル見学会

シリーズ( 第 1 回)

大阪データ通信局舎( 堂島) 新築工事の

見学会

共 催 日本建築協会・大阪府建築士会・日本建築学会近畿支部

大阪でもいよいよ工事が始まった超高層ビルは，高さ 11買に列記します

と，

1. 中之島センターピJ レ・ .... .138. 40m・36F

2. 大阪国際ピ J レ・……・・・ ・・ 125. 11m・32F

3. 大阪大林ピル. . . . ・ H ・.. .…・ 120. ∞m ・32F

4.  大阪データ通信局舎一 ...120. ∞m ・25F

5. 大阪ロイヤルホテル…・ . 102.∞m ・30F

の5 つであり，昭和48年か49年の春には全部竣工して大阪の空に家撃な

姿をあらわします。ついては工事の進行に従いそれぞ‘ れ技術的に適当な

時期を選び三会共催で見学会を催す乙とにいたしました。今回はその第

1 固として，大阪地方における通信サービスなどに必要な設備を収容す

る上記通信局舎新築工事を見学いたします。今回は設計について公社建

築局の詳しい説明を承ります。

日 時昭和 ＴＷｾ 1月20日( 木) 15. ∞( 集合) →16. 30 幌散〉

集合場所 大阪市北区堂島西町 7 番地

旧商工会議所正面玄関前・目標会旗

〈連絡電医番号 ・共同企業体工事々 務所 453-2491- 8  )  

定 員 50名( 本会割当 20名)

申 込往復はがきに限ります。はがきは l 枚に 1名限りとし ，氏名

・勤務先名および所在地 ・連絡電話番号 ・返信用宛名 ・郵便

番号を記入の上 1月 7 日( 金) までに事業謀、へ。ただし定員

を超過したときは抽せん lζ て決定し，ど通知いたします。

工 事 概 要

所 在 地 大阪市北区堂島西 2 番地

建 築 主 日本電信也話公社

設計 ・監理 日本電信電話公社建築局 ・岡田本総合建築事務所

施 工 大阪データ通信局舎( 堂島) 新築工事共同企業体

街 区 面 積

建 築 面 積

延 面 積

規 模

高 さ

携 造

外 装

見学時の状況

工 期

側竹中工務庖 ・側 大 綜 組

開 銭 高 組 ・側関 組

29，026. 90nf  

7，' 22J . 18nf 

119，871. 18nf 

地下 3 F  ( 1部 5 F )  ・地上25F ・塔屋 1 F

軒高 110. ∞m ・段高の高さ 120. ∞m

地下 3 F →地上 1 F S R C造

地上 2 F →25F S  造

プロフィリ ット特殊加工品はめ込み，アルミパネル貼

旧建物の解体完了，連続土留壁およびピア築造工事中

昭和46年 6 月 1 日→昭和49年 1月31日

日 本 建 築 協 会 会 告

4 大阪市清掃局大正プレス工場新築工事の

見学会

昭和制年 3 月に同じ清掃局森之宮工場の塵芥焼却施設を見学しました

が，乙れはプレス機による塵芥処理施設で規模において日本一とのと と

です。工場の建築か唆工したあと設備一切が 46 年末には完成しますの

で，市建築局ならびに清掃局のど厚意lとよりプレス機の運転状況をも見

学する乙とになりましたから ，参加のお申込を期待いたします。

日 時 昭和47年 1月28日( 金)

14.∞ ( 集合) →15. 30 ( j 解散〉

集合場所大正プレス工場管理室入口前・目標会旗

〔参考) 13. 05頃発市パス大阪駅前のりば⑧阪神百貨庖北側 ・西船町

行乗車。( パス所要時間約35分〉

南恩加島町のつ ぎ「大運橋通」下車。

少しあと戻り して，本通商庖街の赤い看板下を通り抜けで行

くと ，左側に大鉄工業工場のプ ロッ ク塀がつづき，そのはず

れから左の方IC 2 本煙突の古い清掃局塵芥焼却工場が見え，

その手前に見学する新しい大正プレス工場があります。( 徒

歩約10分〉

定 員 30名

申 込 往復はがきに限ります。はがきには 1 ; 放に 1 ; 名限りとし， 氏

名 ・勤務先名および所在地 ・連絡電話番号 ・返信用宛名 ・郵

便番号を記入の上， 1月14日( 金) までに事業課へ。ただし

定員を超過したときは拍せん ICて決定し，ど通知いたしま

す。

工 事 概 要

所 在 地

設 計

施 工

敷 地 面 積

建 築 面 積

床 延 面 積

構造 ・規模

軒 高

工 期

大阪市大正区南恩加島町479

大阪市建築局・安宅エンジニア リング( 建築)

大東設備研究所 ( 建築設備)

岡銭高組( 建築) ・平塚興産株式会社( プレス設備〉

22，2ω. お5nf

2，792. 414nf  

2，866. 276nf  

S R C造・ R C造 地 下 1 F ・地上 3 F

17. ∞5 m 

昭和45年 8 月→昭和46年12月

塵芥処理能力および製品製作時間，製作個数その他

主 プ レ ス 能 力

製 作 能 力

l 行程所要時間

製 品 標 準 寸 法

製 品 標 準 重

1，4∞ト ン

4∞ト ン116時間または2∞個116時間

14分30秒( 半自動運転)

1，21∞ X 1，2∞ x  1. 2∞m m  

2. 000kgl 個

5  



一 一 一 一 一 一 日 本 建 築 協 会 会 告

ゆ

4 建築 6 団体合同新年交礼会

恒例により 6 団体合同の新年交礼会を下記のとおり開催いたします。

相互廻礼の煩を省き ，一堂に会して年頭の祝辞を交換いたしたいと存じ

ます。

年・忘年懇親会

謝を乙めて本会独自の新企画による忘年懇親

ます。申込期間中 K お早くお申込下さるよう

昭和47年 1月 4 日( 火) 午後 l 時30分- 2時30分

大阪国際ホテル 8 階宴会場( 東区内本町)

1，∞0円 ( 当日欠席されても会費はいただきます〕

12月17日までに会費を添えて最寄りの団体へお申込み下さい。

参会者名簿を作成いたしますので締切日を厳守願います。

昭和46年中に建設関係功労者として叙勲および褒章を受け られた方を

招待してその栄誉を祝します。

共 催 団 体

日 本 建 築 協 会

日本建築学会近畿支部

大 阪 建 設 業 協 会

記

時

場

由

貿

込

日

会

会

申

エ ・スタイルの J マーティ〉

町 9 番 10号 電351- 8201

京婿」より徒歩10分〉

があります)

金送金も可) 事務局へお越し下さい。申込者

加証をお渡しします。但し，申込期日・ 12月

申込取消は 9 日まで . 10日以後は会費をど負

会 ・午後6 時→閉会・ 8 時

大 阪 府 建 築 士 会

日本建築家協会関西支部

日 本 建 築 材 料 協 会

新しいパーティ・ショー

志の寄贈品進呈

ご案内の「はがき」は11月21 日に全会員に発

4 アデュー1971

会員皆様のど健闘に，感

会を下記要項で開催いたし

ど案内申し あけます。

時 12月16日 ( 木) 開

場 太 閤 園 ( ピユツ 7

大阪市都島区網島

( 最寄駅. 国電・京阪「

2，∞0円 ( 別 lζ 補助

会費を添えて( 現

には忘年懇親会参

l 日- 6 日ま で，

担願います。

お0名

一流芸能人による

出席者会員に贈呈

当せん者に会員有

・忘年懇親会開催

送いたしました

日

会

費

込

会

申

定 員

余 興

お土産

摘せん

。

4 建築データシートの継続発行について

集会場」

応募作品

生デザイン コンクール入選者氏名

| 学 校

! 神奈川県立

! 神奈川工業高等学校

岡山県立

津山工業高等学校

横浜市立

鶴見工業高等学校

向 上

大阪市立

都島工業高等学校

向 上

デザインコンクール入選者‘ 第17回工高生

、隣〈建築と社会・ 47年 1月号附録として発行〉

類蓄をみない画期的な出版として多大の評価を得ております標記シー

トは， No. 34 ( 総合目次・索引〉を もって記念出版と しての事業を一応終

了いたしました。本年4 月より新しく委員会を編成 して， シートの継続

発行について検討を重ねてきましたが， 47年 1月号の建築と社会 ・附録

として尚35を発行する目途となりましたのでt お知らせします。乙んどの

継続発行は，既刊シートの改訂と新シートを年数回に趨めておこないま

すのでど期待下さい。

3 年

4 建築データシート・合本発行について

発行が大変遅れました乙とをお詫びします。

3 年

3 年

3 年

年

3年

3 年

弘

宏

|学
名

66，?a， 

名

春

男

- 設計課題 「住宅団地の

・応 募 校 13校

第 17回 ( 昭和必年度) 工高

入 選 r

最優秀賞 i

入 選|

，ゲ |

茂

延

氏

友

回

大

磯

洋十文字

義

章

和

田

弁

回

宮

，r  

Eコ

石

定価: 15，∞0円

送料 : 実質

B 4判変形 ・1，122頁

2 年

3 年

同 上

大阪市立

工芸高等学校

向 上

男

俊二良

幸

田

回

石

西

H

一二
発行 : 46年12月の予定

3 年

延 3 年

6  

上同

史宣言

喜

友

回

大

増
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アスファルトの常識をこえた床舗装材

ココポヨ ｵ ドＮｾスチ ｉ Ａｊｾコロ ｰ ・
( フリン卜コート )

福 高 工 業/ 札 幌 (561 ) 3217 

陽 光 建 設/ 仙 台 (22)6278 東 京 (260 ) 2609 

三 玄 産 業/ 東 京 (573 ) 7138

名 建 商 会/ 名 古 屋 (261 ) 3671 

ピ チ ュ メ ン 興 業 / 名 古 屋 (762) 1185

シ ェ ル 石 油 ・大 阪 発 売 所/ 東 京 (562) 4646

大 阪 (303) 7131 福 岡 (77) 196 1

森 川 工 業 所/ 姫 路 (73)3691

宝 辺 商 庖/ 下 関 (31 ) 1  152 

弾 力 性 ・復 元 性 ・耐 久 性 ・防 湿 性

に と く に 優 れ 、常 温 で 使 え ま す。

各 種 工 場 、倉 庫 、 駐 車 場 、 船 舶 な

ど の 床 面 に 広 く ご 活 用 〈 だ さ い 。

屋 根 の 防 水 に は コ ン ポ ジッ ト防水

( C ompos i t es Roof i ng) ・コンポ ジ

ッ ト・モノホーム防フrj( ( Co mpo s  i  t es 

Monof or m Roof i ng) を、どうぞ。

* 皆 標 に 御 愛 用 い た だ い て い る 「 フ リ ン ト コ

一 卜」 の l呼 び・名が来1f しく 「コ ン ポ ジ ッ 卜」に

変 更 に な り ま し た 。

孟 ｾＮｊ ｌＮＯｑＮ 誼疎ｾＺ宮廷
本 社 ・土 木 建 設 部

東 京 都 千 代 田 区 霞 が 関 3- 2-5

電 話 (580) 0111 大 代 表

札 幌 支 l苫 01 ト22ト 0141

仙 台 支 庖 0222- 23- 7147 

名古屋支広 052- 582- 5411 

大 阪 支 j苫 06- 203- 5251 

広 島 支底 0822- 28- 0581 

四 国 支l苫 0878-3ト 1821

福 岡 支 底 092- 28- 8141 

7  
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に
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ホ

タ

の

不

燃

建

材

・

内

外

壁

材
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抜

群

の

耐

久

・

耐

候

性

・

変

色

し

な

い

豊

富

な

色

・

落

着

い

た

〈

ゆ

づ

肌

仕

上

げ

〉

新 発

. .  副首園署員ー可Ｎ，ｾ［［

士

宛

高級特殊樹脂焼付塗装

〈ゆづM 仕上げ〉

. レ デ ィ メ ー ド 品 ・・ ・・・・ 12色

. オ ー ダ ー メ イ ド 品 .. .. 12色

• 
殊 ス ラ ブ を ベ ー ス に 、 さ ら に 当 社 独 得 の 特 殊

合 成 樹 脂 焼 付 塗 装 を 施 し た き め こ ま 力 、 な ホ ゆ

づ 肌 仕 上 げ 命 で す 。

巨 互 亙 抜 群 の 強 度 と 籾 性 N 老 朽 ・ 風 化

の 欠 陥 除 去 . グ す ぐ れ た 耐 候 性 庁

永 久 的 な 美 し き / /

クボタ・ ＯｾＭＷ トンは

ホ 燃 え な い 美 し い 街 づ く η 。 を 目 指 す 久 保 田

建 材 工 業 が 、 世 界 第 ー の 総 合 建 材 〆 ー カ ー

<J .  M ヰ土/ 米 国 〉 の 技 術 指 導 に よ η 、 国 産 化

し た 完 全 不 燃 の 高 級 装 飾盗 装 の 石 綿セ メ ン ト

ヰ反です 。 ク ボ タ 独 得 の オ ー ト ク レ ー ブ し た 特

ク ボ タ パ ー7 トン F (基材・フレキシブJレボード) 規 格 寸 法

厚 み ( 叩) 1  巾 ( 叩 ) I  長 さ ( - )  

3 .  ， 1 9 1 0  I  1 . 8 2 0  

4  I 9 1 0  1  2 . 4 2 0  

5  1 1 ， 0 0 0  1  2 ， 0 0 0  

6 . '  1 1 ， 2 1 0  2 ， 4 2 0  

ク ボ タ パ ー マ トン S( 基 材 ・ 大 平 板 ) 規 格 寸 法

!  厚 み ( 叩 ) 1  巾 ( - )  1. 長 さ ( - )  

9 1  0  I  1 ， 8  2  0  

9 1 0 1 2 ， 4 2 0  

l ， 0 0 0 1 2 ， 0 0 0  

1 ， 2 1 0  I  2 ， 4 2 0  

〈

燃

え

な

い

美

し

い

街

づ

く

り

三

絃

諸

説

れ

ま

す

5  

6 .  '  

n

v

《

υ

内

υ

ハ

ν

a

u

a

u

民

d

'

0

9

4

8

 

干

干

干

一

干
T

 

札 慢 市 北 三 条 西 3 - 1  - 44  T E L ( 281 ) 2481 

仙 台 市 本 町 2 - 15 - 11 T EL( ( 25) 8151 

名 古 屋 市 中 村 区 米 屋 町 2 - 6 7  T E L ( 56 3)  1511 

福 岡 市 天 神 1 - 10 - 17 T E L  ( 78 ) 5181 

- 田司『司Ｑｩｊ｣ＮｾＡＡｦＧＢｩＮｪ四 ｾ ｾ 幼 ｾ ... ＢＱｉＮＢＧ Ｎ Ｎ ｾ里民・ｾＢＧＱｉｉｩｒ園田 ｾ ｾ Ｎωｅ ・岨 ｾＺＺｵ 湿ＱＡＡｉＮＮＮＮＱｩＡｉ同医圃・

札 幌 営 聾 所

仙 台 営 醜 所

名 古 屋 営 瞳 所

指 岡 営 輯 所

久 保 田 建 材 工 業 株 式 会 社

関

"テクニカル・シリーズ" をお送りします。

クボタコロニアJ し等を使った優れたデサインの建築例を取材 l . 7ボタカラ

ーベスト ーテ7 ニカルシリーズを発行しています.

口A4 相l カラー〈プラン ーエレベーション ・ディテ ルを掲載〉

口 ご希望のかたは本社 B F係まで。

そ の 他 の 新 製 品 紹 介

新 発 売. ク ボ タ エ ー ス / jljl 出 成 形 の ア ス ベ ス ト セ メ ン ト・屋 根 材

カ ラ ー ベ ス ト / コ ロ ニ ア ル ・外 壁 用 カ ラ ー ベ ス ト / シ ン グ ル ・カ

ラ ー シ ー ト ・ 不 燃 サ イ テ' ィ ン グ ・ 内 外 壁 材 K Cパ ネ ル ・ カ ラ ー ト

ップ . わ ら で で き た 万 能 ボ ー ド / ストラミ ッ ト

8  



法 令 コ ー ナ -

52 

日本建築協会法規委員会

ＱＧ｛民主どの投杭を ｈｬｾ ちしておリます

総合設計許可準則に関する

技術基準について

前号に引きつづき、今回は総合設計許可継則に

l刻する技術基準の概要について紹介しておきま

す。前固め許可基準を参照して下さい。

道 路

ｾ＠ Q i B し が 防 … w

図1 公関空地の見透しによるてい滅

Z 公関空地の地盤と道路の高低差による

てい減率 1. 5m以上高いとき l

>  0. 6 

3 .0 m以上低いとき j

3 ピロティ、アーケード等建築物文はその部分

第 1 容積制限に関する緩和 〔法第52条第 3項第 3 号〕 におおわれた公関空地のてい減率

容積の緩和では、とくに「公開宅地」の硲保の 梁下 5 m以上 0 .8  

程度に応じて、i 1 I I J l 哲しの限度を定めている。

(1)  道路

J也 』或 区 分 道路の幅以

ml 種住居専用地域

I  ti l2 般住居専用地域 6 m以上

住j斤地域または準工業地域

2  

近隣開業地域、日<<;I'U也減

8 m以上

工業地域または工業専問地域

3  指定のない地域
6 m以上

(2) 公関空地

( イ) 定義一一次の各号に該当する敷地内の笠地

はその部分をいう。

l 歩行者が日常自由に通行文は平11mできるもの

( 自動車道路は除 < )。

2. :lj;l:;j、幅が 4 mであること 。

3 ーの空地の最小規模

J也 t貴 区

1  首l 1純住Hi f専用地成

う〉

ｾ［Ｒ 樋住居専用地域、住，ｾ［地域

2  準工業地域、工業地域、

工業専用地域

3  近隣商業地域、商業地域

4  指定のない地域

j此小鋭校

500 m'  

200 m'  

100 m'  

200 m'  

4 会周の? 1 i 以上が道路に接 していること。

ただし、通り抜け等、歩行者の出入に支障がな

い場合はこの限りでない。

5 前面道路との高低差は、 6 メート J レ以内であ

ること 。 ただし、駅舎の高架コンコース又は横

断歩道橋等に連絡する場合等歩行者の利便に供

する場合はこの限りでない。

( ロ) 公開宮地の有効面積一一次の弁号の北部に

もとづいててい滅された而秘をその布切j 而鰍と

する 。

l  道路から見透 しが妨げられる部分については

当該部分のMを有効面積とする 。 ただし、宅地

の環境保全上道路に接しないことがより好まし

く、内部に通り抜け通路を設けた場合はこの限

' ) でーない。

梁下 2.5m以上 5 m以下 0 .6  

( ハ) 容械の割増の限度

L 公関空地の ( 有効) 面積と当該地域の基準容積

率に応じ次の区分によって答般の割増を認める。

基 1事 ｦ 旬‘ ヨ ｾ
率

i1il J J i ' l 床面積

大 都 市 イ也の者11市
の限度 ( A )

11 xo以上%以下 % 以上% 以下 B x C  

2  1  %i をこえ%米1，出 %をこえ%以下 BX C x %， 

3 1 %以上' ' %，以下 %をこえ '' %，以下 ｂ ｘ ｃ ｸｾ＠

B : 基準容積率 C : 公IJ 日空地の面積( 宥効)

Z 公関空1也の合計の敷地面積の割合が、法定の

建ぺい率の限度の区分に応じ、次の{ 直に満たな

いときは、 (1)の規定にかかわらず、原則として

床面積の割増しを認めないものとし、文 ｾ￬￭ 在容

積率が% から 103{oの場合の制吻しは、当該答税率

に0. 2 を乗じて得た他をこえることができないも

のとする。

基 準 建 ぺ い 率
公開宅地の面積の令J十

敷 地 而 椴

大都市 1!l!.の布11di 

1 1 %  %  0.2  

2 1 %、% %  0. 3 

3  1  Ko，%， %、%、% 0 .4 

41 xo、%、xo xo、%、xo 0. 5 

( ニ) 公関空地である旨 の標示

公関空地内には、建築ｾ準法に基づいて設けた

ものである旨を明示することとする。

第2 絶対高さ制限に関する緩和

〔法第55条第 11賓第 3 号〕

絶対高さ制限の緩和をうけることができる建築

物は次に該当するものであること。

( イ) 建築物の各部分の日さは、当該部分から前面

道路の反対11mの境界線又は |燐地境界線 までの瓦

北方向の水平距離に 0.5を乗じて得たものに 4 m

を加えたもの以下であること 。 ただし塔状の建

築物等で冬至において 41時間日照 ( A M9. 00-

P M3. 00の聞で) を様保させ得るものについて

はこの限りでない。

首l l d  
隣 i ' - - V  /  

一襲i

↑平;

よ」ー

図2 第1穫住居専用地域の高さの制限緩和

( ロ) 多角形の敷地の各辺においてSi がSi 以下で

あること。( 一般規制によって担保されている天

空光と同宣以上の天空光を確保しうるもので、

この場合、次図の t = 16 m、 h = 10mである)

¥ 

f  

Oi は各辺町敷地境界線についてそ町中点から

t  m外11!1Jにある点である

図3 天空光の算定

第3 道路斜線制限等に関する 緩和

(;圭第56条第 1項第 1号〕

斜線制限 の緩和 をうけることができるものは次

に該当する唱のであること 。

( イ) 道路斜線制限又は隣地斜級制限の緩和に |刻

しては前記第 2 の( ロ) を準用するが、この場合

のSi は、「当該敷地境界線上において、 一般規制l

によって許容される最大の立函而秘」とし、 0 ，:

の位置については、 r は道路に媛する辺につい

ては当該道路の幅員とする。

その他の辺については、 r は、第 2 秘住居専用

地域又は住居地域では 16 m、近隣商業地域、商

業地域、準工業地域、工業地域、工業専用地域、

指定のない区域では 12m とする 。

( ロ) 第 l 種住居専用地域におい ては 、北側斜線

制限 は原則 として緩和しないこととする。ただ

し、階段室 、昇降機等建築物の屋上部分で日 !l現

上支障ない ものについてはこの限りではない。

( ハ) 第 2 種住唐専用地域 においては 北11111斜線制

限 I; l : 原則として緩和しないこととする 。ただし

第 2 の( イ) のただし書きに該当するものはこの

限りでない。

( 大阪府建築部 片 回 俊 彦)

9  



. f : 士機書

打 撃 数 250回/ 1，700r .p. m 

370回/ 2，200r .p.m 

破 壊 力 150 ｾ Ｏ ｭ＠

ホ ー ン 10m 81ホーン

20m 73ホーン

30m 65ホーン

総 重 量 5，140 勾

馬 力 62 .3 馬力

/ 2，200r .p. m 

10 

-

フォードコプリンリース

解体業界待望の新機種誕生

i砕かな打蚊音と抜群の破壊力を持つフォード ゴプリンは従来

の解体工法を 一変 さ せ た 油 圧 プ レ ー カ ー で す 。

騒音公害対策 .t辰動公害対策にも万全 の考慮が施されています。

. フォードゴプリンリース価格表

( オベレーターを含む )

1 日 8時間 ( 昼) 45，000円

1時間 ( 昼) 6，000円

1時間 ( 夜 )

10，000円

(  8時以後 )

月極・ 1 ヶ月間 1，000，000円

(残業別)

( 一流町オベ レータ ーによる作業 で l 時1: 11で

も2 時/ l l! でもご使用下さい .)

建築物解体工事

宅地造成岩盤解体工事

解体機械リース

。 小 原 商 庖

大阪市東淀川区上新庄町 2丁目 68

T  E  L  06 ( 3 2  9)  4  6  8  7  
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建 築 と 社

d 合、

ヨミ

-・・圃.

ス-圃圃. 二L

ニュー～ＯｨＨｦｉｾをお送 Ｇ Ｉ ( ださい.

口 MI L E道 路 計 画一大阪市土木局一

大 阪 市 で は 、 万 国 博 を 契 機 と し た 産 業 道 路 の 強

制 ｩ￬ に 一 応の成呆をみたが、反面、 Ｚｙ ＴＧｩ［ｾＧ なまでの

自動車交通の栴加は、市民の日 ＧｲＺｩｾＧ 生活に交ｩｊ￱公

害 と い う 新 た な 脅 威 を 与 え て い る 現 状 か ら 、 生

活 道 路 の 務 備 を MI L E (M eans f or the I mpr o・

vement  of  Li f e  = 生 活 環 境 改 普 の た め の 手 段 )

道 路 計 画 と し て 強 力 に 推 進 し て ゆ く 方 針 を 打 ち

LLB した 。

そ の 内 谷 は 、 ① み ど り を 大 々 的 に と り 入 れ た 緑

地 道 路 の 建 設 、 ② 局 音11的 に せ ま く な って い る 道

路 の 拡 帆 と 分 断 さ れ た 地 域 1111の 述 絡 を は か る 地

域 生 活 道 路 の 強 制ii 、③周辺苦11の 道路強制ii 、を 三

つの中主としている。

今 回 、 緑 化/n] 組は、者11市災証J t の ア ク セ ン トとし

て で は な く 、 人 間 性 回 復 の た め の 公 告 対 策 そ の

も の で あ り 、 環 境 改 普 の故 も 必 本 的 な 手 段 と 考

えられる。

一 方 、 道 路 に お け る 歩 行 者 の 安 全 か つ 快 適 な i凶

行 怖 を と リ も ど す こ と も 人 Il¥Jl ! 手認の主l ! li1j か ら 京

可 欠 な 嬰 紫 と な ってきている。

大阪，Ji で は こ う し た 考 え 方 を 道 路 づ く り に 反 映

さ せ 、 総 を ふ ん だ ん に 取 り 入 れ た い 歩 行 者 優 先

道 路ゅ の建 築 総 恕 を こ の ほ ど ま と め 、 で き る だ

け 早 〈 実 地 に う っ す こ と に し た 。

この道路は、③比較的中高 の狭い道路は、 t1i' t木 い

っ ぱ い の 歩 行 者 専 用 道 路 ( =級| 岱道路 ) と し て 、

ま た 、 ⑮比 較 的 隔 の 広 い i心路は、街図、遊歩道、

車 道 を か ね 備 え た パ ーク ウェ - (I(J な jil 路 ( ］Ｉ ｾｴ＠

程J t 辺路 ) と し て 盤制I i する予定で、 と りあえず、

33ヵ所、約94kmの強制ii を行ないたし、としている 。

この緑 陰 道 路 と 長 観 道 路 の 強制il 万 針 とぬ 工 予 定

筒 所 は 、 次 のと お り で あ る 。

京僑緑陰道完成予想図

1 . 河川 : 埋立跡、を利則して艶備するもの

大 野 川 筋 6 .0km 

下 問 川 筋 1 .7km 

楠 恨 川 筋 1.0km 

2.河 岸 を 務 備 す る も の

城北五I f 伊I河 岸 5.8km 

エlミ横堀川河岸 1. 3km 

平 野F 川 河 岸 8  J km 

ほか 8 ヵ 所 30.4km 

16ヵ戸斤 40. 1km 

長 堀 川 筋 1. 1km 

十 三 間川 5. 5km 

ほ か 11ヵF斤 24. 8km 

11 ヵ戸斤 45 .6km 

3. 都 市 計 画 公 聞 と 都 市 計 画 公 園 を 迎 絡 す る も の 。

京 橋 ( 大 阪 城 公 図 ← 一' 毛 馬 絞 宮 公 園 ) 0. 2km 

ほか 5 ヵF斤 8 .4km 

( 注 ) 緑 陰 道 路 、 京 観 道 路 建 設 計 画 で 植 え ら れ

る 樹 木 数

低 木 25万 本 高 木 5 万 本 計30万 本

そ の 他 道 路 焔 設 の 不 備 に よ る 危 険 と 不 使 を 解 消

す る た め に ② の 地 域 生 活 道 路 の 務 備 を 、 ま た 近

年の急速な市街地のスプローノレ現象に対応し、

績 優 的 に 改 善 す る た め に ③の周 辺 部 の 道 路 箆 備

を 推 進 し 、 大 阪 市 全 域 に わ た り 環 境 改 普 を は か

っていくという。

口 京 橋 緑 陰 道 路 建 設 に 着 手

大阪市において緑化道路，主主設 の 一 環 と し て 、 こ

の ほ ど 京締 緑 陰 逃 ( 京僑 人 道 橋 ) の設 計 大 裂 が

まとまり、 10月 7 日 新 工 の迎 び と な っ た 。

この人 道 備 は 、 都 市 計 画 公 閣 と 都 市 計 画 公 聞 と

をj l I ! 絡する可制度し H と な る も の で 、 而 と 而 を

線 で 結 ぶ こ と に よ り 、 公 園 の 幅 広 い 利 用 を 提 供

し よ う と す る も の 。 公 園 連 絡 と し て 計 画 中 の 第

1 番 目にあたる 。

た と え ば 大 阪 城 公 園 か ら の利 用 者 は 、 南 詰 の ゆ

る や か な ス ロ ー プ 式 の取 付 道 路 を 登 っ て 主 僑 梁

苦11に 至 り 、 再 び 北 詰 の ス ロ ー プ 式 取 付 道 路 、 京

阪 ｾｬｬ 鉄地下道を通 って 、毛馬桜の宮公園に出る

ことになる 。

こ の 備 は 延 長232 m、幅員 2. 25 m- 4 .5  mの 人 道

慌て' 、寝屋川 と一般 j背泊石- I ) J大 阪 総 を ま た く・。

玄113佐賀約 l イ意向、 47年 3 月 完 成 の 予 定。

寝 屋 川 を 波 る 地 点 は 、 景 観 美 を 考 え ス マ ー ト な

方 杖 式 ラ ー メン怖を J創 刊 、 軽 快 な 感 じ を 出 す。

と り わ け 、 紙 面 に は 若 柳 、 高 欄 に は つ る も の を

純 え 、 緑 を 強 調。 附 木 の繁 る 人 道 備 の建設は、

わ が 国 で は め ず らしい試みである。

口 大 阪 の 地 域 制 一大阪市総合計画局 一

新行 ｉｉ ｔｩ￯計画法、建築基準法、都市再 ＱＴｦｊｾ 法 の 改

正 に と も な っ て 、 地 域 地 区 市11 も 新 し く 昭 和46年

よリ 3 年 以 内 に 発 足 す る こ と と な っ た 。

本 Ｏ ｾは、こ のようなときにあたって 、従米大阪

市 で指 定 さ れ てきた 地 域 地 区11，11 を 網 絡 し 、 そ の

指 定 の 背 景 を 明 ら か に し て 、 新 し い 地 域 制 へ の

ス ム ー ズ な 移 行 、五If ) 刊 を 図 ろ う と す る も の で あ

り 、 さ ら に ニ の 地 域 制 の 歴 史 は 、 大 阪 の者11市計

画、大阪の百11市 発 展 の ー Ift l) 在日 を; 諮るものである

との趣 旨 で 編 集 さ れ た 。

第 Ｑ Ｑ ｾ において 地域 ｪｬｾｊ の 概要を述べ、大阪ｩＧ ｬ￯ の

地 峻11，IJ の 変 避 を 概 括 している。 第 2 ￮ｾ 、白 ｯ 3  ｩＧｾＺ＠

では 各 4 の J也被、地区 の指 定 お よ び 変 避 が 、 具

体的 な数 ｦ 也、文 ｉ ｉ ｾ で網続されて い る 。 ｾｾ 4  iit は

指 定 基 触 が 歴 史 的 に 述 べ ら れ 、 第 5 : 41 : において

よ 記 限J . i ! l i 図、表が記.1配されて いる。

口関西経済連合会創立25周年式典

| 湖西経済迎合 会 ( 会 長 芦 原 義 重 関 西 電 力 会 長 )

は 10月 1 目、大阪市北区の新大阪ホテルでi ; i IJ rr.. 

25周 年 記 念 式 典 を 1mいた 。 式典には佐藤首相、

他村甲午日11経 済 団 体 述 合 会 長 ら 来 賓 を 含 め て 約

450人 が 出m; した 。

芦 原 会 長 は あ い さ つ の 中 で 、 国 際 thhi11I，) 路 線 の 推

進 と 、 間 内 で は 生 活 環 境 霊 視 と 地 方 分 散 を 重 点

と し た 地 域 開 発 、 交 通 ・通 信 の ネ ッ ト ワ ー ク の

確 立 、 中 央 、 地 方 を 通 じ た 行 政 改 革 の111袈 性 を

強 制 し た 。 ま た 関 西 経 済 発 展 の た め の 基 本 プ ロ

ジ ェ ク ト と し て 、 関 西 新 空 港 、 近付| 的規模 の 広

域 地 方 自 治 体 、 総 合 的 な 西 H 本 1. 日発、研修セン

ターの設立などをあげて、その推進を呼びかけた 。

従 来 、 当 迎 合 会 は 設 立 趣 旨 に 刷 っ て 桟 4 の 事 業

を 行 な っ て い る が 、 そ の 主 婆 な も の は 委 員 会 活

重hて・ある n

三な委只会と内容はっき' に示すとおり 。

地 域 IJ 日発委只会 国 土 総 合 開 発 の 見 地 か ら 、 都

市 再 開 発 ・開 発 プ ロ ジ ェ ク ト ・産 業 立 地 政 策 な

ど 地 域 開 発 に 関 す る 諸問 題 の検討。

公 害 対 策 委 只 会 公 害 対 策 な ど 環 境 改 警 に 関 す

す 制 問 題 の 検 討。

教 育 労 働 委 長 会 : 国 民 経 済 的 観 点 か ら 教 育 、 社

会 初 祉 、 労 働 政 策 の あ り 方 を 検 討 。

その他、中小企業問題委 ｮ 会、西日本総合 ｉ ｾ 日 発

特 別 委 員 会 、 土 地 住 宅 対 策 特 別 委 只 会 な ど を 含

め て 20近く の委 只 会 が あ る 。

あいさつする芦原関経連会長

口全国都市問題会議開催される

eil33回全園都市問題会議が、 13 日、 14 自の両日

「都 市 と 自 然 環 境」 をテーマに堺市で| 捌かれた 。

「緑のｾｪＧたないような環境は人間にとっても危険

な 環 境 で あ る 」 と の 箸 告 の 発 言 が 共 感 を 呼 ぴ 、

北 は 旭 川 か ら 南 は 鹿 児 島 ま で 多 く の 関 係 者 が集

まり、現状、対策が討議された。

口文化財保存全国協議大会開催

文 化 財 保 存 会 国 協 裁 会 第 2 回大会が、 10月9 目、

10 自 の 両 日 大 阪 で 附 か れ た 。 9 自の総会の後、

10 日に は 大 阪 府 教 育 会館 で 、 文 化 財 問 題 研 究 集

会 が 持 た れ 、 「 新 会 国 総 合 開 発 計 画 と 文 化財 J 、

「自 然 破 壊 ・ 公 害 と 文 化 財 を 守 る 住 民 運 動 J 、 文

化 財 訴 訟 ・法律問題」、「風土記の丘と文化財」

の テ ー ? で 4 分 科 会 が 聞 か れ 、 全 国 の 文 化 財 保

存 運 動 の 経 験 を 持 ち よ り 、 今 後 の 指 針 を 見 出 す

べ〈 意 見 交 換 が 行 な わ れ た 。 ま た 当 日 天 王 寺 区

五 条小 学 校 に お い て 、 講 師 に 宮 本 慾 一 氏 を 迎! え

「公害| 湖周と住民運動J 、 直 木 孝 次 郎 氏 に は 「 難

波宮跡、をめぐって 」 の テー? で公J ) ，J緋 機 会 が 行

なわれた。
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いま業界で話題のまと

凶臼 ｅｾ 口 Ｕｾｾｾ ご存じですか＿

- 電 電 公 社 の オ ン ラ イ ン 方 式 に よ る 科 学 技 術 計 算 サ ー ビ ス

( D E MOS ) が建築設計に威力を発揮しています。

- 応 力 解 析 ( F R A P ) ・振動解析 ( DY NA ) ・構造計算 ( E C HO- A )

の 3 大 優 秀 ラ イ ブ ラ リ イ が あ な た の 悩 み を 解 決 し ま す 。

こ の 装 置 は 大 型 コ ン ビ ュ ー タ に 接続 されて い ます 。

お問い合せ、ご相談は

大阪市東区法円坂町 6 (⑤540)  

電電公社近畿電気通信局

デ ー タ 通 信 部 ( 営 業)

T E L  (06)  948- 4730 

※ 公社 のデータ通信には、このほか

販売、在庫管理サービス、電話計

算サービスなどもあります。

4  

司智



データ通信と建築

• SE刷ES : 己

優勢

OEM口5

井 坂 宏

ｾｬｌ Ｑ ｔｴ 公社では、本年 Ｓ 月に東京、 Ｖ 月に大阪で

共 同 利 用 方 式 に よ る デ ー タ 通 信 サ ー ビ ス の 1 つ

である o E  M 0  S  ( Oendenk os ha M ul ti ac c ess 

旦nl i ne ｾｹｳ ｴ ･ ｭ Ｉ の サービスを ｉｊ 悦古した 。

'ilI 1l L 公社が徒供する共同 利 用 n 式 に よ る デ ー タ

. i U l 臼サービスは、公社が適当なサービスを選ん

で y ス テ ム を 設出し、利用有名・望者の申込みを待

つ 形 式 の も の で 、 希 望 者 は そ の シ ス テ ム に 加 入

す る こ と に よ り 、 宅 内 装 置 よ り 通 信 回 線 を 経 由

し て 大 型 コ ン ビ ュ ー タ y ス テ ム を い つ で も 使

刑することカずできる。

O E M O S の シ ス テ ム の中仙北 は 図 1 の よ う に な

っている。

毛見ＮＨｅサービス ｉ ｾ ｉＧ の共同 平 ＱＱ ffl 方 式 に よ る デ ー タ 過

日 サ ー ビ ス に は 科 学 技 術 計 算 の 外 に f豆諸計算サ

ー ビ ス ( DI A L S) 、販 売 ・在 "1，管理サービス

( O R E S S ) がある。

ことヵeで7 きる，

DE MOS が 提 供 す る サ ー ビ ス の 機 能 は 次 の 通 ワ て'

ある 。

囚 フ ァ イ ル の 利 用

図 F O R T R A Nによる 利 用 将 プ ロ グ ラ ム の

作 成 と 尖 行

団 ライブラリ ・プ ロ グ ラ ム の 利 用

囚 カノレキュレータによる ｦｩｬｪ 易 なｾＭｪＭ ｓＩ Ｚの笑行

利 用 者 は こ れ り の 機 能 を 次 に 説 明 す る 2 つ の 処

理 形 式 で 利 用 す る こ と が で き る 。

2 .  D E M O S の機 能

2. 1 処 理形 式

O E M O S に お け る 処 理 の 方 法 と し て は 即 時 処

理 と、 一 折処理! とがある 。

( 1) 即時処 理

回線を接統したままで処理が行なわれ、百 十ｾ件古

来 が た だ ち に 仰 ら れ る 万 法 て T S S に よ っ て

いる 。

こ の た め 応 答 の 待 ち 11寺川l が 短 か く な り 、 人 と コ

ンビュータが会［Ｑ ￬ 号 Ｉｦｾ Ｂ，｜で Ｑ 十のＺを行なうことがで

きる。

即時処遇! は試行豊作154的 に 解 を み つ け て い く よ う

な問 題 、プログラムのイ乍成などに i直している。

(2) 一 括 処 理

データを入ブJ 後 l副 総 を 切 断 し 、 結 来 が あ と か ら

得 ら れ る 方 法 て ¥ リ モ ー ト パ ッ チ 処 理 と い わ

れ て い る 方 式 で あ る 。 セ ン タ ー で は 受付 順 に 処

理し、キ古占! l : は宅 l人H!主 f Eへ 自 動 的 に 出 力 す る か 、

セ ン タ ー の ラ イ ン プ リンタへ出力する。

一 括処理は利用. f ' i が 作 成 し た 大 規 棋 な プ ロ グ ラ

ム や 、 大 型 ラ イ ブ ラ リ ・プ ロ グ ラ ム の処 理に 適

している。

利 用 者 は 以 上の 形 式 の ど ち ら を 選 ぶ か を コ7 ン

ドによって指示する。

2. 2 コマ ン ド

1 .  D E M O S の概要 |  コ マ ン ド は 利 用 者 が 宅 内 装 世 か ら シ ス テ ム に 指

O E M O S で は 宅 内 装 世 を 通 し て 各純 設計官十 以 |  示 を 与 え た り 、 シ ス テ ム を 11111術lする ため の 言 語

数 値 計 算 ・シ ミ ュ レ ー シ ョ ン な ど の科 学 技 術 上 |  である 。

の計算、 総 J削| ー画法、予 ililJ 、 工 ね 管 理 な ど の 経 |  コ マ ン ド は シ ス テ ム の 基 本 的 な 機 能 に 対 応 した

営 科 学 計 算 を 行 な う こ と 、 お よ び こ れ に 関 連 し |  基本コマンドと、J . 基本コマンドに従属してその

て フ ァ イ ル の 利 用 、 プ ロ グ ラ ム の 作 成 な ど を 行 |  必 本 コ マ ン ド の 機 能 を 充 実 さ せ る た め の サ プ コ

なうことができる。 I " ' 7 ンドとがある.

こ の よ う な 多 織 な サ ー ビ ス を 多 数 の 利 用 者 が 共 |  基 本 コ 7 ン ド は 、 機 能 に よ り つ ぎ の 4 つ に 分 類

J;'J でヰIj Tf I するために O E M O S で は タ イ ム シ ェ |  できる 。

ア リ ン グ ・シ ス テ ム ( T S  S ) を 取 り 入 れ て い |  回 会 話 の )J・君l!に l刻 す る も の

る 。 こ の D E M O S における T S S は 尚 用 T S 1  図ファイ ｊｾ の竹旦ｬＡに ｼ 制するもの

S としてはわが国てゴIH 刀のものである。 I 図 プ ロ グ ラ ム の 位 脱 に |比lす る も の

宅 l人 地 位 に は 100 A 型 デ ー タ 袋 缶 、200 B 処 デ ー |  図 的 報 の 間 合 せ に l測 す る も の

タ袋也、 2 0 0 C型 デ ー タ 袋 世 の 3 Hi 類 が あ り 、 そ |  表 l に 基 本 コ マ ン ド の 一 覧 表 を 示 す 。

れ ぞ れ 特 徴 を 備 え て い る 。 干 問 者 は こ れ ら の 3 I  は と ん ど の コ マ ン ド は 即 時 処 理 、 一 括 処 理 の ど

州 知 の う ち 、 自 分 に 1 番 合 っ た 機 純 を 選 択 す る |  ち ら で も 使 う こ と が で き る @

図 1 デ ー タ 通 信 シ ス テ ム 構 成

注)

・印は端末機や也子計f ) 機内で使用

する直流的信号とi 1 I 話1m交流との

問的変換装置 (変復調装 iIl)

図 2 2008裂データ宅内装置

表 1 基 本 コマンド一覧

分 コマンド

コマンド名 名 の 機 能

類 省 略 形

ｾ＠ ON 処理の開始要求

話
OF F  処理の終了 通知

の

何l'l' BATCH BAT 一指処理の申込み

理
CANCEL CAN 一緒処理の申込みの取消

FI LE FIL 7 7 イルの作成と修正

I NPUT I NP 7 7 イルの作成

OUTPUT OUT 7 7 イル内容の出力

7  

7 1  UPDATE UPD 7 7 イルの更新

イ CROENPYUMBER 

COP 7 7 イルの複写

REN 7 7 イル内の行番号の付替え

J レ

CATALOG CAT 保存 7 7 イルへの登録

の ERASE 
ERA 7 7 イルの消去

主伊営 ASSI GN 
ASS 7 7 イルと装置番号の対応

SHARE SHA  7 7 イルの共用宣言

RESERVE RES 7 7 イル・エ 1) 7の確保

PASSWORD PAS パスワードの宣言

FSYNTAX FSY 権文チェッタの笑行

プ FCOMPI LE FCO FORTRANのコンパイル

ロ LI NK

グ

LIN リンタロ - 7の実行

ラ RUN 利用者プログラムの実行

ム LI BRARY

の

LIB ライブラリ ・パッケージの笑行

管 CONTI NUE CON 相l込み後の処理の縦続

理 DI SCONTI NUE DIS 
， 

中止

CALCULATE CAL カルキュレータの実行

A  問 LI ST 
LIS 7 7 イルの一覧表作成

ASK 利用者情報の問合せ

せ TEACH TEA コマンドの使用方法の問合せ



F 不在なコミュニケーションは、

A

さ

ん

か

ら

-
e

B

さ

ん

へ

B

さ

ん

か

ら
固と手で伝えていくコミュニケーション

耳から耳・口からロへのコミュニケーション ーー

そして、書 類によるコミュニケーションー・ ・

いずれも“ 正確さ・ハイスピード" が第一条件です。

ゼロ ックスなら 、文書 や 図 面 や グ ラ フ や 図 形 な ど

あらゆるグラフィ ック情報を、送り手から受け手へ

C

さ

ん

へ

C

さ

ん

か

ら

正確・迅速にコミュニケーションできます。

そニから、お互いの理解が生まれ、信頼が深まります。

ニれニそ、正確なコミュニケーショ ンのもたらす

章子ましい人間関係が形成されます。

大 き な 利 益 と い え ま す ね。

XEROX 

富士セ'ロックス株式会社

〒107 京京姉港区亦坂3- 3 - 5 T E L(585)3211 (代)

D

さ

ん

へ

D

さ

ん

か

ら

・

E

さ

ん

へ

あなたにイ可をもたらすで、しょっ。

、
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2. 3 フ ァ イ J レの手リ用

プ ロ グ ラ ム 、 入 力 デ ー 夕 、 計 算 結 巣 等 の 集 合 体

をファイ J レといっている。 利 用 者 は そ れ に フ ァ

イ ル 名 を つ け る こ と に よ っ て 識 別 し 、 コ 7 ンド

によって住込み、ｾｾＧ￬Ｚ ､ｪ しなどができる。

ファイ J レは保存期間1に よ っ て - 11寺 フ ァ イ ル と 保

存 フ ァ イ ノ レ に 分 け ら れ る 。 一 時 ファイノレはその

処 理 ! が 終 了 す る と 同 時 に 消 去 さ れ る の で 、 一 時

フ ァ イ ル の う ち 繰 返 し 使 用 す る な ど 保 存 が 必 要

な 場 合 は C A T A L O G コ7 ン ド に よ っ て 保 有

フ ァ イ ル と し て 笠 録 し て お 〈 。

ファイノレの内容の佑密保; 穫には特に留意してあ

り、ファイ J レ を 作 っ た 宅 内 装 置 か ら し か そ の フ

ァ イ ノ レ を 読 み 出 せ な い よ う に な っ て い る 。 更 に

|司ー 宅 内 装 世 で も フ ァ イ J レ に つ け た パ ス ワ ー ド

( かぎ) を先l らなくてはそのファイノレを g;eみ 出

せなし、。 こ の よ う に フ ァ イ ル の 内 容 は 2mに 保

護 し で あ る が 、 利 用 者 同 志 が 希 望 す れ ば フ ァ イ

ル の 共 用 処 迎 な ど に よ り 、 フ ァ イ ノ レ の 内 容 を 他

の 宅 内 装 世 か ら 読 み 出 す こ と も で き る 。

ま た フ ァ イ J レ の 内 容 の 変 更 は U P D A T E コマ

ン ド な ど で簡 単 に 行 な う こ と が で き る 。

2.4 プ ロ グ ラ ム の 作 成 と 実 行

D E M O S で は 利 用 者 が 自 分 で F O R T R A N

に よ り プ ロ グ ラ ム を 作 成 し 、 そ れ を 実 行 す る こ

とカずて' きる。

D E M O S  F O R T R A Nは J I S F O R  

T R A N水 準7000の 性 能 は す べ て 含 み 、 そ の 上

に他 の 性 能 も 迫 力日され ている。

プ ロ グ ラ ム の 作 成 は ソ ー ス ・プ ロ グ ラ ム を フ ァ

イ ノレに入 力 し 、 そ のファイノレを l呼 び 出 し て コ ン

パ イ ノレ ，リ ン ク を 行 な う 形 式 に な っ て い る が 、

ソ ー ス ・プ ロ グ ラ ム の フ ァ イ ノ レ 入 力 に は デ ー タ

を ま と め て 入 力 す る 連 続 入 力 と 、 1 行 ず つ 、 そ

の 都 度 娯 り を 検 出 し な が ら 入 力 す る 方 法 と が あ

る。

プ ロ グ ラ ム の 笑 行 は 、 た と え ば 即 時 処 理 で 作 成

し た も の で も 一 括 処 理 で 実 行 で き る し 、 そ の 逆

も 可 能 で あ る 。

2. 5 ラ イ ブ ラ リ ・ プ ロ グ ラ ム の 実 行

D E M O S で は 利 用 者 の 使 用 頻 度 の 高 い と 思 わ

れ る プ ロ グ ラ ム を ラ イ ブ ラ リ ・ プ ロ グ ラ ム と し て

用 意 し で あ る 。 利 用 者 は ラ イ ブ ラ リ ・プ ロ グ ラ

ム の 利 用 に よ っ て プ ロ グ ラ ム 作 成 労 力 は 大 幅 に

軽 減 さ れ る 。

ラ イ ブ ラ リ プ ロ グ ラ ム に は 利 用 者 が 作 成 す る

F O R T R A N7

0

ロ グ ラ ム 中 に目立j ll 寺1) I用 し て f止

期 す る こ と の で き る サ ブ ル ー チ ン ・プ ロ グ ラ ム

と 、 そ れ だ け でlji 独 に 使 用 で き る パ ソ ケ ー ジ ・

プ ロ グ ラ ム が あ る 。 パ ッ ケ ー ジ ・プ ロ グ ラ ム に

は 即 11寺犯L週l て"il UF l できる自1 1 干;fi パ ッ ケ ー ジ ・7

0

ロ グ ラ ム と 一 指 処 理 での み使 用 で き る 1l"'¥2  f' ルマ

ソケージ ・プ ログラムとカずある 。

現 在 サ ブ ル ー チ ン プ ロ グ ラ ム は67 - -1，; 、第 1 Hi  

パ ッ ケ ー ジ ・プ ロ グ ラ ム は 534王、 第 2 Hiノ マッケ

ー ジ ・プ ロ グ ラ ム は 164 = あ る が 、 こ れ ら は 今 後

も 追 加 し て い く 予 定 で あ る 。

2. 6 カJ レ キ ュ レ ー タ

カノレ苛 ュ レ - : 7 は プ ロ グ ラ ム を 作 成 す る こ と な

く 日 常 使 っ て い る 数 式 と 簡 単 な 記 号 を 用 い て 手

4廷に百 I.tr を行: なうものである 。

カ ノ レ キ ュ レ ー タ で は 直 接 計 算 と 定 義 計 算 が で き

る。

3 . D E M O S の将来

fな1む 公 社 で は 現 在 の D E M O S の サ ー ビ ス エ リ

ア を 拡 げ る と と も に 、 D E M O S を さ 句 に 発 展

さ せ る た め に D 1  P  S  ( Dendenkosha Inf oma. 

ti on Pr occes i ng Sys t em) 計 画 と し 寸 超 大 型

電子宮十鈴4 機 シ ス テ ム の 実 用 化 を は か つ て お リ

1973年 度 に は D E  M 0  S  - E  ( D E MOS - Ext e 

nded) と し て サ ー ビ ス す る 子 定 で ある 。

サ ー ビ ス エ リ ア の 拡 大 と し て は 1977年 度 末 ま で

に主要者Ilrli 、 東 京 大 阪 ・名 古 屋 の 周 辺 地 域 、

主 要 県 庁 所 在 地 で D E M O S の サ ー ビ ス を 1m始

す る 予 定 で あ る 。

またDE MOS - E の サ ー ビ ス に 伴 な い 大 幅 な レ ベ

J レア y プ が は か Lつ れ る が 、 モ の お も な も の を あ

げ れ ば つ ぎ の 通 り て'あ る。

回 プ ロ グ ラ ム 言 語 と し て C OB OL 、P し/ 1 が似

用 で き る 。

図 印 字 速 度 の 早 い 宅 内 装 出 の 取 付 け が 可 能 に

なる 。

図センタ出力では白! fdJ 製 図 機 ( X - y プロ y

タ ) が 使 用 で き る 。

回 公 衆 ス テ ー ン ョ ン を 設 置t し 、 そ こ か ら D E

M O S を 利 用 で き る 。

最 後 に 参 巧 と し て D E M O S の 料 金 を 表 3 に あ

Iずる 。

( いさか ひろし 日本%1日'ili 話公拍l l ¥築 10)

文献

手近かになった大型コンビュータ( 1  )  

被保、佐藤雄二、井坂 'Ii; ｲ 主 ｴｴｾ 界 ｊ ｖｏｌＲＰ 、 ｎ ｏｉｏ 、 Ｑ ＹＷ Ｑ

- デ ー タ 通 信 と 建 築 シ リ ー ズ 紹 介

71 / 11 0  ｾ建築と コ ンビュータ

71 / 12 ・D EM O S

72/ 1 ・F R A P ( その 1 )  

72/ 2 ・F R A P ( その 2 )  

72/ 3 ・D Y N A

72/ 4 ・E C H O- A

表 2 おもなライブラリ ・プ ロ グラム

名 品: ライブラリ名 慨 袈

線 型 計 画 法

改訂シンプレ ックス法を用い

(一般型)

LP て資源最適配分の方法を求め

る

線 型 計 画 法

LPT 

MO D  1  i去を用いて愉送問題

( 輸送型) を解〈

PERT/TI ME 

PERT プロジェクトの日程管理に必

Tl ME  要な各極レポートを作成する

シミュレーンョン言語を用い

シミュレ - 1 SGPS 

て、待合わせ問題を解析する

ための汎用シ i ュレ - 1 であ

る

センサス局法 11 X  - 10により

センサス局法 CENSUS 月次1 ' - 1 の季節調整を行な

7  

E P Aーl によリ月次および

子 E P  A 法 EPA 四半期1 ' - 1の季節調整を行

なう

季節変動のある1 ' - 1 に対し

傾向分析 I TRANFS 

て移動平均法、指数平治法を

用いて季節性の除去 t 傾向分

析と干測を行なう

測 傾 向 分 析 日 TRANF 

季節変動のないデータに対し

て傾向分析と干測を行なう

季節変動のないデ- 1 に対し

傾向分析 111 CUFI T て各種の曲線のあてはめを行

ない傾向分析t 干測 を行なヲ

骨組情造物

FRAP 

任意形状骨組 目建築骨組を変

応 力 解 析 位法により応力解析する

建

骨組情造物の弾性 弾塑性の

骨組構造物

DYNA 

範囲でロッキングスウェイ、

娠 動 解 析 ねじれの効果および壁を考慮

した動的解析を行 な?

断面性能、荷重項の計算、 R C

築建築情造設計 ECHO. A 

造柱 ・はりの断面設計、終局強

度、 H . 1形鋼の柱 ・11') の

設計を行なう

表 3 D E MO S の 料 金 表

料 金 経 glj 単 位 料 金

(7) 償券引受領

100A 型データ装置 l 古ごとに 110 万円

2008 型データ装置 ， 
240 万円

200C 型データ装置
1・ 350 万円

ただし jlP ポ7 ン式のものは 2万

内IJII 羽

( { ) 設備料

引込線 l 回線ごとに l 万円

ゎ: 取付料

デ- 1宅内設備
実質

ω定額使用料

100A 型データ装置 1古ごとに月額 幻，000円

2008 型データ装置
1・ 58，0ω 円

200C 型データ装置
， 

84，000円

ただし押ボタン式のものは 800

円加rr .

付) データ中央装置使用料

fW: 留料 l 分までごとに 20円

処理科 l 抄までごとに

即時処理 60問

一指処理主記憶領威

160k字未満 40問

160k字以上 50円

的) 7 7 イJ叫軍用料 10万字までごと 4，200円

に月額

供) センタ作表科 出力行数 100ま 200円

でごとに
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るす造
合

加を性住居

，.
。
犬れす

軽 量

上七 宝Ii 0 . 5 

宮

｣ｩｩ ・ ｐｏｒｅｾ

断 熱

而七k

日本 " イリ ー ン滋 賀 工 場 製品倉 庫

設計 大 福:機工鰍

旋 工 光 洋 建設 側

使 用 佃 所 外壁 、 床 、間 切 り

法 定耐 火 材 料

@ シ ポ レ ッ ク ス は 工 場 、 住 宅 か ら 超 高 層 ビ ル ま て あ ら ゆ る 建 物 の 屋 根 ・ 床 ・ 壁 ・ 間 仕 切 ・

耐 火 被 覆 に 使 用 さ れ ま す が 次 の 建 物 に は 特 に 最 適 で す 。

1  ユ二期 短 縮 を 要 す る す べ て の建 物

2  空 調 を 要 す る 工 場 ・合 庫 事 務 所 住 宅等

3  鉄 ' 骨 大 張 聞 の 工 場 ・休 育 館等

4  軽 i E化 を 要 す る 高 層 挫 築物 ・軟 弱 地 般 の 建物

5  鉄 骨耐 火 構 造 の 建 物

: 5-ポレ111' 7 叉販売株式会社

本 社 ・東 京 支 I苫 東 京 都 千 代 田 区 神 田 司 町 2 - 6  (平 沼 ビ ル )

電 話 東 京 ( 256 ) 代 表 3 4  5  1  

大 阪 支 l苫 大 阪 市 西 区 立 売 堀北 通 1 - 9 0 ( 第 三 富 士 ピ J レ)

電 話 大 阪 ( 5 3 8 ) 代 表 o 5  2  1  

名 古 屋 支 l苫 名 古 屋 市 中 村 区 広 小 路 西 通 3 - 2  ( 大 商ピノレ )

電 話 名 古 屋 ( 5 8 1) 代 表 7 4  2  1  
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口写; R : と概裂をどしどしお送りください.

凡例 a. 所在地 b 建築而将! c  延 前有t d  椛造，¥IU民 e  工 JlII  

712 .  フ ナ イ 薬 品 枚 方 研 究 所 I 713.  海 南 商 工 会 議 所 I 714 .  新 晃 工 業 株 式 会 社 研 究 所

715 .  

718 .  

設計 ー恕 星 社 竹 腰 建 築 事 務 所

脇工 鹿 島 建 設 K K 大 阪 支 庖

枚 方 市 捉B { 8J 近 3 - 11 

913 .54 m'  

5，236 . 19  m'  

R Cii l 、 6 F 、 B 1、 P H I

e  .  1昭和45年 9 月~昭和46年 8 ｾｉ＠

設計 富 松 建 築 設 計 事 務 所

地工 ・K K 丸 山 組

a  梅 雨 市 日 方 1 2 9 4 - 1 9

b .  498 .552 m'  

c .  1，582 .337 m'  

d.  R  C 造、 5 F  

e  .  ｉｉｾｈ ｬｉ ＴＵｩｬ ￴＠ 8  )'J  - 昭和46年 7 月

設計 : K K 竹 中 工 務 庖

地 工 K K 竹 中 工 務 庖

a  大阪府寝屋川市大字太秦 998

b.  716 .5  m'  

c .  1，469 .8  m'  

d.  R  C ili 、 3 F

e  .  IItl fu45i j o  4 月-11自手1145年 11月

日 吉 町 農 業 協 同 組 合 本 館 I 716.  勝 浦 庁 舎 I 717 . 呉 文 化 ビ
j レ

南 音日

設計 K K  II毒建 築 設 計 事 務 所

地工 K K 鴻 池 組

京r.J 1Jf.f船持制i 日吉町股lIl 'J午尾崎

527 .478 m'  

c  .  1，092 .518 m'  

d .  R  C  辺、 3 F  

e  .  1昭和45.!l o 9 月- 11目制146年 4 月

国 民 宿

，、

=  
Eコ

設計 富 松 建 築 設 計 事 務 所

地工 : K K 大 末 組

a 和 歌 山 県 日 間 ml 南 部 田I

b .  1，502. 713  m'  

c  .  2 ，4∞.060 m'  

d .  R  C 造、 2 F 、 B 1  

e  .  日百平日45i f. l l 月- 1昭和46.i lo7 月

719 

設; 11 ・官 松 建 築 設 計 事 務 所

施工 清 水 建 設 K K

a  .  ffl 枇IJ I ，¥¥) [ ( キろ臨問腸澗r: k 鴇捕11加の5

b .  1，365 .997 m'  

c  .  3，488 .027 m'  

d .  R  C 造、 3 F  

e  .  II({ 和45年 II)J - I I s f1146年 6 H

京 都 市 美 術 館 収 蔵 庫

設計 。川崎清( 財団法人建築町際協会)

施工 。清 水 建 設 K K

a  京自Ilili 左京区岡崎問勝寺田I

b .  1，569 .89 rn'  

c.  1，790 .21 rn'  

d.  R  C 造、 1 F 、 B 1

e  附.f1l 45
i
l' 10H-l I tl 利46年7 FJ

720 .  

設計 広 島 県 住 宅 供 給 公 社

施 工 ・日 成 建 設 K K

a  . 呉 市 中 央 5 丁目 1 - 3  

b .  273 .81  m'  

c .  2 ，185. 35 m'  

d.  R  C j丘、 7 F 、B 1.  P  H  2  

e  .  1昭和45年 5 月ー l昭和46年 4 月

京 都 市 西 部 清 掃 工 場

設計 : K K 大 建 設 計

施工 : K K 鴻 池 組

a  京都市布京区大枝沓掛町26- 52，53、59

b  (工場隙+ 位l ' H出) 4 ，001. 45 m'  

c .  (工ij 淑)6，641.1ll m'  (菅濁車)1，1ω .53 m
2  

d .  (工場情 ) S R C ili.4 F 、B I

(  Ii!r日!十点 ) S  1.え R C iil 、 2 F  

e  .  1I?l手1144
1
1' 7 H - I昭和146i lo10月



なめらかな肌ざわり、美しい 7 色のカラ

T OT Oのホーローパス ICは、ピ ンウ ・フソレー・グリーン ・イヱロー ・アイボリー ・ベージュ ・背般の 7 色のカラーと白色があります。

T OT O錆鉱踊一口- 1¥ヌ

FB 70 
￥48，000 

wド水金具付)

和洋折中] 彩エ プロンなしパス

1. 210X720X555 

容量 250 .11

専用フロフタ Y 9152 #  10(  #  20)  

￥ 2. 750 

乙のほかにも、たくさんのホーロー

パスがあります。有 記 ま で とJJj 求下

さい。カタログを J11 し 1.. げます。

18 

且臼亙正副

東 陶 機 器 株 式 会 社

(旧社名 東洋間滞株式会社)

本社

干802 北九州 di 小会12{篠山0111]"458

T E L  (093) - 93- 5151  

大阪営業所

〒541 大阪市東区高路橋 5 の32
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〔関西工業学校第二 本 科 昭 和17年卒〕

す わ っ て い る 人 左よ り ( 敬称略)

河 村 実 ( 大阪 diill 築 J，，)ill 築桁i f { .

百III主祭諜)

山下 イ憂
( 大阪鉄道竹里IU，，) 施設者11

ill 築課)

西弁 実
Ｈ 大阪鉄道管ＱＡｾ J，，) ，;( r.l 1  ill 

築土} ; ，) )

牧 野 定 夫
(桝谷工務J i I i )

後例 の 人 左より( 敬称略)

細川 政 一 ( 日本 1]¥1抑止巡大阪工 '1';

Jるill 築1il 1 ［ｾ Ｉ＠

山本 一 幸 ( 神戸市交I Ul J，，) 総務部経

ｊＱｊＡｾ Ｉ＠

谷 河 源 太 郎 (  (J f  i't ､ｩｩｬｬｾｭｬｩｬｬ 築指導

，ｾ Ｉ＠

(11(1千1146.tド 11 Jl l3 日 ｾＱＴ 、住築協会に てＩ

大 東 亜 戦 争 の 係 f L l も日T ; ' / しに厳しさを加えつつあった H召利 17年 、 我 々 は 、 国 家 に 貢 献 す る た め と の 大

義 名 分 の 下 に 、 18年 3 月 の 卒 業 予 定 を 3 ヶ 月 繰 り 七 げ 、 務 れ も 押 し 迫 っ た 12 対27 日 、 否 応 な し に 卒 業

を強し、られ、社会の予定海に抜り tHされた 。 したがって、 H召和 1 7年 の 卒 業 は 2 期 あ る わ け で 、 お か げ で 今

も っ て 諸 賢 の 誤 解 を ま ね い て い る し だ い で あ る 。

当 時 は 教 師 の 数 が 不 足 し て い た た め 、 3 年 次 ま で 2 ク ラ ス で あ っ た の を 1 ｾラスに合併し、卒業生は

総 勢64名 の 多 き を 数 え た 。 未 曾 有 の 泌 乱 JIJI を へ た と は い え 、 そ の 大 半 は い ま だ に 所 在 が 不 明 で 、 中 に

は 寂 し く 南 海 の 弧IJb に 消 息 を 断 っ た 者 も 数 字 』 い る 。

彼 ら の 冥 福 を 祈 る と 共 に 、 こ の 機 会 に 新 た な 消 息 ‘ が 仰 ら れ れ ば 誠 に 幸 で あ る 。

西 弁 実 雄弁家、社交 Ｈ ｉ Ｈｊ てＧ学 ｾｴｬｬ 寺代からグノレープの良き指導者、 ｊｊｌ Ｚｴ ｅ は、大 ｼ 坂鉄道官ＮｅＡ ｉ｜ 局京都建築区

の 支 区 長 と し て そ の 記 長 腕 を 発 概 し て い る 。 山 下優 波 紋 必 裕 、 大 人 的 な 凡 絡 に ま す ま す 桝 き が か か リ 、

大阪鉄道管理局施設古 ＱＱ 主主主距 ｪｾ 設汗 ｉ Ｇｕ｜ 2 係 長 と し て ユ ニ ー ク な 存 校。 細 川 政 一 決 断 力 ILE脱 、 多 分 に 親

分 ｗｌ の性格の尚一主、校学 ｈ 与代から 一 方のｩｊｪ ｾｬｩ Ｎｮとして互いに切瑳琢謄した ＱＱ ｜Ｑ柄、 ｊｊｌ イ ｅｉ 立、 ＱＱ ， Ｑ 鉄大阪工事

局 建 築 第 1 諜 の 主 席 と し て 活 協 し て い る 。 い づ れ も キ ャ リ ア 30年 の 優 秀 な 医l欽 7 ンで、 l五l鉄 の 躍 進 に

ｾＡ｜ｾくてはならない存在である 。 山本一幸 ご 多 分 に も れ ず 大 都 di の交: I ! ! I :11 . t . ' f 悲化の; ; 診に、持前の実力

を 発 揮 で き ず 悲 l艇 を か こ つ 出 厚 篤 実 な 紳 士 、 神 戸 rl1交: I ! ! I 局総務部経旦J ! 裁に m: を 泣 く た だ一 人のt ' t 重な

技術家、 ｲｾ ・ Ｕ 速鉄道の進展と￵Ａｬ＼にその其 ｩｩ 町を以わす口も近いと ＱＱｦｬ < 。 谷 河 i原 太 郎 本 .(1;: 4 月 、 建 築 行 政

Ｇ ｊ ，［［ｲ［去の委設と共に伊丹市犯築 ｾｉｉ の初代建築指導課長に杭任 。 今後中小特定行政庁のＺ悲哀を 一 身に浴び

る こ と に な ろ う が 、 問11II旦 な 彼 の こ と ゆ え 伊 丹 市 の JlI l待 に 応 え る 十二 分 の 活ι砲 を す る こ と で あ ろ う 。 牧

野 定 夫 ( 旧姓柄谷) ・1'; 務 的 な 仕 事 に は 全 く 興 味 を 示 さ ず 、 お 仲 立 先 は 1 t j 1憾 で あ る と の 伝 念 か ら 、 自

ら 現 場 を 走 り 廻 る こ と に 生 甲 斐 を 感 ず る 彼 、 そ の 採 鉱 を j立外秘した級省、繊細、かつ、減) f な仕事仮り

は ｬ 坂や Ｑ Ｑ 川でもま毛色の古 ＱＱ に属する 。 数多の従業 ｊｾ を擁する ｋ K .f' iG谷工務J ; t f の代表取締役として、今少し、

尚 子 己 気 を 持 っ て ほ し い と 念 ず る の は 、 鍛 者 の み で は な L 、。 河 村実 建 設 省 を 娠 リ tJJ し に 大 阪 府 、 大 阪

市と 25年 間 、 ひ た す ら 建 築 行 政 の 道 を 歩 み 絞 け て き た 。い ま だ に ill 築行政のや'1 た る か を 会 併 で き ず 、 ま

た、要領の惑さ、多少融ＺￌＡＡￍ性に欠けるなどの欠点はあるが、仕・ ｊｾ に対する公迫はだれにもづｼけを取ら

な い と 自 負 し て い る 。

ノド臼やむを仰ない・iL情 の た め 出 席 で き な か っ た 、 1 ' 1' 本 J交的、 K ｋ Ａￍ，証木工務 ＧＱＩｾ 0  1i: 凹' 九、 K K 愛 知l工 務

J; I : ，専務取締役。 杉山直樹、 K K 杉 山 産 業 代 表 取 締 役。 い づ れ も 大 正 生 れ の 誇 り を 持 っ て 、 そ れ ぞ れ の

分 野 で 大 い に 活 路 し て い る。 ( 河 村 記 )



防水層の保護と軽量、断熱に

東邦のItーヲイトコ〉タリート…び防水地)

東 邦 パ ー ラ イ ト コ ン ク リ ー ト PC- p工 法 採 用 の 京都 工 芸鎌 維 大 学

( 股計 教 育 他 殺 研 究 所 、 施 工 K K大 林 組 )

P C - D工法

作 業 が ー 工 程 省 け 工 期 の 短 縮 と

コ ス ト が 安 く な る 合 理 化 工 法

- 防 水 層 の 拘l え に 使 用 し 仕 上 モ J レタ J レ の 嬰 ら な い 令 ゴ テー

パ ツ 仕上 工 法

・ デッキプレートのｾ差益化や鍔出防水下地、または貼物下

地 に ナ ラ シ モ ル タ ノ レ の 嬰 ら な い 金 ゴ テ ー パ ツ 仕 上 工 法

畳下 地の省力化 と塩ビ系タイル下 地の防湿 、防温、軽量化 、断熱( 結露 防止 ) に

東邦の，芯ーヲイトモルタル

東判¥，マーライトモルタノレ P M ー C ( 普 通 タタミ下地) 保用

的住友電工酉 仏 社宅 ( 設 計 施 工 K K竹中工 務 広)

P M- C工法

- タ タ ミ 下地 の 床 組 ( 大 工 仕-I_J1- ) が 全 〈 嬰 ら な い の で工 期

短 縮 と コ ス ト が 安 く な る

・床 組 し な い の で 往 物 の ボ リ ュ ー ム の節 約 が で きる

・無 機 質 100% 絶 対 耐 火 そ れ に 多 孔'I'J :材 料 の た め l汲 弘 、 遮

音 に 優 れ て い る

・ 独 立気 泡の 東 邦 パ ー ラ イ ト と 防 水 液 を 使 用 し た 完 全 防

水 パ ー ラ イ ト モ ル タ ル であるため、 i! u! . 気を全〈 透 さ な い

比 重 ・ 断 熱 共 木 材 並 1 3  

( 比 重 0 . 85kg / t 、 熱 伝 導 率 0 . 14kcal / mhc )

遂 に 出 た ・・ ・ベ ニ ヤ 仮枠 コ ン ク リ ー 卜下 地 め か ベ 、 天 井 のー パ ツ吹 付 仕 上

本方 1(' ・'I- X キZ4

化粧、吸音、 防湿 、断熱( 結露防止 ) と多目 的用 に

- ベ ニ ヤ 仮枠 コ ン ク リ ー ト 下 地 ( 天 井 及 び か べ ) に 直 接 吹

付して糸リ再f[ の ，C，、酉己がない

・ か ベ 函 は 金 ゴ テ 押 え すれば安定 I各自主タイプの表商強 j支 の あ

るソフトでデラックスなムードである( ネオノマーノレスキ

ン の 特 徴 )

・ー 工 程 でμ仕 上 る の で工 期 の 短 縮 と コ ス ト が 安 く な る

・下 地 は ボ ー ド 類 、 鉄 板 類 、 石 綿 板 、 モ ノ レ タ J レ な ど 何 ん で

も よ い

20 

ネ 方 パ ー ル ス キ ン を ベ ニ ヤ 仮 枠 コ ン ク リ ー ト 下 地 町 天 井

( 吹放し) 自主( 金ゴテ抑 止仕上) 係閣の西宮トラピスト修道院



。「へっつい」

10年 も i滴 の 訴 で あ る 。 わ が 家 の 塀 を 如 何 せ ん と 案 じ 、 生 息 に し た い が 手 入 れ が 厄 介 だ し 、 そ れ に す ぐ 目 隠 し

の mを な さ な い の で 、 i鴎り に 面 し た と こ ろ は レ ン ガ塀 に し た 、 年配 の殺 人 さ ん が 、 手 元 むf変 わ ず ー 人 でTl t i

に 般 ん で く れ た 。 ゆ る く カ ー ブ し て い る の で 、 水 糸 を 張 る の に み ? 労 し な が ら も 、 a日何にむ f土・1'" を 楽 し ん で る

風 怖 で あ る o r プ ロ ッ ク は い け ま せ ん や 。 味 が お ま へ ん J な ど と 久 し 振 り の レ ン ガ 般 み を 手 間 H を; 忘れたかの

ようにやってくれてるようである 。当 方は感心むし、公のヰにむなり、追加工・ ｉ Ｍ ｾ て Ｇバーベ キ ューコーナーで

もi11 っ て 、 レ ン ガ と 丹 波 石 で 築 炉 し て 3ま お う と と っ さ に 考 え て 、 そ の 問 、 お や じ さ ん に 頼 ん だ. バ ー ベ キ ュ

ー が 芥 み 込 め な い ら し く 、 や や問 答 あ っ て 「 あ あ 、 へ っ つ い で っ か 」 と き た 。 庭 の 片 附 に 妙 な む の が で き た

が 、 図 面 む な け れ ば 、 仕 僚 も な い 全 く の お や じ 任 せ で は 文 句 む い え な い 。 そ れ で も 2 、 3 I支 は 屋 外 バ ー ベ キ

ュ ー を や っ た が 、 とうら1 k ! b 狭 い し 汚 濁 かない。

ある目、 Si t が 新 築 祝 い か た が た 見 物 に こ ら れ た . カ マ ポ コ 桜 よ り は 少 し ま し な i反 の 表 札 を 見 て 感 心 してく

れ た . 制1Mに む 潟 府 と い っ た 心 泣 い と 感i主 い さ れ た の か 、 当 万 は あ く ま で 本 氏 な の で あ る 。

そ れ は よ い と し て 、 レ ン ガ 塀 の 片 隅 の へ っ つ い を 見 て 「 さ す が は 建 築 家 だ. し ゃ れ た 焼 却 炉 で す な o J

犯はいい沢はおろか返‘ ｉＧｾ らできない 。 花やじさん、前まんとそ の時の 気持 のままで、 今日む終業を焚 くので

ある
( W )  

令 ス ェ ー デ ン の 印 象

こ の 夏 ス ェ ー デ ン を 1 ｩＡｬＡ ｉｈｉ 余リ旅行し、新し く Ｑｾ ｦＱ発された住宅地に住む大学教筏 の家庭に、招待される機会

が あ っ た 。 郊 外 の一 戸 建 て の 建 て 売 り 分 波 で 主 主 坪30坪 て い ど 、 外 見 は 何 の て ら い も な い シ ン プ ル な 形 で 、 40

戸 ぐ ら い が 並 ん で い る 。 そ の 配 訟 も た だ 立 左 べ た と い う 感 じ 。 と こ ろ が 内 に 入 っ て 篤 し 、 た 。 ど う し て こ ん な に

き れ い に で き る の だ ろ う か 、 と 思 う 程 。 も ち ろ ん 、 平 屋 に 凡 え た が 、 二 階 に 子 供 部 屋 が あ り 、 延 坪 に ゆ と リ

あ る こ と が 第 1 だ ろ う が 、 問 題 は デ ザ イ ンの if( 点 が イ ン テ リ ア に あ る こ と だ。 建 築 は 外 か ら 見 る た め の む の

で は な く 、 ま ず 室 内 環 境 の 聖 書 求 か ら 出 発 し た の だ 。 彼 ら は 長 い 冬 の 生 活 の 場 を よ り 快 適 に す る た め に 、 1散に

そ の 原 点 か ら 荷 量 れ て い な い 。 こ の 点 、 日 本 と の 風 土 の 差 を ひ し ひ し と 感 じ さ せ ら れ た 。

ま た 、 近 く の シ ョ ッ ピ ン グ に も お 伴 し て 、 そ の セ ン タ ー の 広 場 の 敷 石 が 、 私 の f主 む ニ ュ ー タ ウ ンと r"J じ デ ザ

イ ン で 、 そ れ よ り 新 し い の に 、 全 く歩行 に 苦 痛 を 感 じ な い こ と も 驚 き だ った。 7 月 号 の 阪 に dlt いたこ とだが、

何 百 年 も か か って 靴 の 底 で み が か ね ば な ら な い も の で は な か っ た 。

海 外 旅 行 が 楽 に な っ た の だ か ら 、 学 生 諸 君 は 大 い に い っ て 、 本 物 を 見 て ほ し い 。 そ の と き 、 見 か け だ け を ま

ね す る の で な く 、 よ く そ の 本 質 を 学 び と っ て ほ し い 。 ( M )

. : . 画一化への反抗

戦 後 の 公 営 ・公 団 住 宅 の 建 設 、 プ レ フ ア プ 住 宅 の 普 及 な ど 、 と く に 住 宅 問 題 が 住 宅 産 業 と い わ れ る よ う に 介

っ て か ら 、 住 宅 の 函 ー 化 が 進 行 し て い る .

い ま ま で 、 住 宅 の 分 野 は 、 産 業 社 会 の マ ス ・プ ロ 技 術 の 軌 道 に 采 り お く れ 、 産 業 化 に よ る 均一 化 作 用 に とり

残 さ れ て き た 。 同 じ も の を 大 量 に 生 産 す る と い う こ と は 、 産 業 化 時 代 の 最 大 の 業縦 の 一 つ で ある 。 住 宅 も 漸

く そ のやt'lill 入 り が で き る と い う こ と に な っ て 、 喜 ば し い 限 り で あ る . ーー ー だ が・

同 じ よ う な 住 宅 の 中 で 、 婦 人 雑 誌 や T V の 料 理 番 組 で 統 ーさ れ た 料 理 や イ ン ス タ ン ト 食 品 を 食 べ る 生 活 、 産

業 化 に よ る 均 一 性 に は 、 も う あ き あ き し て き た し 、 画 一 化 さ れ た 物 的 環 境 や 生 活 機 式 か ら 脱 出 し た く さ え な

っ て き て い る。 わ れ わ れ が 揃 〈 未 米 社 会 は 、 薗ー 化 き れ な い 商 品 や サ ー ビ ス が 、 多 磁 多 様 に 提 供 さ れ 、 そ れ

ら を 名 人 が 向 由 に 最 大 阪 の illt尺 権 を も っ て え ら ぶ こ と が で き る 社 会 だ と い わ れ て い る 、 と こ う - ' 5 - え て み る と

住 宅 こ そ は 、 例 性 的 な も の と し て 、 マ ス プ ロ 化 、 たJ - 化に対して 、 あ る 紛i をづい 、て f底抗しな く て は な ら な い

以 後 の建 築 か も 知l れ な い。 ( 1  )  

。中秋の名月

今 年 の 中 秋 の 名 月 は 妥 が く れ に 眺 め ら れ る わ び し い 秋 を た だ よ わ せ て い た 。

わ が 家 で は こ の 夕 べ は やI か を 株 に そ な え る の が 永 年 の な ら わ し に な っ て い る 。 例 に よ り 娘 と す す き を 係 り に

出 か け た が 今 年 は な か な か 見 つ か ら な い 。 今 ま で あ っ た と こ ろ に は 7 ン シ ョ ン が 建 ち 、 舗 装 道 路 が つ き 、 見

つけるどころのロ占でなし、。やっと 見 つ け た が ふ さ ふ き と し た し ろ も の で は な く 数 も 少 な い 。 そ れ で む 嫁 に 飾

る と 月 先 の 宴 に ふ さ わ し い 風 情 を そ え て く れ る 。

ところがわが家の点 ｦ￟ｬｊ には ＷＯ ぞートがそびえ担 ｅ ち、月は見えなし、。日照ＧＱ ｭ ならず月Ａ照 ｬｾｭ を、といってみても

は じ ま ら ず 、 月 がrt' 天 に H る の を 待 つ よ り 手 が な い 。 月 の 列 ー る の を 待 ち な が ら 思 う こ と は 、 こ ん な 忠 、 い は 五

卜 年 米 初 め て の 経験 で あ る。

昔 、 銀 座 の 袈i I f i りを歩いていたら、そ の 通 り の n す ぐ向 う か ら FJ ;が井 る の が 眺 め ら れ た 。 街 rt-'の 月 見 と は こ

ん な も の か と 思 っ た こ と が あ る 。 最 近 の 住 宅 街 も 2.5 ぃ 辿 物 が 多 〈 、 百11市 な み に な り 下 っ た 感 が あ る .

tf か ら あ る 静 か な 街 な み 、 で き た ば か り の 新 調 の 街 な み 、 巡 り つ つ あ る 騒 々 し い 街 な み 、 そ の じ 、 ず れ で も 結

構、 し か し さ さ や か で も 普 か ら の 生 活 が 、 怖 か に 営 な ま れ る { 王 し 、 と 環 境 が ほ し い も のだ。

月はまだ Ｉｪｾ って こない 。 ( K )  
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新しいイメーシを創る

クタリニヤーグリ11-

アルミ建築内外装品

こ れ は 直 射 日 光 の 遮 蔽 と 調 光 の 目 的 で 設 け ら れ た % オ ク

タゴン ( 八角形) ルーバーです。

いままでのレジャー施設にはないデコラテ ィ

フな、そして若者にアピールする建物のはじ

まりです 。あなたのE買の中にあるひらめきを

このグリルは引き出すかもしれません。新 製

品% スカルプチュラノ ぐネル・オクタニヤグリ

ルは新しい建築思想をもっています 。

技術提携先 ・CONSTRUCTION SPECI AL TI ES.INC.(U.S.A.) 

% 製 品 に は 他 に ス カ ル プ チ ュ ラ パ ネ ル 、 エ キ ス パ ン シ

ョン・ ジ ョ イ ン 卜 カ バ ー 、 可 動 ル ー バ 一 等 が あ η ます 。

@ 国旗列島三

日 本 ア ル ミ ニ ウ ム 工 業 株 式 会 社/ 本社 大阪市東淀川区西宮原町3-70 T  E  L 大 阪06 394 ー1231 ( 大代) 東京支社 東京都千代田区内神田 1-9 ・13 東京03292- 2211 ( 大代)

支l吉・営業所 札幌・仙台・長野・静岡 ・金沢 ・名古屋・広島・高松・福岡
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筈 ・浄瑠璃寺 ・無事故を願って ・・. . ... ..・H ・... 2  

欠陥建築 ・自然は生きている ・紫式部 ・万国

博一周年を顧みて ・・ ・・ ………・………. . 3  

建築士と建築士法 ・耐震設計における factor

of  i gnorance ・線引きのー問題点 ・百年の大

計故後藤新平を称える ・ .. 一 … … … .. 4  

設計と施工 ・土木の施設と建築 ・松下村塾 ・

すればできる整理整頓 -・ ・.... . ........ … ・ー・・. 5  

設計事務所の使われ方 ・建築学 という名の超

工学・その前夜に ・みおっく しと大阪と水 ・… 日

以上担当 . 福田朝生 ・尭天義久 ・宮脇和正 ・

安田誠一一 """""""' 1.2.3.4.5.6

斜め思考 ・舗装 ・自然保護から自然創造へ ・

千里丘陵 …. . . . .

土地は誰のために ・窓と公害 ・耳をむねとす

ベ し ・富士山と空 ・・………・・・...... .. ..... ・H ・... 8  

取合い( 納り〉 ・チン ドンヤ ・衣食足りて ・

隣りに高い建物が建つ … - … ……… ... .・ H ・.. . 9  

択一 ・コンサルタン ト料 ・大衆参加 の窓思決

定 ・彼 …・・… .. .... . … 一. ....... ...・ H ・... .. . … 10

「相手」 ・テ ントとシ ュラーフ ・新しい住宅

計画 ・瓦 ・.. . …………一. . . . . . ・ H ・.. ... .・H ・...一 11

「へっついJ ・スェーデ ンの 印象 ・画一化へ

の反抗 ・中秋の名月 一… ………・・・. . . . .. . . … 12

以上担当 : 渡辺道輝 ・前川純一 ・今西祥郎 ・

近藤義雄…・"" """ '1.8.9.10.11. 12
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デ ー タ 通 信 と 建築 • 
建 築 と コ ン ピ ュ ー タ … … … … 桑 形 松 夫 … 11

D E MO S  . . . . . . .・ H ・. . . ………… 井 坂 宏 … 12

読 者 の 頁 • 
「 自 然 と 人 間 」 そ の 雑 感 ( M) ・公 害 の 追 求

は 科 学 技 術 者 の 責 務 な り ( 加 藤 雄 三 郎 ) ・労

働 者 に 対 す る ア ピ ール……. . . ・ H ・. . . . . . . . . . . . . . . . . 1  

新 建 大 阪 設 立 総 会 一 大 阪 で い ち 早 く 新 発 足 ・

新 建 築 家 技 術 者 集 団 設 立 ー 住 み よ い 環 境 の 建

設 を 目 ざ し て ー ( 蓮 仏 亨 ) . . ......・ H ・- ………. . 2  

新 刊 紹 介 「 施 設 規 模J r住 宅 設 備 機 器 産 業 の

展 望 ー 情 報 化 時 代 に お け る 居 住 環 境J ・銭 高

久 吉 氏 の 逝 去 を 悼 む 〈 竹 腰 健 造 ) ・故 横 田 喜

一 郎 君 を 悼 む ( 藤 本 庄 之 助 〉 ・・一 … - … - … 3

文 化 遺 産 の 保 存 と 開 発 ー 兵 庫 県 下 の 実 例 と と

も に一 ( 坂 本 勝 比 古 〉 ・明 治 建 築 土 木 史 年 表

45 ( 須 藤 欣 二 ) ・・・…. . . . . .・ H ・-… … ・… ・… … . . 4  

新 刊 紹 介 「建 築 照 明J r Syst ems Appr oach 

to Archi t ect ureJ  r Di ct i onary of Refri -

gerat i on and Ai r  Condi t i oni ngJ ・建 築

技 能 の あ り 方 ， 現 在 の ま ま で よ い の で あ ろ う

か ( 鈴 木 忠 五 郎 )

兵 庫 県 に お け る 解 体実 験 と講 演 会 レ ポ ー ト

・…・首 藤 信 夫... 6  

「 山 パ ラ ス と 山 砂 の 活 用 を 叫 ぶJ ( 鈴 木 忠 五

郎〉 ・中 之 島 セ ン タ ー ピ ノ レ 近 く 着 工 ・全 国 初

の ア ル ミ 合 金 製 ア ー ケ ー ド 一 三 之 宮 セ ン タ ー

街 ・ … … ・ … ・

建 材 委員 会 へ の 質 問 回 答 ・建 築 技 能 職 員 の 誕

生 と 建 設 会 社 に 自 力 自 営 の 建 築 技 能 高 等 職 業

訓 練 校 が 設 立 さ れ だ し て き た ( 鈴 木 忠 五 郎 )

・よ ろ ず 相 談 住 宅 展 …. . . ・ H ・. ....・ H ・. . … … … … 9

書 評 「 左 官 工 事 一 材 料 と 施 工 法 一J ( 大 沢 徳 吾

郎 ) ・J レ ネ マ グ リ ッ ト ・ 都 市 環境 問 題 講 演 会

・明 治 建 築 土 木 史 年 表 ( 須 藤 欣 二 〉 …・・…… ・10

新 刊 紹 介 「 京 の 町 家」 ・ 捨 て れば 公害 ， 生 か

せ ば 公 益 ( 安 田 誠 一 〉 ・解 体 工 事 と 公 害 ( 小

原公治〉 ・明 治 建 築 土 木 史 年表 ( 須 藤 欣 二 )

・読 者へ の ア ン ケ ー ト … … … … … … … 一 … 一11
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会員の受章 ・実理事 11: 直結 した建築工事説明会( 第一回 )f 住宅

のユニットシステム」につい て ・会員名簿発行遅延につい て

号

お詫び ・ニチモ甲子園第 6 コーポラス新築工事の見学会 ・ナ

ショナルの住宅陵情横器工場とショウルームの見学会 ・清酒

白雪の新社屋と四季醸造工I I ! の見学会 ・若い会員の集い ... 1  

実君事11 : 蜜結した建築工事別説明会( 第 2 回) f 住宅の電気 ・

ガス熱源によるセントラルヒーティングについて」 ・泉北高

速鉄道と泉北ニュータウンの開発情況見学会 ・サントリ一本

社ピル新築工事の見学会 ・近銭大学創立45年記念事業とし て

完成した新建築の見学会一本館，図書館，包念館( 体育館) .  

クラプセンタ ー・ 創立紀念日の集いー記念鴎掻，映蘭と祝賀

パーティー… … … … … … … … … … … … ・ … … … . . 2" 

大阪大学工学館吹田キャンパスの見学会 ・大阪大学医学郎付

属病院診療棟他新営工事の見学会 ・タカラのステンレス疏し

台工渇並ぴ IC厨房用品展示樋の見学会 ・浜松の赤井物産ホ ー

ロー 浴槽工場と日本楽器本社工場の見学会・草棒. 栗東周辺新

主主築見学会 ・・・・・・・・・・・・ ・・. . .. . . .. . . . . . . .. . . .. .... .… . . ... 3  

会長就任あいさつ( 塚本猛次) ・会長退任あいさつ( 東畑緩

三) ・国宝重文の拝観とぽたんの観賞撮影会ー当麻寺と石光

寺一 ・東京の新しい超高層建築の見学会一京浜急行ホテル並

び11 : 朝日東海 ピルの新築工事一 ・5 N 5 Uー草津プロジェク

トとクーラ ー冷蔵庫の工樋見学会 ・飛鳥E高原宮跡発掴現渇モ

の他の見学会 ・通常総会蟻決報告・…・・…・・ 田・…… ・・・・・・・・4  

タカラの名古屋工場と名古毘繊その他の見学会 ・大阪がスト

レーニ ングセンタ ーの見学会 ・日本ハウジング堺工場の見学

会 ・阪急茨木ハイタウン〈鍵沢高層分段住宅〉の建綾工事見

学会 ・東海支郁ニュー ス一一違反建築を追放する乙とを建築

関係団体で申し合せたー・定時評議員会決鰭お知らせ・近畿i 1¥

築会館建段資金借入金の一部償還当選お知らせ ・・・・・・・・ 5  

通常総会開催通知 ・建築材料 IC関する質疑応答欄を新股( 建

材安員会〉・昭和46年度理事会務分掌・会員の受賞・ボウル国際

興業新築工事の見学会 ・大和ハウス工業側奈良工場と学園前

ネオポリスの見学会 ・大阪府営東大阪広峨下水道工事のう ち

川俣処理渇水処理施役プロワ一室築造工事の見学会 ・朝日変

酒株式会社西宮工場の見学会 ・昭和46年度日本建集協会常設

安員会蚕貝 ・「建築データシ ート 合本」限定出版予約募集. .. s. 

f 21世紀関西グJ レープ」によるく21世紀の日本未来像〉講演

会一第一回 ・大石寺正本堂建立工事の見学と富士五湖めぐり

. 大阪市教育背年センタ ーの見学会 ・流通機構の未来をひら

く大阪紙文具続適センターの見学会 ・第8 回「よろず相談住

宅展」開催 ・通常総会決畿報告 ・作品作風欄掲取作品公募 ・

担盈盆笠ｾ｝ｊｊ｟￟哩宣 二 旦翌 ｩ Ａｩ笠皇盆差重量 ｴ …・ …… …… Ｗ

ｾ務 ｉｃ 直結した建築工事脱明会〈第 Ｑ 回 Ｉｦ 超早強セメントコ
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博写真集「架檎 ・空間 ・人間」特別頒布 ・青年技術者のみな

さまへ …………. . . ・ H ・. .… … … … 一 回… … … … - ・・ 8

松下電器産業側奈良工場の見学会 ・協和銀行大阪支庖事務セ

Y タ一新築工事( 第 l 期〕の見学会 ' l l ! 仁寺並び IC酉行! 曜の
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の受賞( l ! 綬大臣表彰〉 ・昭和46年度東海支鶴役員の選任 ・

立入検査の実施について ・第4 自若い会員の集いーふるいま
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. 中 市 市 民 体育 館

こ の 体 育 館 は 健 全 な 余 暇 活 用 と ア マ チ ュ ア ス ポ

ー ツ の 普 及 、 振 興 が 目 的 で プ ロ の 興 業 に は 重 点

をおかないという主旨で建てられた。

敷 地 周 囲 と 密 集 し て い る 民 家 に 、 体 育 館 の 大 き

なポリ ュー ム が 、 圧 迫 感 を 与 え な い よ う に 、 極

力 軒 高 を 下 げ て 、寄 せ 練 の 形 に し 、 そ の 調 和 を

計 っ た。

観 客 席 は 2 階 ギ ャ ラ リ ー 式 を や め て 、 競 技 函 と

同 じ レ ベル で迷 続 さ せ た 段 床 型 と し て 、 見 や す

く 使 い や す 〈 し た 。 選 手 は ( 市 民 自 身 ) 体 育 球

技をしながらも容易に客席のベンチへ休憩に、

あ る い は 手 持 品 の 誼 場 ( 基 地) とし て使える 。

天 窓 を 積 極 的 に 取 入 れ て 、 人 工 照 明 の 電 力 資 の

節 減 を 計 っ た。 続 投 面 は 昼 間 5，000 ル ック スの

明るさがある 。

。
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断 面

2 階

‘ｾＮ＠
'  • 

'  

' 乙コ
想長

階

堺 市 立 大 浜 体 育 館

所 在 地 堺 市 大 浜 北 町 4 丁 ( 大 浜 公 閑 地 内 )

敷 地 面 積 約10 ，OOOm'

工 事費約 6 1.意 6 千 万 円

建 築 面 積 8 ，372 m'  

1  ｾ皆 Ｕ ， ＲＷＳ m'  

2 階 2，326 m'  

観 覧 席 423 m'  

Ａｉ 包 ｉ ｾ 皆 ＳＰＰ m'  

機 i盆 鉄 骨 ・ 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造

J令 ・暖 房 設 備 地 下 1 階 、 池 上 2 階

施 設 大 体 育 室 43m X 3 7mア サ ダ 桜 床

訟

バ ス ケ ッ トコー ト Z 前

バ レ ー コート 3 商、 卓球 20面

バドミ ン トン 8 商

ハ ン ド ポ ー ルコ ー ト l 部

小 体 育 室 35m X 2 0mD E XベコーT E X

バ ス ケ ッ トコート l 蘭

バ レ ー コー ト2 菌 、 卓 球 10商

バ ド ミ ン ト ン 4 面

ハ ン ド ポ ー ル コ ー ト l 面

剣 道 場 16m X 2 4m イ タ ヤ 楓

柔 道 場 16m X 2 4m 200笠

トレーニングナt . ; 400m
2  

チ ピ ・ν コ コ ー ナ ー

医 務 相 談室

研 修室 ( m 1 - 3 室)

ロ ッ カー ル ー ム 700入手〉可能

その他 浴 室 ・シ ャ ワ ル ー ム ・休 養室

談 話室 ・駐車場 ・軽 食堂

側 冷 ・暖 房量生側

I T V訟併n

体操昔器具

ト レ ー ニ ン グ 器 具 男29機 、 女 20純

球 技訟備 室 内競技全般



配置図

配 置 図

て三三三了

ｈｾ＠

1  ，ｾ＠

駐車喝

.  .  .  .. .  .  .  .. .  
］ｾ＠

本4車部骨

.  .  .  .  

0 1 0  20 3OM 

N  

/  

。[ I  

」

、l

ー ー一一_ J

10 20 30M 

京 都 府 立 体 育 館

設 計 者 の こ と ば

京都市内の l珂に位置するこ の敷 地 は 、 民 家の

処 て込 ん だ diiJi ｪ 也 であって 、法ｭＮｬｉ ｪｩｬ ｾ Ｇ￬［に多分

に ［ｪｦｾ 君事される粂 ＨＧＱ ・下にある Ｎ この条件の ＧＱＧ で、

周辺のたたすまいと ) ' 0'( な-l.JI;物を どのように

t時l止する かということと 、利InJ ＭＯＧｪＧ の ｩｾ しれを 円

滑に処J l I¥することが大きな aぷ組であった。

挫 物 1;; ｾｪ￭ｪ 也 の ｲ ， Ｚ ｲ の ， ＺＧＺｪＨｊｾＦ を 千 ｉｉ ｊｩ ｉ し 、 ｬｩ ｬ 川 ｬ に

設けた r ひろばJ から !-.ド に 下附 づっ 大きな

1: 別立によって、I 1 J l J i 7 ロア附と、 観覧席 1: 背へ

の 7 7 ロ一 千を lメ日11し、それに沿って 一iミ競投

場と管ｊｬ ｒｾｉｾ 分および食 Ｇｩ￯Ｇ 等 ｉＺｦｴ 以Ａ池ぷの分離統

合に {l f. '{J: した 田I ・Ifてを Jt' いて 建 物 に保 ってき

たi1!i 千m手年は、二の「 υ ろは- J が緩衝 となっ

て、 | 対近代家 と無，む "置 に絶tまされる 。

七時 ｪ 丘町 ｪ には ｂ Ｇ ｬ ｭ ｘＶＶ ｭ の 大守ｾ 11¥1 を3 m グリッ

ドの5凶作 ι (，j( 1 ラえの仙川によってカバーし、

59m X38mの 1l'1 I I1;W. 功、 5200の制定観覧席

を包含している . また馳i，t11付l立ζ の1也に 36 m

m ｘＲ Ｔ ｭ のｾｾ競技場、 ＳＶ ｭ ｘ ｬ Ｒ ｭ の トレ ー

ニングル ー ム、レストラン、会 .. 真宗およびill

7・関係" 糾i を持つ総合 (，j( irfi i¥とな っている .

また競校場ｩＧｉＨ本については安 ｉｊｾ 競役場がいよ

いよデリケートになっていく昨今であってむ

スポーッ本米の安はあくまでn然に jl I ' ぃ状況

の 下で他 Ｑ， ｉ ｈｉｾｊ であリたいという れ した主快

から、よリ fu倒的 に i'I 然光を係り入れるよう

努力し、それには延 J ，000m' におよ」ご卜 γ 7

ライトを ， 投け、 生ｾ ｾ民 ｈ 与 でし Ｇ ＱＺ［Ｚ［ に Ｓ ， ｏｏｏ ｌ ux 以

上の光 1.1 を舵似 した。

この体行宮ii のmｉ ｉＱ ｾｴ 土砂［は問定的 ， を合めてイ＿

JI' J  JJ 人 を収作 することができ、 各州集会や

仮設興業に手111f 1 できるが、純スホーツに対す

るこのＩ￧Ｍｾｊｩ ＺＱ を、その他の ＱＱ Ｈｉｾｊ に ｩ 止 Ｑｔｉ する場

介、純 々の A'/行点を nつことになり 、特に 7T

'ff- ［ ｬｊｩ ｻｾｩｊ については、すべての条 ｩ 午 に令 欽さす

べ〈設計、 :::unすることがむ づかしい こ とは

体行館設計 ーに ｾせ ら れた符 Ｑ ＱＲＷ てＧあろう。

なお、色彩 ;!I阿に ついては 、外1¥11 をレ/ ガタ

イ ルと 打政 しを Ｉ ｉｾｉ 測と し 、 ｬ 付古 ＱＱ は特に Ｑ ｪ Ｑ Ｍ 色

によって木製の鋭校 7 ロアおよびその快而の

素 材 の色を強調し ている 。

なお、サクラの競技 7 ロアは彩色によって材

料 の色ム ラを除き 、グレアを 故少限に とどめた。
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特集・自然とレジャ空間

「自然とレジャ空間」特集によせて
一 村 浩 史

師走のこがらしにドルショックの嵐がつけ加わって ，さむざむしくもあわただしい12月号に「自然」じゃ 「レ

ジャ」じゃとはまったく時節をわきまえぬ企画だとお叱りをとうむる乙とになりそうだ。 71年の「建築と社会」

はいろいろと重要な企画 ・特集が目白押しでとうと う12月まで ζ の特集が伸びてきたのが第一の事情で、ある。

できれば春か初夏にレジャへの心さそわれる季節とそが読者の関心を呼ぶ企画というものであろう。それをあ

えて12月の特集にしたのには第二の事情がある。それは ，今年から未来への展望にある。明日への準備乙そ今

日なされねばならない課題なのだ。今年の特集も災害防止や公害問題などをとりあげてきたが，自然の保全と

その健康な利用のあり方は ，72年からはいっそ う重大な社会問題として登場せぎるを得ないであろ う。可住地

をとってみれば，世界第一の人口密度をもち ，そ乙での生産 ・居住 ・レジャ活動の密度をとってみれば，類例

のない超高密度国であるわが国では，国土の利用においても ，都市，農村，農林漁業生産，工業生産 ，自然保

全と防災のための空間利用上の競合がきびしく，くわえて公害や自然破壊とい った無責任な地域開発がすすむ

結果，国民生活が乙うむる損失と混乱は計りしれない。戦闘性もしくは経済の効率性は抜群で居住性は劣悪な

「軍艦島一日本」や「コンビナ ー ト島 ・公害列島一日本」を脱却して ，高密度でも居住性のよい国土に改造 し

保全するととは今日から明日につながるわれわれの課題である。もし ，私たちがとの偉業に成功するなら ，そ

れは世界史的貢献にもつながるものである。なぜなら ，国際連合の予測によると ，今日 35億人の世界人口は21

世紀初頭には70億人を突破することが予測され，アジア ・アフリカを中心にいまのわが国のような高密な人口

をかかえた状態にさらに多くの国々が突入するからである 。高密度社会での生活空間づくりは乙の意味で世界

性をもつのである。

いろいろな人閣の活動を一人当りの所要空間置でみるとき ，もっともスペースを必要とするのは自然のなかで

営まれるレクリエ ーションであろう。それは単に人々がノ、ィキングや海水浴，キャン プやヨット ，野外スポ ー

ツなどの活動 lζ 必要とする物理的空間畳にとどまらず，その空間が，緑と水面をもっゆたかな景観と環境につ

つまれたものであるためのいわば環境維持空間を必要とするからである。年々 10パーセント以上で加速度的に

ふえるレクリエ ー ション需要 lと対して，欠陥商品や不当表示のないすぐれた自然レクリエ ーションの機会を大

量に供給するためには，ぼう大な自然のリザープ と環境 lζ バランスする利用のあり方が全国土的に求められね

ばならないのである。

乙の点で ，わが国の場合，こ れまで僻遠の地と して放置されてきた山岳，島 i此そして国土の割には長大な海

岸線の利用と保全の問題がクロ ーズアップされてくる。

一方，今日の自然観光の過熱化は，その原因の一端を大都市生活の過密にもっている 。

日常の生活がゆたかな自然をもつものであれば，今日のような渇望型の自然探訪一骨まで愛するどとくむしり

とり怒い去る開発利用 lとはならないであろうし ，自ら自 然をみる眼が養われよう。乙の意味で，都市生活と自

然についての反省をも欠くととができない。

乙乙では， 71年の環境問題の総括と 72年以降の展望を試みようとしたものであり，今日 ， 自然とレジャに つい

てみられる新しい動向や問題点を南の離島から過疎の山地 ，そしてメガロポリスの過密空聞にいたるワイドな

視角をもってとりあげることとなった。乙の特集が，師走のなかに明日を考えるゆとりの契機となるととをね

がってやまない。 〈京大助教授 本号絹集特別幹事)
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進む破壊とどうたたかうか- 沖縄の観光開発

片 寄 俊 秀

観光の輸理

観光地獄へ一一土地買占めの進行

本土における教訓

観光開発への傾斜一一沖縄長期経済開発計画

観光産業の阻害要因一ーのしかかる公害

開発攻勢にどう対処するか

沖縄銀光開発の展fr

観光の論理

観光とは ，ひとつの生活行為である。それは単に観光地の美

しい風景をみる乙とだけをいうのではない。出発から帰宅まで

のすべてをひっくるめて ，乙れを観光レクリエーションという

行為としてとらえるべきであると考える。観光者はその行程の

さまざまな段階において ，さまざまな労働に接し，地域の住民

の生活にふれる。観光手段あるいは観光対象を媒介とする乙の

ような「他地域の人々との心の触れあい」とそが，観光レクリ

エーションの実はもっとも主要な内容である 。

なかでも ，美しい環境を大事に守りながら ，そ乙 lζ 堂々と生

きている人々の日常生活lとふれるととほど ，今日の大都市 IC:働

く労働者に感銘を与えるものはないだろう。自分たちの生きて

いる環境 ，あの混乱と汚濁に満ち満ちた大都市での日常生活を

ふりかえるに つけ，彼の心のなかには談望の気持と同時に ，や

る気がムクムクと頭をもたげてくる。

今日の大都市の生活環境を破壊 してきたも のへの怒り ，平気

で公害をタレ流しているものへの怒りが，フ ツフツと胸にたぎ

ってくる 。自分たちの住んでいる大都市の環境を，もう一度美

しいものにっくり戻さねばならない 。その運動を輿さねばなら

ない。乙の旅から帰れば，早速にもその迩動にとりくもう。そ

して美 しい観光地に負けない環境を自分たちの手でとり 戻そ

つ。

観光レクリエ ーションの レクリエート するという意味は ，観

光とい う行為をきっかけとして ，まさに心奮いた って新た なる

行動を起そうというととなのだ。とれを私は ，観光の基本的な

論理と名づけたい。

観光の論理は当然の乙とであるが， 世なおしの論理に通ず

る。地域や社会を住み よく する ために ，人々は大いに観光し ，

大いに学び，大いに運動を起さねばならない。乙の意味で観光

地とは ，世なおしにたたかう人々のふるさとであり ，心をレク

リエートして奮い立たせてくれる革命の聖地であると言えない

Tミろうか。
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観光地として他地域の人々が大勢訪れると乙ろであればある

ほど ， その地域 lζ 住む人々は堂々と ， 自信をもっ て生きてい

くべきであり ，できるかぎり良い生活を営むべきであると考え

る。

コピ

自らの生活を犠牲にし ，観光客 lζ 蝿を売って自分の生活を見

世物にするような生き方は ，自らの生活を破壊する行為である

と同時1 [ ，わずかの余暇時閣をさいて ，とぼしい フトコロ では

るばるとやってきた観光客を失望させる ζ とにしかならない。

彼は一度目の訪問 lζ 乙りて ，よほどの乙とがない限り二度と

そ乙へはやって ζ ないだろう。なぜならば，そとには彼にとっ

て何ら学ぶべきものがなく ，世なおしに奮い立つべきものがな

いからである。荒んだ風景 ，荒んだ地域住民の生活のなかで ，

彼は平気で ゴミを捨て ，木の枝を折る。破壊と汚染と騒音とで

汚れはてた観光地は ，悪評が悪評を呼ぶかたちで衰退の一途を

たどる。わず、かに大資本の経営する大規模レジ ャーセ ンターの

みが，専門のガー ドマンの監視のも とで比較的美しい環境を保

って ，ひとり ヌクヌクと肥えふとる。

乙れに対して，観光地の住民が毅然とした生き方をし ，外見

的には「近代化」が遅れていても ，心豊かな生活を営んでいる

場合，訪れる観光客は深い尊敬の念をいだき ，その生き方 lζ 熱

い共感を覚えるであろう。観光客は ，もはや単に物見遊山にき

て， カネも落とすがゴミも落とす「お客さん」ではありえな

い。無責任にゴミを捨てるどとろか ，落ちているゴミを地域の

人々と 一緒になって自発的に拾い ，観光地をより美しく保と う

とする協力者となる 。

観光地 lと住むととのすばらしさ一一人も羨むような美しい自

然環境のなかで，はるばると全国から お客さんが訪ねてき て，

珍らしい話をしたり ，友情を温めあったりする乙とができる す

ばらしい環境ーーを満喫 しつつ， 誇りをもって地域づくりには

げむ住民たちの生活と ，その生活のなかに暖かく迎え入れら

れ，心からの歓待を受ける観光客の行動との聞には ，なんの対

立もなく敵対関係もない。カ ネをとられるものとふんだくるも

のという低次元の認識もはたらかない。

.. 



.. 

こうい う地域乙そは ，観光地と していつまでも美しさが保た

れ，訪れる人がひきもきらず末長 く発展するに違いない 。わた

したちは，乙 のような観光地を 日本全土にっくり出さな ければ

ならない。そして観光レクリ エーション を，乙のようなものに

変えていく 遂動をおし進めなければならない 。

観光地獄へ一 一土地買占めの進行

沖縄の観光開発の問題を考え るに先だ って，観光地天国とで

もいうべき状態を想定してみたのは ，言うまでもなく，現在沖

縄で進め られている現実の観光開発が， とのような方向とは全

く異なる ，いわば観光地獄ともい うべき方向 を向いていると感

じているからである。伝えきくととろによれば，すでに本土の

大資本は続々と土地買占めにのり乙み ，円の実質切上げと大子

パツ とにあえぐ沖縄の農民から ， 坪あたり 10円から 100円とい

うタダ同然の値段で，広大な土地をとり あげ，次々と手中にお

さめつつあるとき く。

石垣島では N 企業という本土資本が，土地改良事業施工中の

農地を巧妙な手段で農民から買いと って大問題になったが，乙

れはほんの氷山の一角で ，島内いたると乙ろに本土資本の触手

がのびていると の乙とである。東洋のアマゾンといわれる西表

島には ，M社系のパルプ工場の進出や ，わが国最大の埋蔵量と

いわれる銅鉱山の開発の噂さがしきりであるが，産業道路と称

する縦横断，周遊の道路開発は西表の自然をメチャクチャに破

壊し ，やがては周辺の島々と石垣島とを結ぶ海上ハイウ ェイ

(サ ンゴ礁のうえに建設する ) と 結合して観光道路となるに違

いない。石垣島にほど近い，普の民家集落の姿を美しく保って

いる竹富島 lとも，本土などからすでに 5 社が乗り出して土地の

買い占めにかかっており ，う ち l 社 ( F 開発〉はすでに 100ヘ

クタ ールを確保。他社も熱心で、あ ると きく 。なおとれに関して

は，竹富島出身者が竹富観光開発 という 会社を設立して， i 一

致して島の索朴な自然を守ろう J という運動をお乙している 。

乙れが真に成功すれば全国でもめずらしい優れた方式となる

が，現実にはいろいろと困難があるようである。

また75年 lζ 開催が計画されているという 国際海洋博の会場と

して噂の高い，本島西海岸の慶良間諸島をめぐって，本土の大

手デベロパー各社のすさまじい争いの結果 ，s グル ープが土地

をおさえたという ζ ともきく。

もちろん復帰をひかえての ζ のよ うな土地買占めや ，あるい

はそれに似た うどきは ，観光開発の問題だけではなく ，政治，

経済のあらゆる分野で見受けられ，本土資本やアメリカ資本の

猛烈な跳梁が行なわれている。乙れらが将来の地域づくりにど

れほど大きい過恨をの乙すか ，はかり知れないものがあろう。

しかも観光開発に関する政策は ，いま だに「観光開発とはカ

ネ儲けの手段」としてしかとらえられておらぬ段階にあり，現

在の開発攻勢に対して決して有効な防波堤たりえていないよ う

l乙思われる。たとえば観光立州に「成功」した例として ，琉球

政府 l乙近い筋から しばし ばハ ワイ州 の例が持ち出されたり ，基

地経済からの脱皮をめざす長期経済計画 (1970.9) には ， i 戦

略産業」としての観光開発の推進があげられて ，観光事業の振

興による G N P ( 沖縄総生産) の増大が楽天的に期待されてい

るが， このような政策のもと にならば，現在進められつつある

観光開発の方向は， む しろ大賛成というととになりはしないだ

ろうか。

本土における教訓

沖縄の各地で跳梁する本土資本の土地買占めと，観光開発の

進展の様相は，まさに60年代の高度成長政策のもとに本土のと

くに農村部で進められた観光開発の様相を想いお乙させる 。

本土における 60年代の各地の観光開発から得た教訓は ，原則

的にいって ，大資本による観光開発がその地域の普からの居住

者の生活をより豊かにし，本当によいも のにすると考えてはな

らない というととであった。

過疎で疲れ切った農山漁村へ現われた大資本は ，抵抗力のな

い農漁民から安い値段で土地を買い 占め，海岸・ 海洋を占拠し

観光資源を独 占する。

買収の段階で観光資本の言 うセリフ は決 っている。 i わが社

は当地の発展のためにとういうすばらしい事業の計画をたてて

いる 。農漁業のように先行き見通しのない職業κ しがみついて

いてはいけない。今 ζ そ決意してわが社に土地を売り ，安楽な

暮しを して下さ い。また事業 lζ 必要な人材をぜひ確保したいの

で，貴方やど子息にはぜひ当社で働 いてもらいたい。」 過疎の

解消のためにも地域振興にど協力願いたいと ，町の有力者がそ

のお先棒をかついで村をま わり始めると ，多くの農漁民は拒否

しきれず ，また そのうまい内容にひかれて土地や権利を手放し

てしまう。( 注)

かく して入手した地域で，観光資本が事業をすぐ始めるかと

いうと決 して そうで はない。場合によっては土地を寝かしてお

いて値上りを待 って転売する。

開発はまず ，もっ とも確実に儲る地点のみをとりあげ，町村

が今日ま で営々とき づい てきた公共施設などをタ夕、、で最大限に

利用する。

観光客が増え始める と，大宣伝 と大開発が始まる。それは観

光コン ビナートと でもいうか ，旅行エ ージェン 卜はもちろん ，

交通機関 ，旅館，ホテノレ， みやげ物売庖 ，飲食庖 ，さらにみや

げ物製造工場，食料品製造工場 ，農園等々まで，すべてを同一

資本の系列下また は支配下において経営を始めるのである。

観光客は ， とのノレ ート にのせられると ，出発から帰宅まであ

らゆる支出を吸い上げられる仕組みとなる。

地元にはど うか。開発による公害一一ゴ ミ放出，河川や 海水

の汚濁，海産物などの乱獲，さら に風紀の乱れ，浪費の習慣な
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どが地元にもたらされる。

見返りの収入はあるか。もともと過疎地帯といわれる地域へ

やってきたのであるから ，資本のねらいはその安い労働力にあ

ると言わねばならない。つまり労働力の買い叩きである。

地元でな にか収益事業をお ζ そうとしても ，大資本による観

光 コンビナート の前には歯がたたない。

観光開発の場合，外部資本とくに巨大資本の流入が行なわれ

たとき，地元としてそれに正しく対処しないと悪質な開発のた

めに住民の生活は犠牲にされ ，美しかりし自然や文化財などの

貴重な観光資源に致命的なマイナスを及ぼす乙とが多い。また

それが中小資本による場合であっても，いずれは巨大資本に吸

収される運命にある先兵的な役割をはたす場合があるので，同

様の箸戒が必要である。乙の場合，地元自治体のはたすべき役

割は非常に大きい。

60年代の本土での開発と破壊が与えた乙のような教訓に学ん

で，観光開発に正しく対処する乙と乙そが，沖縄の「後発の利

益」でなくてはならない のだ。

観光開発への傾斜一一沖縄長期経済開発計画

沖縄への観光外来客は， 1960年に20，811人であったが ，1969 

年には， 169，238人へと増加し ， 9 カ年で8. 1倍 lζ 達している。

1969年における国籍別の入域者実数をみると ，本土観光客は全

体の ＸＰＮＹ ｾ ちを占め ， ついでアメリカ 14. 4% ， その他 Ｔ Ｎ Ｗ ｾ ぎとな

っている。

1969年の観光収入額は ，3，317万ド ルで ，対前年比では 113. 9

% ， 1963年から 1969年までの 7 年間の年平均伸び率は18. 6% を

示し ，観光収入は輸出産業中，糖業についできわめて高い地位

を占めている 。

沖縄長期経済開発計画( 1970年 9 月琉球政府一以下「長期計

画」と略称) では ，観光産業を戦略産業として位置づけて積極的

( 注) 竹富島の土地買占め問題をめぐって. 71 

年 3 月30日沖縄ヲイムスは . r竹富島土地買占

め攻防戦」と題する毘事を発表しているが，そ

のなかで観光資本の巧妙な手口を医明する次の

ような政信がのせられている 。

西盛正雄氏談〈竹富島出身， 石垣市在住，福

岡開発 K K関係者) r梅岡開発は島の環境を破

漉してしまうかの如く宣伝されているが，そん

なことをすると観光客が来なくなるくらいは知

っている。施殴は海水浴場，海上遊らん地，牧

場，熱帯植物園，果樹園 .}]IJ t ! : . 書道会館など。

従業員には地主はもちろん地元の人を雇うこと

にし，嘗約書も用意している」

高木真奈氏談〈竹富町在住. 65才) r福岡開発

は私も雇ってくれるそうでよろこんでいる。生

活が楽になり ますからね。竹富開発より条件が

よい。土地 1町歩を売りましたよ」

に振興開発する方向で ，観光客の伸びを 1980年度約200万人， そ

の消費額約 3 億9，0∞万ド J レlと達すると見込んでいる。( 表- 2 )  

乙の計算では，本土観光客は ＷＱ ＭＷＵ 年度は年率 Ｒ Ｕ ｾ 払 ＷＶＭＸＰ

年度は年率 ＲＸ ｾ ぢの伸びを見込んでおり ， とれは県民所得の伸び

率70- 80年度平均13. 9%1ζ 比して非常に高 しまた， 1969年度

県民所得637. 2百万ドルのうち観光収入33. 17百万ドルは約 7. 1

% の比重であるが ，1980年度県民所得 2，719. 3 百万ドルに対す

る観光収入 Ｓ ＹＰＮＰ 百万ド ｊ レは約 ＱＴＮＴ ｾ ぢと比重を増 して おり ， i長

期計画」が観光開発 IL非常な力点を置いている乙とが感じられ

る。

なぜ乙のように観光開発に対して異常なまでの力点が置かれ

ているのか，そしてそれは達成可能なものであるかどうかを ，

同計画書よりさぐってみよう。

「長期計画」の基調は， i 基地依存の経済から脱皮し ，工業

中心の平和経済への移行J にあるとされ ， i 第 2 次産業の拡大

が経済発展の主軌をなすとと J ( 同書45 P ) によって， 基地依

存，第 3 次産業比重大の現在の産業構造を改善し ，その総合的

な結果として県民の所得を高め ，よって本土なみの生活水準を

実現しようという ，いわば典型的な「高度経済成長理論」によ

っている。( 表- 3)  

乙れを みても明らかなように ，なによりも深刻であり困難な

課題は ，脱軍事基地経済をどうすすめるか という乙とである。

乙れまで沖縄経済に占める基地収入のウ エイトはきわめて大き

く，外貨受取りのうち約60% が基地から入 っており，基地支出

の総額は県民所得の ＲＸｾ ぢぐらいを占めて いるといわれている。

( 久場政彦， i 脱軍事基地経済の条件」世界1971. 9)  

産業別就業構造において，第 1 次産業の占める 比重が30. 0.96，

第 2 次産業16.4.96 ，第 3 次53. 6.96 (1969年度〉といわれるうち

の第 3 次産業のかなりの部分が基地関連の雇用であり ，脱基地

経済の樹立のなかで彼らを他の業種に転換させねばならない。

、e

表- 1 年次別観光外来客数

年 次 I 60 I  61 I  62 I  63 I  64 I ω I  66 I  67 I  68 I  69 

本 土 14.829 山 96 28. 7ヤ. 213 40. 15 48. 845 66. 922 90. 642 123.479 136. 928 

計 20.811 30. 3031  38. 9931  47. 2391  53. 432 64，278 85. 822 112，117 147，047 169. 238 

1 L 〈(万tドJ川T額

267 254 238 216 216 198  196 

消 計
9421  1. 360 1. 530 1. 850 2. 420 2，910 3. 317 

表- 2 観光客数，収入額の推計

( 琉E事政府長期経済閲覧計画書 1970.9より )

年 次 71 72 75 80 

観光客入域者 ( 千人)

観光収入額( 百万ド J レ〉

44 

73 74 

1，957 

391 

( 岡上資料)
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表- 3 産業別生産所得
(単位 : 百万ド J レ，%)  

77之と

基準年度 計 画 構 成 比 年 平 均伸 び率

1970 1970 I  1975  I  1980 75/70 I  80/75 I  80/70 

産業別生産所得 741. 4  1，546. 5 2，719. 3 100.。100. 0 100. 0 15. 9 12. 0 13.9  

第 1 次 産 業 67. 6 99. 3 129. 9 9. 1 6.4  4.8  8. 0 5. 5 6. 8 

第 2 次 産 業 139. 0 487. 9 994. 4 18. 7 31. 5  36. 6  29.0 15.3  22. 0 

鉱 エ 業 78.0  244. 3  690. 5 10.5  15.8  25.4  26.0 23. 0 24.5  

建 設 業 61. 0  243.6  303. 9 8. 2  15.8  11. 2  31. 8  4. 5 17. 4  

第 3 次 産 業 534. 8 959.3  1， 595. 0 72. 1 62.0  58.7  12. 4 10. 7 11. 5 

( 注) 1970年度価格表示 ( 長期計画より)

「長期計画」では ，その具体策

を「戦略産業の展開」において，

①労働集約型工業の誘致，②重

化学工業の開発 ，@ 観光開発に

よって雇 用の転換をはかり ，目

標年度 ( 1980年度) には ，第 1

次産業14.6%へ大幅低下，第 2

次産業28. 1%へ上昇 ，第 3 次産

業57.35ぢへ増加して就業構造面

の大幅な変化が期待される とし

ている 〈表- 4 ) 。すなわ ち就

業者の半数を 占める第 3 次産業

就業者につ いて は，脱基地経済

のキメ手と して観光開発に よる

吸収が期待されていると みてよ

表- 4 産業別所得面からみた産業構造の変化
( 単位 : 千人， ドル，必)

い之と

就 業 者 数 檎 成 比 年平均伸び率 1人当り就業者所得

総 就 業 者 数 422 

第 1 次 産 業 127 

第 2 次 産 業 69 

第 3 次 産 業 226  

い。

さらに ，① ，②の工業開発についてみれば，①は電子工業 ，

機械工業などの国際競争の激しい業種で，重要消費財先導型経

済の行きづまりを反映して業界の展望が明るくないとと ，②は

いわずと知れた公害発生源型開発であって，し かも雇用 量の少

ない完全オ ートメ 産業であるととなどの悲観的な面が強く ，よ

ほどの行政サ イド からのテコ入れが必要と考えられる。とれに

加 え て 第 1 次産業のうち ， 現在の主輸出作物であるサトウキ

ピ，パ インア ッフ勺レは ，ともに自由国際市場ではとても 競争で

きぬ コス トであって ，琉球政府の持出措置によ ってかろうじて

支えられている状況にあり ， とくにサ トウの買い支え額は市場

価格の約 3 倍といわれ ，その ために本土 における砂糖消費価格

が高い原因になっているといわれている。ま た，復帰後の保護

条件はかなり低下し そ うである 。 とのような状況下で第 1 次産

業就業者が減少するととだけはほぼ確実である と思われる。

いよい よ，すべての期待が観光開発のうえにかか ってきて い

るので あ る。

乙れを「長期計画」のなかでみると ，観光開発への期待はあ

らゆる部門に顔を出している。たとえば鉱工業部門に ついては

天然ガス開発に関連 して，付随水に よる温泉利用が大きく期待

され ，離島振興については ， i 豊富な観光資源を生か した第 3

次産業の振興をはかる 」と い う表現に唯一の望みを託している

観がある。た しかに観光開発なり観光産業なりの経済の波及効

果は大きく ，あらゆる部門が関連 し得るととは事実であるが，

さまざまな制約のなかで ， i 県民所得GNPは年々拡大させる

一方で基地依存を脱却 していく 」 とい う場合の ，無理な数字の

穴うめと して，観光開発による収入増が見込まれているとしか

思われない。 しかも観光産業については ，次にのぺるさまぎま

な阻害要因が考えられるのである。

1969 1980 19飢 叫98卵 69 1969 1980 

499 100. 。 100. 。 1. 1  1. 5  1，510 5，449 

73 30. 0 14. 6  ム 4.5 ム 5. 2 493 1，779 

140 16. 4 28.1 3.0  6. 6 1，610 7，103 

286 53. 6 57. 3 3.9  2.2  2，046  5，577 

( 同上資料)

観光産業の阻害要因一一のしかかる公害

沖縄の観光産業を阻害する要因として考え られるものに大き

くみて次の 3 つがある。

ゼイ

①観光産業自体の脆弱性の問題

②過疎化の進展による観光地としての機能低下の問題

③公害の進展による観光資源の価値下落の問題

①は ， 乙れまでの沖縄観光の実態が，実は「免税品のショ ッ

ピング」の魅力 lζ 大きくおぶさってきたとと の問題である。名

づけて「ジョ ニグロ観光」とい われ ると のような観光スタイ ル

が，復帰によって否定された場合lζ ，現在期待吉れているほど

の，年率25- 285ぢという観光客の伸 びが見られうるかどうかは

きわめて疑わ しい。

観光消費額のうちの615ちをし めるみや げ品代が，今後とも乙

れほ ど支払われるかどうかもあやしい( 表- 5 ) 。 乙れに つい

ては ， 国際海洋博計画にから めて， フリ ー ポート (自 由貿易

港) の設置や ，カジ ノ， ドッグレ ースなどの国際 卜パク場の開

催などのア イディアが出 Zされているが，まだ明らかな決定をみ

ていない。

また ，無視できないものとしてヒッピ 一族の大量流入の問題

がある。現在すでに本土南端の沖氷良部，与論両島がヒッピ ー

のたまり場となり ，地元では大変困っているとの報があるが，

おそらく復帰と同時に彼 らの大群 は沖縄へ移動するととはまち

表- 5 1 人当り観光消費額内訳 ( 1969年度)

消資額計|みやげ品代| 宿泊費| 遊興費 |外食費| 交通費| その他

196 ドJ レ

100 %  

13 

7  

( 前掲資料〉
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がいあるまい。

大資本の観光コンビナートでは，専門のガードマンの手で彼

らを追っ払っ て環境を保つであろうから ，ヒッピー による被害

は地元一般民衆や小商庖などにあらわれるにちがいない。彼ら

とのたたかいは大変困難な問題であり，地元民や観光客が結束

して乙とに当ら ぬかぎり解決不可能なように思われる。

②の過疎化の進展の問題は ，郡部，離島から本島中南部へ，

あるいは沖縄全体から本土へ と若年層の流出にとどまらず，世

帯主の出かせぎ労働の増加と なって，乙れまた60年代から 70年

へと引続いている本土の過疎現象のあと追いを行な っている。

乙のため ，観光者と地域住民 との望ましい接触のあり方のひと

つと考える民宿や民芸品の製作指導などの労力が不足してい

る。民宿あ っせんの一本化 ，共同購入，一部共同調理な どの共

同化措置がほしいととろである。

U. @の公害の激化の問題は深刻である。沖縄人民の生活を，基

本的に圧迫しているものは言うまでもなく本土の 100 倍の密度

で存在する米軍基地であり ，基地機能を維持するためのアメリ

カ軍による沖縄支配である。 とくに71年 6 月17日の返還協定の

内容では ，米軍は基地全体としての攻撃的機能は低下させる乙

となくむしろ強化しつつある 。 さらに自衛隊の沖縄進駐は具体

的日程として73年までに6，800人の配備を早々 と決定しており，

乙れが米軍に附加されることで，全体として基地公害はさらに

大きくな ると 考えられる。

基地公害 lζ 加えて新し く大 きい問題として沖縄人民のうえに

のしかかってきて いるのが， 産業公害と都市公害の問題であ

る。

本島東南海岸一帯 lζ 巨大な規模で進められつつある ，重化学

工業地帯は，計画総面積 3，620 ヘクター J レ，完成すれば鹿島工

業地帯 3，300ha，水島工業地帯3，100haに匹敵する規模となり，

乙れが本格的に操業を開始すれば，おそろしい公害が予想され

る。しかも進出企業のほとんどは ，本土各地で公害反対の住民

運動のために追い出されてきたととろの，石油化学 コンビナ ー

トやアルミ精錬工場などのフダっきの公害企業である。

すでに本島東南部の海岸には三つの石油基地( エッソ ・日産

8 万バーレ j レ，東洋石油 2.5万ノイーレ J レ，ガJ レフ 10万ノ f ーレ ル

と原油貯蔵タンク 12 基，将来 36 基〉が出現し，操業を開始し

た。引続いて圏内五社共同の アルミ製錬工場と石油化学コンビ

ナー卜，およ び火力発電所のための臨海工業地帯の埋立工事が

三菱開発の手で進められようとしている。

早くも一昨年ごろから，沖縄の島々の美しい白砂の海岸に，

沖合を通るタンカ ーが捨てるら しい廃油カスのターノレ分が流れ

っき，海水浴場の閉鎖が相次いでいる。本島のくびれた部分

は，東西海岸の距離わずか 4 キロメ ート J レしかなく ，今後予想

される公害K 対して， I東海岸は工業開発，西海岸は自然を保

護して観光地として開発」という，いわゆるゾーニ ングの手法
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( 長期計画〉も，どれほど有効性を発揮しうるか，きわめて濡

わ しい。

また ，基地公害，産業公害とならんで ，マイカ ーの激増によ

る都市公害の増大は ，あの広い幅員を有する軍用道路 1 号線を

も交通マ ヒにさせるほどのいきおいで進んでおり ，鉄軌道の開

設の必要性が叫ばれている。

問題は ， 乙れらの公害が同時的に存在し，とくに軍事基地と

重化学工業 コンビナ ー トが狭い島内に混在している ζ とから ，

一触即発の巨大な規模の災害発生の可能性を増している 乙とで

ある。乙の危険度の相乗作用をおもうとき ，沖縄は観光地とし

ての立地条件はおろか，人間の{ 主む場として最低の必要条件で

ある「安全性」をますます失い つつ あると指摘せざるを得な

い。

開発攻勢にどう対処するか

観光産業への過度の期待 lと対して，その可能性についての疑

問点をのべた。 ζ のような疑問点は ，乙 とさらとりあげるまで

もなく誰しも感じていると乙ろであろ う。問題は ，し かもなお

観光産業に過度の割当てをしなければ，沖縄の経済計画は成立

しえないという，まさに絶望的な状況に沖縄が追い乙まれてい

るととである。

今日まで，戦前戦後を通じて本土の軍事的防波堤として利用

され ，25年間も異民族の支配下におかれたままで，ア メリカ資

本と本土資本の草刈り場と して， 思うさまの収奪を受けてきた

沖縄が，復帰を機にさらに激 しい収奪にさらされようとしてい

るのが現状なのである。

乙の25年間，最低必要な公共施設の整備も行なわれず ，戦争

で多くの人命を奪われた住民のなかから，年間数万人の若年労

働者を本土へと供出させられてきた状況で，沖縄自力でなし得

る範囲は限られてくる。

乙れは今日まで民生安定のための公共投資を怠ってきたアメ

リカ政府と日本政府の責任であり ，沖縄を犠牲にしてぬくぬく

と高度成長をなしとげた日本独占資本の責任である。復帰を機

に日本政府は ，とれまでの償いとして大規模な公共投資を行な

って ， 早急に沖縄人民の生活基盤の整備を行なわねばならな

い。本土へと流出しつつある労働力は乙の笹備事業のなかに吸

収し，さらに次の段階として生活基盤拡充のための事業発展が

企てられなければならない。

しかし，現在日本政府は，乙れらの責任を最大限回避しよう

としており， 琉球政府の屋良革新政権 と，基地のない平和な沖

縄をつくるためにたたかいを進めてきた沖縄人民をまったく支

援しないばかりか，新たな琉球処分ともいうべき切捨て政策を

つぎつぎ強行している 。

復帰対策として行なわれる本土政府による開発事業といくつ

かの公共投資は ，むしろ本土資本の大量流入を招く独占奉仕の

有b
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方向を顕にしており，新たな収奪がはじめられるものとして最

大限K 瞥戒しなければならない。

沖縄人民は ，自らの生活を向上させる方向を明らかにして，

つぎつぎと襲ってくる本土資本の攻勢に立ちむかい，それを無

原則に受け入れよ うと する一部勢力と対決しつつ ，開発拒否を

含んだ闘争を展開しなければならない。

その場合，沖縄人民の依拠すべき原則はなにか。それは第ー

に，な によりも重要な乙とであるが，乙のような開発をするか

しないか ，あるいはどういう方向でやるべきであるかの方向を

決定する権利は，誰が保有しているのかというととを明らかに

しなければならないという乙とである 。言うまでもなく地域住

民乙そがその権利の保有者である。乙れを「決定権住民帰属の

原則」と呼ぶ。

第二 lζ ，現実 lとはさまざまな資本攻勢や政治的圧迫のなか

で，地域住民がその決定権を保持し ，行使する ととは大変困難

であるが，それを行使するための力の源泉をどこに求めるかで

ある。乙れはまさしく「平和な，基地のない ，豊かな沖縄」を

求めて ，ねばりづよく民主的 lζ 進められてきた祖国復帰還動の

新たな発展としての地域づくりのための住民運動でなければな

らない。乙れを 「民主的運動依拠の原則」と呼ぶ。

第三に ，地域住民が決めるべき内容はなにか，そしてそれを

どのようにして決めるべきかというととを，住民が十分理解

し，行動にたちあがる乙とである。地象的な表現 !Cなるが，地

域住民は 「自分たちは ， 乙の地でどう生きてい乙うと している

のか」とい うζ とを考え ，決定しなければならない。乙れは当

然個人的 な要求 ，主張として出てくるが，そのひと つひ とつを

大切に し， つみ重ねる ζ とが民主主義の原則であるか ら， 各人

は堂々と自分の要求を主張しなければならない。

ただ明らかなととは ， とのような主張のなかに例えば「自分

たちの生活を見世物にするような観光開発」といった方向だけ

は絶対に出て ζ ないという乙とである。乙れを「個人要求の大

主張と民主主義的決定の原則」と呼ぶ。

第四に ，行動の当面の方向は行政に対する要求であ り， 行政

の民主化 でなく てはならないという乙とである。すでに述べた

ように，当面遅れている生活基盤の整備を主軸とした経済再建

を進めていくために大規模な公共投資が必要である ζ と，住民

がその地で生きていく方向を決めた場合，それを受けてキメ細

かく要求に応えるのは自治体以外にないとと ，また外部からの

資本攻勢と政治的圧力に対する防波堤としての行政の役割がま

すます大きくなってきているとと ，さらに専門家を動員して科

学の成果を駆使し ，住民がまだ気っ・かずにいる将来の問題の発

掘を行ないうるのは行政以外にない ζ とを重視しなければなら

ない。すなわち 「行政民主化要求の原則」である。

第五 iζ ，沖縄人民の置かれている立場は ，多かれ少なかれ本

土の人民の大部分を占める過密都市の下層労働者，過疎地域の

零細長差漁民 lζ 共通するものであり ，たたかいの方向と相手もま

た同じであり ，ともに勝利を得るための連帯がなによりも必要

であるというととである。乙れは「本土人民との相互連帯の原

則」である。

以上の原則を確認して ，開発攻勢 lζ 対処するととが沖縄人民

ならびに連帯責任を有する本土人民の，乙れからなすべき事柄

である。くり返しになるが，行政の側で一方的に 1 0 0地域総

合開発」なるものを作成し ，それを強圧的 lζ 実施するとい う今

までの地域開発政策と対決するとと乙そが70年代の われわれ人

民に課せられた課題なのである。

沖縄観光開発の展望

沖縄の観光資源の可能性はどうか ，そして開発の方向はどう

あるべきか。

ハワイの例がよく引合いに出されるが， シェ ラトン， ヒル ト

ンなどの巨大な観光コンビナ ート による収奪の実態を明らかに

し， 1現住民」であるハワイ諸島の下層人民の生活実態一一観

光パンフレッ トでみる限り，フラの踊り子，ポリネシア文化セ

ンタ ーの生活みせもの小屋の住人 ，ホテ J レのボ ーイ，花売り ，

レイ売り，ホテ J レの前の民芸みせもの等々ーーを明らかにしな

いで，ただ単 lζ G N P の伸びだけを論ずるのは ，人をあざむく

行為である。乙れについては ，いつか現地調査の機会を得たい

と，思っている。

ただ，そういう前提を置きながらも ， 同じく常互の島であ

り，人口規模も近く ，島のスケ ーJ レでは大きく劣るが，人口集

中地区からの距離と ，地域住民のもつ伝統的文化の洗練された

複雑さにおいて ，はるかにまさっている沖縄に比べて， ハワイ

表- 6 ハワイと沖縄の比較

ハ ワ イ ;中 縄

全 島 面 積

8 大 島 計 136島 大小 140余島

16. 500km
2  

2.390km
2  

人 口 80万人 93万人

観 光 客 1970年 150万人 25. 6万人

予 測 1975年 250万人 59. 3万人

1980年 400万人 195. 7万人

観光収入 (69年〉 5 億ドル 0.51億ドル

軍関係収入 (69年) 6 億ドル 2 億ド J レ

冬 18. 3
0

- 26. 6. C 

年平均 22 .C  

気 温

夏 23.8
0

- 31. 1.C  

冬平均 16 .C  

夏平均 27. 9.C  

年 間 雨 量 500- 625mm 2. 141mm 

アメリカ西海岸から 東京から

距 高位 飛行機 5 時間 ジュット機 2 時間

船 4 - 5 日 始 45時間

(HA WA II Lanes Books.  Cal i f  1970より〉
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が現在年間 150 万人の観光客をむかえ， 5 億ドノレにのぼる観光

収入をあげている乙とは注目しなければならない。

沖縄の観光客予想、が，現在25. 6万人に対して1980年で 200 万

人 ，同1980年ハワイは 400 万人という数字は，むしろ控え自に

過ぎる感じである。( 表- 6 )

一方でわが国の観光旅行量ののびは， 1964- 1968年の年平均

10. 2%で「一泊以上の観光旅行量」は 6 億 5 千万回 (68年) とい

う巨大な量に達している( 観光白書) 。労働者の余暇時間の増大

と観光レクリエーション要求の増大と，さらに既存観光地の環

境破壊と俗化の進展は，沖縄への観光需要の爆発的な伸びを予

想させるに十分である。

沖縄における観光産業の将来性は，決して否定さるべきでは

ないし，環境破壊の進展とたたかうなかで，むしろ平和産業と

して積極的に育成していかな くてはならない。

ただしそれが現在進められつつあるような観光独占企業の大

進出というかたちは，たしかに G N Pの帳づらでは観光収入の

増加となっても，県民一人ひとりへの実質の収入増とはならな

いから，問題は ，観光産業を本当に住民の生活向上 lζ 結びつけ

る方法いかんというととになる。

われわれはと乙で，最初にのべた観光の論理に立ち戻らなく

てはな らない。

それは ，観光開発がカネ儲けのための開発である限り ，その

開発の行なわれた地域は，もはや本当の意味での観光地ではあ

りえないというととであった。

観光開発とは ，観光地 lこ居住する人民が毅然として生き ，堂

々と，人が羨むような生活を営むことができるようにする乙と

であり，同時に ，はるばると全国からやってくる大勢の観光客

が，美しい環境にふれ，その環境を維持しっくり出している人

々の労働を知り，そ乙 l乙住む人々の生活 lとふれる ζ とができる

ようにする乙とでなくてはならない。

その意味で，私のいう観光開発は，いわゆる観光道路をつけ

たりレジャ ーセンターを建設したりといったものにとらわれる

のではなく ，地域住民のもっとも要求している内容，たとえば

農業基盤の整備であるとか漁港整備であるとかをも包含したも

のでなくてはならない。その原則は次のとおりである。

① 開発は ，公害と自然破壊から地域の環境を美しく守り整備

するものでなくてはならない。( 環境美化の原則) 一一軍事基

地撤去，公害産業否定，自然を大きく破壊する観光ドライブウ

ェイ の否定など。

② 大勢の観光客がスム ーズに，かつ最大限の自由度をもって

移動するととができるような交通機関が公共の手でおよび公共

的に整備されねばならない 。( 公共，公共的交通機関整備の原

則) 一一船舶，鉄道，パス，タクシーなどの末端までの整備と，

快適な徒歩，サイクリングルートの確保，マイカー観光の否定

など。
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@  大勢の観光客が，同時にさまざまな観光要求を満たすとと

ができるような，大衆的観光施設の整備と個人的要求に対応す

るバリエ ーション ・J レートと 施設が確保されねばならない。

〈マスおよびスペシャル観光の保証の原則〉 一一大衆的ヨット

ハーパー，貸ヨット，貸テントなど施設設備の共同化と専門指

導員の配置，個人別荘，極端に閉鎖的なレクリエ ーションクラ

ブ等の否定など。

④ 観光客が地域の人々の生活にうまくふれるととができるよ

うに ，空間および内容の整備が行なわれねばならない。( 地元

との交流の原則) 一一郷花入れば郷に従い，観光地の宿泊は民

宿，郷土料理，セ ルフ ・サー ビスを原則として ，旅館 ，ホテ j レ

はその延長上に位置づける。郷土レクリエ ー ションへの積極的

参加など。

⑤ 観光産業の収入が地域住民をうるおし ，整備のための資金

として地元 lζ 留保されなければならない。( 地域繁栄の原則)

一一外部資本による収奪的な開発を否定し，地域の住民組織た

とえば農漁業，住民を株主とした株式会社， 自治体などの手に

よる開発の推進， また地場産業および地元労働力の大活用な

ど。

@  観光開発の内容が，地域住民の文化的伝統を尊び，さらに

それを高める方向にあるとと，また観光客の文化的要求に応え

るとともに彼らを啓発するものでなくてはならない。( 開発内

容の高文化性保持の原則) 一一 ドジンの芸，生活みせもの見物

型観光の否定，伝統文化の継承発展，研究探求型，弟子入り実

行型レクリエ ーシ ョンの推進など。

沖縄の空はまだ抜けるほどに青く澄みきっており ，サンゴ礁

の海には青や黄の美しい熱帯魚が群れ遊んでいる。それは，大

都会に住む労働者にとっては，まるで夢のように美しいオトギ

の世界である。

乙のすばらしい環境に生きながら ，さまざまな迫害によって

生活の危機にさらされている人々の生活を守る闘いと ，環境を

破壊から守り都市の労働者のためのレクリエ ー ションの場とし

て真に開放せよという人民の要求とはかたく結合して強い運動

とならなければならない。運動の前進のために，上にのべたい

くつかの原則は大衆の場で詳細に検討され ，行動目標として高

められる必要があると思う。沖縄についてはただ一度きり訪れ

たにすぎず多くを語る資格がないため ，乏しい情報に基づいて

原則的な考え方をひき出すにとどまった。

本稿をまとめるに当って ，京大三村浩史，関西大末吉栄三各

氏より貴重な怠見をいただいたととを謝したい。 (711008)

( かたょせとしひで 長崎造船大学工学部助教授)

曹
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熊野灘大規模レクリエーション都市

北 川 敏 夫

1 . は じ め に

建設省のレクリエ ーション都市構想の ，第一候補地として，本県の熊

野灘地区が，昭和46年度より着工，昭和SJ 年度概成を目途 IC整備を進め

られている。

乙の熊野灘地区は，本県の南部，伊勢志摩，吉野熊野両国立公園の中

聞に位し，大台山系の急峻な山々が太平洋に落ち乙んで，典型的なリア

ス式海岸を形成し，至 るととろに，島唄や仰角，海湾，汀浜寺をつ くっ

て，きわめて変化に富んだ海岸景観を有している。

気候は ，後方 IC山をひかえ，前面は黒潮の影響をうけて，冬は媛かく

互は涼しい海洋性気候であるが，降雨E の多い ζ とと相まって，植物の

生育を促がし ，古来より「木の恩」といわれている。

きららかな太陽と ，きよらかな水と ，さ わやかな空気と ，そして登か

な緑に包まれる本県唯一の，大規模な自然を有する乙の地を，企業資本

による乱開発を防止し，自然の保護育成をはかりながら，中京，京阪神

から i 3時間余」の到達可能地点にあって，中部，近畿両圏の激泊する

レクリエーション需要を受けとめる場を ，いかにして確保し ，配置し，

整備し，そして提供するかについて，十分な検討を重ねるとともに，と

りあえず熟度の高い紀伊長島地区を対象として，昭和44年度に，社団法

人日本公園緑地協会に依頼，熊野滋大規模レクリエ ーション緑地，紀伊

長島地区基本計画を作成し ，同計画をもとにして，民間資本導入による

新会社構想 と併行して，新会社の性格と ，地域関連産業との調整を十分

に検討するとともに，建設省のレクリエージョン都市整備要綱l乙準拠し

て，次のような計画を作製した。

11. 計 画 の 方 針

l  基本理念

人間と自然との調和，地域社会との協調，秩序ある開発にお き，乙れ

を実現する手法の創出をはかる。

2.  基本構想

多様化 ，高度化の方向に推移するレクリエーション需要を先取し，次

の時代の社会的要請に応えうる先見的啓発的な計画の実現をはかる 。

3.  開発の柱

漁業関係施設の開発，レクリエーションの教育啓発機関の開発を柱と

して，具体的施設への展開をはかる。

111.  士也区割

紀伊長島の海岸線25キロメートルの背後地，および島娯. 1，000 ヘク

ターJ レを ，次の 3 地区に配分する。

・都市計画公国地区

海岸線一帯と， 島唄を含めた区域で，各種の施設を整備する。この中

IC一部，民営施設区を設け ，民間投資による施設の充実をはかる。面積

約3∞ヘクタ ーノレ。

- 休泊地区

休養施設，宿泊施設，各種サースピ施設など，民間企業を導入して整

備する地区で，統制ある施設の配置を行なうとともに，海面および対岸

より できるだけ隠蔽する。面積約200ヘクタ ーJ レ。

- 保全地区

公園地区，休泊地区iζ 接続する背後地で，景観の保全をはかるよう設

定する。とくに ，本計画が，海洋レクリエ ーションを主体としている関

係か ら，海面および対岸より望見できる範囲を保全するために ，乙の区

域をできるだけ包含した。面積約反わヘクタ ール。

IV. 施 設 計 画

1. 方 針

(1) 特徴づけ

計画地域は，その海岸線に 15カ所の海浜をもち，その背後地の多くが

施設開発適地となっている。との自然条件を生かして，おのおのの海浜

の特色づけた利用をはかり ，施設の多様化と，利用の円滑化をはかる。

(2) 幹線道路との有機的一体化

施設地域は，国道 42号線. 2，ω 号線，および都市計画道路を基幹とし

て， ζ れにより設定される地域内道路lとより，有機的一体的に結合する

ように計画する。また，施設の有機的一体化を高めるために ，既存道路

を一部活用した自転車道路網の確立をはかる。

(3) 自然の保全

利用施設の開発は，臨海部とその背後地に限り，島娯からは一切の施

設を排除し，完全な保全地域として保存する。

(4) 緑 化

付) 郷土樹を主体とした櫛栽を行ない ，地域のイメ ージアップをはかる

とと もに ，花木類の集団的配布直lとより ，利用者へのサービスと ，利用者

誘致の増大と多様化に努める。

(ロ) 地形，地質，潮風，日照などを勘案して，生態的な植裁を行なう。

付休泊地区内の施設については，空地保存IC努める。

(ニ) 別荘地については，分区図的! と行なうとともに ，各区画ごとに配植

に留意し，変化を与える。

2.  配置計画および施綬の概要

・開発拠点地域

集団的 fC施設を配置する地域で，次の地域とする。

械の浜: 計画区域内最大の施設地域で，健全なレクリエージ ョン活動の

啓発と ，指導機関の充実をはかるために，次の施設を配置する。

付) レクリエーシヨン大学

各分野の指導者を常駐させ. i技術および. マナー」を指導するほか，

各種の集会，セミナーなどの会場にも供し得る施設とする。セントラ J レ

ロッジを中心!C. キャ ンプ場，オ ートキャ ンプ場，専用ハーパーなどを

付属せしめ ，健全なレクリエーシヨン都市のイメージを代表する施設に

育成する乙とが目標である。

伊) 寮，別荘区

ユー ロテ J レ方式で・巡営するホテルを中心 IC. 会社，団体祭，および個

人別荘を整備する。

付海岸に近い丘陵地の樹林地(C. 海鳥の観察施設を設け，海岸は海水

浴場として整備する。

名倉 : 波の静かな場所で，ヨ ット ，ボート の総合基地，および周遊港と
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手前の海岸は遥瀬滞，軌道は紀勢本線，中央の島は丸山島 ( カメ島ともいう ) ，丸山の後の

三つ速な った島は赤野島，向か つて右後方の島は大島

舟釣り 械の浜の一部，向かつて右手前梅子宕

熊野灘大規模レクリエーション都市計画図
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して開発をはかる。

(イ) ノマブリックマリ ーナ

乙のマリーナは ，ケビンを中心とする宿泊施設，クラフーハウス，給油

修理施設，艇庫，埠頭などを総合的に配置し ，広域的な ヨットツア ーの

基地として整備する。

(0) 周遊港
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ローカ J レな海上遊覧と， 将来の海上交通の広域化lζ 備えた ，観光専用

埠頭と，港湾センターを設置する 。

片上池: 国道42号線iζ 接続し，面積約21へクタ ーJ レ。地域最大の池で，

満潮時には海水が流入する。

池を活用した内水面の釣施設，舟遊ひ施設などを設けるとともに，一

部農地の埋立てを行ない ，別荘用地として分譲する。

諏訪: 面積約 2 ヘクター J レの海跡湖，諏訪池を中心とした周囲から隔絶

した地区で，池の周辺に政府登録級のホテ J レを配置。静かな高級ホ テル

群区として整備する。

玉津 : 隣接の海山町を，第二次計画で包含する考えであり ，乙の時点で

再検討を行なう乙ととして，とりあえず，別荘地を配置。臨海中級別荘

地として整備を行なう。

・単独施設地域

長島: イ ンフォ ーメーション ，流通，医療などのレクリエーション都市

の中枢機関，および漁業関係機関の集積整備を行なうために，次の施設

を配置する。

付) 国鉄紀伊長島駅南側一帯に，駅ピノレを核』ζ ，インフォーメーション

機能の中枢をおく。

(ロ) 海産モデル工場

江の浦 lζ 接して設けるもので，水産物加工工場として，利用者の見学

に供するとともに，セントラ J レキッチン工場を組み込み，計画地域内の

宿泊，飲食施設の経営合理化の一端を担うものとする。

海野，豊; 甫:

付) 学童のための臨海宿泊施設をもうけ ，中学および高校対象の二つに

分離する。

(ロ) 豊浦の一部( 鈴島の対岸〉に「ウミガメ」の産卵場があり ，乙の付

近は現状のまま保存する。

古里 : 家族グノレミで・滞在利用する低廉な宿泊施設群を整備する計画で，

民宿団地，ファミリ ーロ ッジを配置する。周辺部Ir . 造成されているミカ

ン園は ， ミカン狩など，来訪者の利用に供する。

道瀬:

μ)  臨海実験場

海洋と漁業 lζ 関する研究の中核施設として，公立の臨海実験場の誘致

をはかる。実験場には，海洋関係の博物館を付属 S せ，海の知識の啓蒙

をはかる。

(ロ) フイッシャ ーズロッジ

乙の付近は，漁場としての価値がよく ，魚類は多く ，257 種類も知ら

れている。したがって，釣愛好家のための簡易宿泊施設と ，餌，漁具，

舟など，釣 Ir . 必要な一切を調達しうる機能を併設し ，遊漁者Ir . 対するサ

ービスの中心施設とする。

三浦 : 海中レクリエ ーシヨ ン施設への基地機能の強化をはかるために ，

次の施設を配置する。

付) 漁勝博物館

漁業に関する技術や知識を ，その道具や漁法の展示 lζ よって紹介する

施設で， ζ の一部lζ 通過交通客に対する休憩施設，および海上遊覧者 Ir.

対する基地施設として，駐車場，レス トラ ン，苑地などを併設する。

(ロ) グラスボ ート

現在，小形グラスボートによる遊覧が行なわれており ，利用者の増大

Iとともない，拡張整備を行なう。

鈴島. 長島町における最大の烏であり ，島の中には，淡水湖もあって，

計画地域内における霊要な島であるが，亜熱帯植物の北限植物や，天然

記念物に指定された植物群落もあり ，周辺は「サン ゴ」 類も多く ，動植

物学上重要な所であるので，十分な研究を重ねたうえ ，将来，施設を配

置する考えである。

その他

ゴルフ場，船舶博物館 ，超大型モデル漁礁については，さらに検討の

うえ設定する考えである。

3.  基幹施設の概要

道路計画

国道42号線の改良整備によって，最近脚光をあびてきた観光的未開発

地域である乙の地Ir. ，利用者の安全性と快適性をはかり， あわせて，レ

クリエー ション施設問の連絡を密にするために，国道42号線をジクとし

て，現在施工中の国道 2ω 号線( 賢島~紀伊長島) ，および他の県 ・町

道 6 路線，延長12. 9キロ メートルの整備を行なう。

街路計画

国鉄長島駅周辺の路線を主として整備する計画で，駅南側 IC広場を設

ける。とくに乙の地域は，本計画の表玄関口となる所であり ，計画にふ

さわしい施設として盤備する。整備延長2. 5キロ メートル。

自転車道路

南端の玉津か ら北端の械の浜まで，海岸にそって各施設を経由して設

ける。延長約28キロメ ート J レ。

下水道計画

きれいな水の保持は，本計画の重点課題であり，下水道計画策定にあ

たって，最も留Zましたと乙ろである。

とくに各施設が，広範囲に分散 し， かっ，それぞれが，山で遮断され

ているため，一つの終末処理場にまとめる ζ とは，工法上，経済上，好ま

しくないので，地区を分ち ，地区どと Ir . それぞれ処理する乙とにした。

上水道計画

下水道計画と同じく，地形上，また施設の配置上， 1 カ所で取水する

ζ とが困難のために， 1 カ所は，北部を流れる赤羽}II から， 1 カ所は，

南部の県営発電所の放流水から ， そして中央は， 周辺の小河川|から取

水。各施設にそれぞれ給水する乙とにした。

公 園

レクリエーション都市の中抜となる施設で，海岸ぞいの土地と ，鳥時異

からなり ，公営施設区と ，民営施設区 lζ 分かれる。主要施設は海水浴場

施設，展望休憩所，キャンプ場，園地などと ，乙れらを連絡する圏路で

あるが，海水浴場は，その成立条件が， i東南または ，南面の浜で，背

後地が北西または北にあって，丘陵地または樹林地である乙と」から考

えれば，すべて乙の条件にあてはまる乙 とになり， 公園整備計画におけ

る不可欠の施設である。公園面積は次のとおり。

都市計画決定面積 302ヘクタール

都市計画事業認可面積 157. 9ヘク ターJ レ

V. 新 会 社 の 設 立

本計画の整備促進をはかるために，民間企業を含めた新会社を設立す

べく検討を重ね，その設立を急いでいる。

1. 概 要

(1) 名 称

熊野灘レクリエ ーショ ン都市開発株式会社( 仮称〉

(2) 事業目的

付) 紀伊長島レクリエーション都市総合開発計画 Ir . 基づき ，土地所有

者の開発委託を受け，基盤整備事業を代行する。

(ロ) 施設開発に必要な用地を統括

付 モテツレ利用施設の経営

( 斗利用施設を経営する企業の誘致

( 村基盤施設の維持管理

2. 発起人予定者

三重県，紀伊長島町，紀伊長島漁業観光株式会社( 業関係) 財産区，

金融機関，民間企業。

VI . あ と が き

本計画策定と平行して，実施のための法上の手続き ，調査などの諸準

備を行なうとともに ，都市計画公園地区の計画決定および同事業認可な

どの作業を行なったが，今後さらに ，休泊地区，保全地区の指定，新会

社の設立，および事業の実施などの作業を行なうについて，乙れらにと

もなう問題点も多々あると考えられるが，広く，人々のと協力を得て，

|溢路を打開し， その実施に向かつて最大の努力を傾注しようとするもの

である。
( き た が わ と し お 三E 県土木部計画謀〉
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九十九里大規模海洋レクリエーション基地の開発

今 野 修 平

レクリエーション需要 の 動 向 と 対 策

敗戦による国土の壊滅的状態から，短日 時I1: G N P 自由世界第 2 位に

まで押しあげたわが国の経済成長は，各方面11 : 多大の変化をもたらして

" 激動する社会" を作りあげて今日 IC至った。乙の " 激動する社会" の

未来への指針は，昭和ω年を目標年次とする新しい国土のあり方を示す

「新全国総合開発計画J となって，昨年国民の前に提示されたのである。

それによると ，今後の生活の フレー ムは ， "個人所得の・増加.. . 自由

時間の増大.. . 都市居住者の激増" とい う三大特色によって色づけられ

ると考えてよい。すなわち， G N Pは昭和40年価格lとして， 同0- 150兆

円( 最近では 2∞兆円以上になるものと推測されている〉と昭和40年実

績 (30兆円) の 4 - 5 倍に増大するものと考えられている。さらに乙の

内訳としての家計消費支出は，表- 1 のごとくその消費構造が高度化し

現在のイギリスとアメリカの中間的なものになると推察されている。

自由時間の増大も顕著で，週休 2 日制，夏季休眼の徹底などが行なわ

れて ，各人の生活は時間的にゆとりのあるものとなる乙とが予測されて

い る 。 ( 表- 2 参照)

乙のように金と時閣をふんだんに有する人々が，昭和ω年には主と し

て都市に居住するものと考えられている。昭和ω年における都市人口は

総人口の7096! C 達し，約 7，8∞万人の人々が都市に居住するものと考え

られる。乙のうち約 3，(別万人は南関東の首都圏11 : ，中部圏，近畿圏も

1，500- 2，∞o万人の集積をそれぞれ見込まれている。乙れらの都市居住

者は ，日常の生活環境か ら離れた自然空間を求めて，獲得した時間と経

済力を使用する乙とになるものと考えられる。

現在の日本人のレクリエ ーションは，テレビ，ラジオ，レコ ー ド，コ

ロ授なと、の家庭内レクリエ ーション ，一泊温泉旅行，映画の家庭外屋内

表ー 1 家計消費支出の構成

昭 和 40 年
昭 和 60 年

飲 食 事量
39. 4%  27. 0箔

被 ｈｾ＠ 費
12. 6 9. 0 

光 熱 費 3. 6 3. 0 

住 居 費 16. 5 22. 7 

雑 質
27.9  38.8  

( うち交通 ・通信)
(2.4)  (9.4)  

( うち教養 ・娯楽〉
(7.5) 00. 1)  

合 計 1∞.0 
100. 0 

〈注) 1. 国民所得統計ベースによる。

2. 経済企画庁 ・新全国総合開発計画関係資料より

表 - 2 国民総生活時間 ( . . 才以上〉 単 位 偉 人 ・時

| 昭和40年 I il!Jil<lt I  一一||  構成比 1  

生 活 必 需 時 間 1 _3必 ! _1_ _  4_3ニ2 %1 4. 219 1  _ _  4_2些 Iーーム L

拘 束 時 間 1 _2畳 1 1  29.9  1  _ _  2坐 5 1  25. 3 レームQ L

〈 う ち 労 働 ) し」辺盟リー」込12.. 1 _(辺 旦1 -(込QLI_ _  Oニ_QQ_

〈うち 家 事 ) _I _ _  (  ｾ Ｗ 鐙リー｟｟｟｟｟｟ｵ｟ニｮ｟｟ Ｑ _ _  ( 三笠L I_ _  (主主主L I _(日Q2_

自 由 時 間 し ーム 笠L I_ _  2ι 9 1  3. 223 I  32.4  I一一」ニ主L

合 計 1 8.36沼 ¥ 1∞. 0_1 _ _  9. 957 I  1∞.o I一一ーユO.!lL一

人 口 ( 千 人 ) I  9叩 1 - -1川 62 1 -寸717
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レクリ エーションが大半をしめ，公園と遊園地という屋外レクリエーシ

ヨンでも静的なものが上位をしめている実状である。

乙のようなレクリ エーシヨンの形態は，生活の大幅な変化により，自

然指向，動的指向を示してくるものと予測される。 一方わが国における

レクリエーション空間の供給は，自然保護を主目的にして，附随的にレ

クリエーション ｉｃｾ 簡を提供している自然公菌と ， 都市域内において最

低限の空間確保もできないでいる都市公園が主として乙れに当ってきて

いた。乙の両者による供給体制では，新たな自然指向 ，動的指向のレク

リエーションにはまったく対応できない。その上，人口の都市集中など

により発生する新たな需要，それも激増する量にはとても対応しきれな

い。自然公園には爆発する需要客が殺到して，本来的目的たる自然保護

を阻害する乙とになるであろうし ，小規模で‘ 児童遊園主体の都市公園で

は自然空間の提供とは縁遠いものでしかない。

乙乙において激増する新しい体質のレクリエーション需要と ，激増す

る需要量，さらには生活形態の変化に対応する空間の確保が，国民的課

題となっているといえる。乙の新しいレクリエ ーシヨン空間は，膨大な

需要 IC対応するものであるため ，従来のレクリエ ーション空間と異なり

需要をスム ーズ lζ 誘導する交通施設が必要であり ，かつまた自然を満喫

しながら動的レクリエ ーシヨンに対応できる施設が必須条件となる新 し

いレク リエーション墓地の建設が唯一の対策となるのである。

大規模海洋 レクリエーション基地の基本構想

以上のよ うな将来における レクリエー ションの動向から して， 今後海

洋レク リエーションが大幅に増大するものと予測される。現状において

も，首都圏! とおけ るアンケ ー ト調査によれば，国民の40%以上が海水浴

を楽 しみ，唯一の動的な国民レクリエーションとなっているが，今後は

ボー ト，ヨット，サーフィ ン，水上スキ ー， 魚釣 り等々も急速に普及し

て，多様化しながら親しまれていくものと考えられている。ボート，ヨ

ットの現状での普及は ，欧米先進諸国の 1/ 100程度であるが，乙乙 2 - 3

年は，メ ーカーの製造が追いつかないほど急速に需要が増大 して， ζ の

予測を裏付ける兆候が現出されつつある。

これに対 して現在の海水浴は ，海水浴客 l 人当り砂浜面積でみても ，

最混雑日 (通常 8月の第 1 日曜) にお ける最混雑海水浴場で・は ， 1人 l

d 程度しかない混雑ぶりである が，アメリカでは l 人13nf を確保する乙

とが基準となっている。乙のようなレクリエ ーシヨン施設の量的質的不

足は，一面! とおいては観光公害と呼ばれるものを惹起する とと もに，他

面においては利用者11 : 不便を強いると同時に，潜在的需要をひきだせな

いでいる状態だといえる。とくに今後のレクリエ ーションが，広大な自

然空間と多様な施設を必要とする ζ とから ，自然保護を基調とする乙と

が求め られてくる。その結果，新しいレクリエ ーション需要に対応する

施設は，自然を尊重したプロジェクトであるべきで，自然の状態を考慮

して，四つの類型に分けて整備されるべきではないかと考えている。

(表- 3参照)

自然調和型，自然保存型( 自然探勝型) は，当然の乙とながら自然公

菌( 国立 ・国定公園) とも斉合がとれるものであろう し， 自然改造型，

自然改良型は改造，改良lζ 対応し得る自然条件 ・環境条件を具備してい

る地域11 : 立地するととが前提である。



褒- 3 海洋レウリヱーション基地の頬型

頬 型 | 一般的規模 |  自 然 へ の 対 応 | 主 張 | 宿 泊 | 休 暇

立 地 点 | 形 態 l への対応

自然改造型 巨大規穫も可 埋立等自然の大改造も可 大近都傍市

日帰り

週対末型象

一 泊

自然を施そのまま利成用もす行る

自然改良型 大規穫も可 が 必 要 設 改 造 な

"  "  "  
う

自然関和型 地錦織ー区単的と位lもEは集な小合り規うし槙てる大 自然を極力いじらない 大近逮都隔傍市地 一多 泊泊 {週長末期型休対暇象

自然保存型 必要最少隈
立場入合禁に止よっも ては人 ・車の

遠隔地

一 泊
長対期休象眠

多 泊

現在海洋レクリエ ーションは，年間需要の大部分が 7 月 8月の 2 カ月

Ir . 集中し，最混雑日のー自には，年聞の 3- 5 %が集中するという結果

が生じている。その結果，地域別，職業別などにより異なるとはいうも

のの，人口百万の都市では，最混雑日 5 万人程度の海洋レクリエーショ

ン客が発生していると考えられる。乙れが将来は 10万人以上になると想

定されるし ，10万人の脱都会人のための交通機関は，高速性と大量輸送

能力を持つ必要がある。

遇休 2 日伽j の実施と長期休暖( 夏季休暇などのいわゆるバカンス〉の

普及は，全国の観光地，レクリ エー ション施設を，需要の質に応じて多

種のものに編成し直すものと予測されるが，大別して日帰りまたは一泊

を主体とする週末型と ，多泊旅行の根拠地またはその一行程となるバカ

ンス型になると考えられる。大規模海洋レクリエーション基地は，人口

集積地である巨大都市の週末型として位置づけられよう。

乙のように考えると高速大量輸送に支えられ，日帰りも可能( 片道 2

待間以内〉な地域に都市部Ir . 発生する膨大な需要のハケロを見出さねば

ならなくなってくる。従来の都市公園でもなく，自然公園でもなく，欧

米にみられる夏季休暇用の長期滞在型海浜リゾートとも若干異なる基地

を考えて行かねばならない。しかも内面的には，多様化するレクリエー

ション需要に対応するための総合的施設が要求されるであろうし ，向上

する生活水準に合わせた快適性を確保し，しかも自然空間の中にいる感

覚を利用者に与える施設空間を海浜部に整備する乙とが，大規模海洋レ

クリエーション基地の基本構想であるといえよう。

九 十 九 里 大規 模 海 洋 レクリヱーション 墓地構怨

以上のような基本的構想にのっとって，首都圏における将来の海洋レ

高 速 道 路

F 噌 『

へリーポート

ヨット 置場

基

地

内

交

通

フ

ェ

リ

ー

ボ

ー

ト

国一 1 大規模臨海レクリエーションリゾート鼠案

クリエーシヨン問題をいかに扱うのかを考えてみると大略次のととがい

える 。

第一Ir . 東京湾内のレクリ エーショシそ利用は，湾内の港湾開発の進行，水

質汚濁，船舶航行量の激増などにより期待できない現状である。第二に

現在最も利用が進んでいる相模湾沿岸は，最大混雑日! とは必要海浜は l

nf/人程度まで低下し ，一時は大腸菌汚染騒ぎまで生じて，ζ れ以上の

需要増大には対処 しきれず，む しろ分散政策をとるととにより環境水準

の向上を計る必要がある。第三Ir . 房総西線の飽化 ・複線化などにより最

近急速に利用が激増している南房総( 外房，内房南半) は，小規模な海

浜が断続的 IL続くととろであり ，大規模な開発により大量需要IC対応さ

せるのには不向きで，国定公園区域であるととを生かして，自然調和型

の小規模な基地整備を行なっていく ζ とが望ましい。第四 IL茨城海岸に

ついては，鹿島工業港の整備，北関東大規模流通拠点港湾計画，目立港

整備などの海浜利用プロジェクトが先行しているととから ，乙れら のプ

ロジェク トと斉合のとれたレクリエーショ ン利用を考えていく必要があ

る。第五Ir . 伊豆半島 ・伊豆諸島は海浜も少なし自然美が優れた国立公

園である乙とから，大量の海水浴客を対象とするレクリエーション利用

は考えず，自然調和型 ・自然保存型として考えたい。

以上のような関東地方における海浜利用の基本構想を前提に考えると

現在広大な空間と約70kmIL達する九十九里の砂浜海岸は，最近利用者が

激増しているとはいえ，その利用度は低く，開発余地を多分に有してい

る地域である。さらに沿岸漁業の不振がとの地域の不振を招いて，人口

流失が続き ，何らかの対策か望まれている。また成問国際空港，鹿島臨

海工業地帯，北総ニュ ータウン計画など千葉県西半は，巨大プロジェク

トを中心にして，新しい都市化区域になろうとしており ，東京都心から

も直線にして60kmの至近距離にある最適のレクリエーシ ヨン開発適地で

あると判断される。

それにもかかわ らず，現在まで九十九里海岸の利用度が低いのは，お

よそ次の理由にもとづく ものと 考えている 。

1. 波か荒いため，泳ぎに危険なとと がある。

2.  地形が単調であるため景観的に変化Ir. 乏し く，魅力度が低い。

3.  交通施設が貧弱で，距離に比し不便である 。

4.  他に関連性のある観光資源、がほとんどない。

5.  宿泊施設などの観光施設も全くといってよいほど未整備である。

ゲタt hウ 寸 汽

0 5 0 0m I . OOOm 

急百 尺

2. 000m 

総面積 2. 200ha ( 陸域) ピーチ 1∞ha (10kmx  1∞m)  
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以上の問題点を解決した時，九十九里地域は 開発区域陸按 7. 500ha ( 海綾 10. 000ha)

地理的位置と広大な空間の持つ能力を フJ レに

発簿 して，首都圏の激増する需要に対処し得

る乙とになると考え られる。

そζ で九十九里に建設する海洋 レクリ エー

ジ ョン基地はその背景にあるレク リエー ショ

ン需要の量的 ・質的変化lζ 対応しつつ ，いく

つかの制約条件を克服するため ，基本的Iζ 次

のような基地に必要がある。

1. 多様化するレクリ エーション需要に対応

して総合的海洋レクリエーション基地とす

る。

地 区 |  面積 ( ha)  I地区番号

宿 泊 地 宿泊基地
4. ∞o  

ホテル地 区
100 13  

業務地区 60 14  

買物 ・歓楽地区 40 15  

中 心 地

展示広場 130 16  

競技観覧地区 130  17  

会議場地区 12 12 

海浜公園 100  9  

海浜催物広場 12  11 

海浜遊園地 30  7  

一般海水浴場

砂浜 110 4  

〈モノレ ール)

海 浜 レクリ

1昔E童手場 "  90 
5  

エーショ Y

オーシャンプール
300 "  70  6  

地

サーフィンピーチ

"  
10  1  

遊覧港地区

"  
10 3  

水上スキ ー ・プレジ

280  8  
ャーポート 地区

ポー トレ ース地区 40  10  

マリ ーナ地区 230  2  

オートキャ

ンプ，キャ オ ー トキャンプ地区 300 19  

ンプ地

キ ャンプ地区 600 18  

交 通 用 地 司自高速道路 ・モノレ

600 
ール ・大型駐車場

2.  大規模に自然を改造し得る条件を具備し

ている乙とか ら自然改造型で大規模な基地と

する 。

3.  将来の自由時閣の増大を考慮して，宿泊

施設を十分に持った基地とする。

4.  不利な自然条件を克服するために ，防波

堤で波を消す。

5. 新幹線 ・高速道路で東京と直結し ，交通

条件を改善する。

6.  魅力度の低い地形に対し，埋立，人工海

浜など人工的変化を持たせる。

7. 基地環境条件は将来基準に合わせて確保

するとともに自然空間的感覚を大切にする。

以上の七つの条件を満足させるものとして

当初モデルとして作成した計画は ，図- 1 1ζ

示すようなものであり ，需要の多様化に対応

して，あらゆる海洋レクリ エーションが楽し

めるように考えられている 。さらに将来の週

休 2 日を基礎に ，宿泊率の増大を考慮して，

宿泊施設の大幅なる整備を提起している乙と

も本構想の一大特徴である 。乙のほか老若男

女誰でも楽 しめるよう ，陸上 レク リエー ショ

ン施設の充実にも気を配っており ，乙れを支

える交通施設も ，新幹線鉄道，高速道路，旅

客船という新形態を考えており ，さらに救難

基地としてヘリポー トを考えるなど，従来み

られなかった構想を盛込んでいる。水質保持についても海水浄化施設の

パイロットプラ Y の付表

関連開発区域 3.1∞ha

レクリ エーション | ゴル フ窃 ・ピク ニ |

開発地 | ッタ場など |  

都 市 開 発 地 |病院 ・学校などを |

| 核とする |  

ω

ω

 

p

n

v

p

、
“

の

4

20  

21  

ｬ 農林業地 ｼ 自習会林地餓 Ｑ ＱＰ • ＰＰＰ 1  - I  

交通施設

新幹線鉄道 複線 駅 1 カ所

高 速 道 路 片側 3 車線 インタ ーチェンジ 3 カ所

割高高速道路 片{目q2車線 延長 120回

一 般 道 路 片側 2 車線 延長 5∞畑

モノレ - )レ 複線 延長 84km 駅33カ所

幹 線 水 路 暢7 0 m 延長 25km 遊覧港 2 カ所

設置を提起 している。

以上のモデルプランに もとづき確立された， 九十九里大規模海洋 レク

リエーション基地のイメ ージにもと づき，その後運輸省および千葉県で

は，昭和45年度末ま で総額約 7. 000 万円の調査を実施 し， 波浪，潮流，

漂砂，海底地形などの自然条件調査と ，マスタ ープラン策定のためのパ

イロット プランの検討を行な った。また両者間で随時実現のための問題

点の整理を行なってくる一方， 運輸政策審議会開発部会に対 し，昨秋運

輸大臣が大規模レクリ エーション基地の開発について諮問を行ない， 開

発体制などについての審議を重ねている。乙の間若狭湾の大規模 レク リ

エーシ ョン基地開発を課題とする福井県とも共同 して，民間有識者およ

び学識経験者からの意見聴取をする会も持ち ，鋭意その実現への準備を

進めている状態である。乙のような動向を背景に，建設省の補助 も受け

て，千葉県では一部地域できわめて小規模ながら用地取得にも着手しは

じめ ，着々とζ の「偉大なる実験」 といわれる大構想実現に歩を進めて

いる。

以上のような検討の一課程として，次の基本方針にも とづき ，東工大

鈴木忠義教授( 観光政策審議会委員 ・迩輸政策審議会専門委員 ・国土総

合開発審議会専門委員) を中心 lζ 策定されたパイ ロットプラ ンが提示さ

れるに至った。 (図 2参照)
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図- 2 パイロットプラン

修復多 宿 泊 基 地

議事雇都市開発地区

得 惇 既 成 市 街 地

¥ = 高 速 道 路

一一一 準 高 速 道 路

一一一 一 被 道 路

+ ω - 7'" ンジ

ー 一 新 幹 線 鉄 道

ーーーモ ノ レ ー ル

ー・ーー モ ノレール駅

E コ 駐 車 場( 大型)

+ 宇 幹 線 水 路

由{ サイ クリング道

一ーー環境保全区堀界

ロゴ

o  1000  2000 500Qm 

基本方針

1， 背後地域の開発とも一体と した開発にするため，地方中心都市の育

成，農林業の振興とも併せた計画とする。

2.  既成の地方中心都市を母都市 とし，開発区域内に中心地区( 業務中

心，買物娯楽中心，展示広場，会議場など) を設けて核とする。

3. 地区外と の交通は新幹線鉄道，高速道路を葦幹とし ，地区内 はモ ノ

レーJ レ，準高速道路などで交通ネッ トワ ークを形成す る。

4.  既応の地域特性を十分に利用 し， かつ農耕地との調和両会を 旨とす

る。

5.  海浜 レクリ エーション施設は，多様化に対応するために総合的 Ir 整

備する。

6.  宿泊施設は十分な能力を有 し， かつ多様化に対処し多種類を用意す

る。

7.  乙のため海浜埋立てによる用地取得は ，現海岸線よ り400 mないし

1.4∞m の中で行なう。

8.  防波堤，離岸堤の建設により安全快適な水面を確保する。

9. 上下水道などの都市施設は完備する。

乙れらの基本方針にもと づ くパイロ ッ トプランによる概算事業費は，

表- 4 1ζ 示すとおりとなり ，用地質を除いて 1兆円プロ ジェク トとなる

もの と考えられている。とのうち公共資本と民間資本の分担などについ

ては，今後の開発主体の決定，開発体制の確立を待って，決定されてく



表 - 4 建 築 費 の 犠 算

1  

項 施 設

アーマ 声量 車 堤 15，∞Om 9，000千円1 m

投 資 防 波 堤 4，0∞m 5，5ω 千円1 m

餐 浜
(880ho)  

15，700千d

ヨ ッ ト ハ ー パ ー 12，000隻 l 式

ピ チ 280ho l 式

オー シャンプー ル 7000  1 式

プ レ ジ ャ ー ラ ン ド 5，∞0人/ 日 30ho  40，000千円I ho

海 浜 :fr 聞 10000  l 式

ポ ー ト コ ー ス 20ho 6∞千 n1 400平円1' fn1

モータポ ー ト基地 4. 600 l 式

プレジ ャー ポ ート 0.3ho l 式

海 浜 他 物 広 場 1200 l 式

中心 地区 丘 陵 造 成 80ho l 式

骨十

内陸基礎 準 高 述 逃 路 9 mx 120km 120km 500，000千円Ikm

投 資 般 道 路 18mx 500km 500km 

J 吋e
キ ン グ 160千台 480ho l 式

モ /  レ J レ
1 式

サイクリング， 遊歩道 50.m 12. 5ho 

水 路 45km 

上 下 水 道

電 カ 1 式

電 話 3 万個 1 式

ガr ス l 式

針

共施般同利投用資 宿連泊基地動

t島 600ho  1 式

緑 地 600hα l 式

コミュ ニティセンタ ー 100ho  1 式

駅周辺 公共施役 100ho l 式

中 心 地 区

国 際 会 議 泊 12ho l 式

競 技 沼 地 区 200ho 1 式

展示 ・他物広崎 130ho l 式

オートキ ャンプ場
600ho 1 式

キ ャンプ溺
300ho  1 式

計

単投独施設資
中 心 地 区

ホ テ ル ・旅 館 150:10 l 式

宿 泊 基 地

ホテ ) v ，旅館，r，i ，別t E

中 心 地 区

1. 2ω ho  I 式

商 庖 f若 12ho 1 式

歓 楽 f耳 28ho  1 式

業 務 地 区
60ho  1 式

計

合 計

注) 裳浜以外の用地貨を除〈。

}.!J.!.立災 1

るものとい えよう 。

お わ り に

以上限られた紙面の中で，盛り沢山な構想について，略述した次第で

ある。乙のため思考課程での問題や，豊富な資料は全部省略させていた

だき ，主と してその考え方の基本にかかわるととろのみをつなぎ合わせ

たものである。

乙の構想は . 1. 自由時間の増大. 2. 所得の向上 . 3. 都市生活者の増

加. 4. 高速交通の発達 . 5. 価値観の変化，という生活の基本的変革に対

処するプ ロジェ ク トとし て，まさに 「偉大なる実験J を試みようとして

いるものである。しかし今日まで検討されているプランは，あくまでも

九十九里地域の地域特性を考慮に入れたものであり ，乙の大規模海洋レ

クリ エーショ ン基地構想の基本理念は他の地域にもあてはまるであろう

が，プランはそのまま転用されてはならないものである。他の地域には

それなりのプランが考えられるべきであると考えている。

2  

量 | 単

澗
考

1 %，0(川 15，∞Om 10，560千円1m 158，400 テトラ堤

22，000 4，∞O m 8，500千円1m 34，000 

} 法混成先t止E ， 靖生協4∞m
19，624 

(3，ωOho)  

132，176  
152，000干d を含む

13，O1500 6  
l 式

136，， O00 

6，15 l 式 156 施E量，ボードウオ ーク

7，960 l 式 7，960 人工島，施役，

1. 200 30ho  40，000千円 1. 200 ボードウオ ーク

3，000 1 式 3，000 緑地，サンタガーデン

240 600千d 400千円/ 千d 240 

2レ00ー隻ス収用容1. 200 l 式 1. 200 

930 

ll 式式
930 

360 
360  

1. 495 1式 1. 495 

212，165 
359，187 

60，000 

6513900，，，，O2担5000000  0  0  

3，200 

19，200 

50，500 
60人のり5 両編成

500 
500 

14，750 
14，750 

59，570 
59，570 供給目標 600干人

14，400 
14，4∞ 

"  
4830800万h千個a  人

7，5∞ 7，500 

"  17，6∞ 17，600 

"  

247，220 
247，220 

3，600 

9，000 

1. 600 
1， 600 

5，∞o  
5，∞o  

6，000 
6，000 

8万万人収容

2，∞o  2，000 

10 人収信容得e肉《、z2pp  ・F  
2，600 

2，600 25 人収

12，000 
12，000 2. 5万万人収

4，500 
4，500 

"  

46，300 
46，300 

101. 500 
101. 500 2万人収容

332，000 
332，000 20万人収容

5，720 
5，720 

11，500 
11，500 

84，690 
84，690 

535，410 
535，410 

1. 041.∞o  1. 188，000 

浬ヰヨミ 2

その意味では九十九里大規模海洋レクリエ ーション基地構想は，今後

の国民的課題であるレクリエ ーシヨ ン空間整備の アドベンチュア ーとし

て重要な意義を有するも のである。十分なる 計画検討も なしに，いたず

らに着手されたり，またその実現が国民生活の変化に追いつかないよう

な悠長さであってはならないのである。

乙の構想が計画となり ，建設に着手し ，整備が完了するまでには ，な

おいくつかの間題が横たわっている 。国民の意識の根底にある遊びはぜ

いたくという古い概念をぬぐいさる問題から，用地取得のむずかしさ ，

技術的問題としての防波堤の形状構造に至るまで，今まで日本人が経験

したととのないプロジェクトなるがゆえに山積さ れているのが現状であ

る。しか し関係者の中で，多方面にわたる検討が進めら れている ζ とは

次第に実現に近づける結果になっている乙とを信 じないわけにはいかな

い。今後ともとの国民的課題実現のために多方面か らのと指導ど援助を

お願いして，あとがきにかえたい。

(ζ んの しゅうへい 運輸省港湾局臨海工業地帯観補佐官〉
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長野県の自然保護施策について

一野外レクリエーション土地利用計画と自然保護条例一

広 瀬 修

は じ め に

近年来，各種の公害が顕著になるにしたがって，かつては一部の識者

や学者の逮声ぐらいに考えられていた自然保護も ，今では大きな社会問

題にまで発展し ，乙れに対する具体的な施策が各方面から進められてい

る。

長野県においても，昭和42年頃から，増大する観光開発と自然保護を

どうやって調和させるか，いろいろ検討をしてきたが，その結果，一昨

年には野外レクリエ ーション土地利用計画を策定し，開発と保護との調

和を図るとととし，そして本年 7月には ，その実行担保ともなるべき自

然保護条例を制定した。

自然保護に対する世論が高まりつつある現在，乙の条例 ICょせる県下

各方面の期待は大きい。県は，この条例をもとに積極的な施策を進める

ものであるが，乙の際，乙の野外レクリエーション土地利用計画の策定

から自然保護条例の制定にいたるまでの，本県の自然保護施策の一端を

紹介し ，関係各位のど理解とど指導をお願いする次第である 。

野 外 レ ク リ エ ー シ ョ ン 土 地 利 用 計 画 策 定 の 背景

周知のように長野県は，日本列島の中央部Iζ 位置し，高い山脈や高原

が集まり， 日;本の屋根といわれている。多くの高山や渓谷，高原， 湖

沼，湿原，森林など豊かな自然に恵まれるとともに京浜や中京など大都

市に近いという乙ともあって，そのすぐれた自然環境は ，多くの人々に

親しまれ利用されると乙ろとなっている。本県では，乙のすぐれた自然

環境と有利な立地条件を活かして，早くから観光を重要な施策としてと

りあげ，その計画的な発展を図ってきた。その結果，本県の観光は逐年

発展を続け，本県への観光往来はとみに活発化し，昨年には観光客数

6，( 間万人の多きに達し，県の経済発展にも大きな貢献をなすにいたっ

ている。がしかし，乙のような観光往来の活発化は，反面ややもすれば

県下の貴重な自然を損嬢することが多く，観光事業の発展そのものが貴

重な観光資源の存在を否定するがごとき皮肉な問題をも発生するにいた

ったのである。

乙のような状勢にかんがみ，県では，長野県観光のより健全な発展を

図るためにはいかなる方策を講ずべきか，いろいろ検討を重ねた結果 ，

「乙の解決のためには ，強力なる自然保護対策を徹底して観光開発との

調整につとめる乙とが必要であり，その具体的施策として，他産業との

調整のもとに，長期的視野にたった野外レクリエーション利用を中心と

する土地利用計画を早急に策定すべきである J との結論に達したのであ

る。

ζ 乙において，県では， 43年から乙の計画策定の作業に入り，翌44年

11月! C ，自然保護と観光開発調和のための野外レクリエーション土地利

用計両を策定したのである。

野 外 レ ク リ ヱ ー シ ョ ン 土 地 利 用 計 画

乙の計画でいう土地利用とは，特定の地域をレクリエーシヨンのため

56  

に利用するととを意味する。

一般に土地利用というと，特定の地域を農業，林業，市街地，道路な

どの用地としてそれぞれ利用する ζ とをさしている。そして，乙の種の

一般概念による土地利用形式は ，古くから肯定され，また計画されてき

たが，長野県で策定した土地利用計画は ，乙のような一般概念による土

地利用計画ではなく ，野外レクリエーション利用を中心にして考えた全

く新しい観点にたっての土地利用計画である。

乙の計画では ，県下の自然的な観光地域を ，その資源の特性! ( . 応じ，

その地域にもっともふさわしい野外レクリエ ーション利用がお乙なわれ

るように土地利用区分するもので，土地どとにレクリ エー ションの内容

をきめるととにより ，保護と利用の調和を図ろうとするものである。す

なわち，乙の計画は，一面では自然のレクリエ ーション利用であるが，

他面それは自然の保護ともなるものである。

乙の保護と開発との調和を追求した新しい発想の土地利用計画は，各

界から注目され高く評価されたものであるが，しかしとの土地利用計画

は，基本となる法律的な裏付けがなく，実効性の縫保を期す上から問題

点が少なくなかったのである。また， 乙れに加えて産業の開発および

観光開発も経済め高度成長とともにますます活発となり，乙の土地利用

計画といういわば努力目標だけでは，その実効を期する乙とは困難な

状況になり ， さらに強力な自然保護対策が要望されるにいたったので

ある。

また一方，社会情勢も公害防止とあわせて自然保護対策の緊急必要性

が強く訴えられるにいたり，県は，昨年くれから土地利用計画の裏付け

ともなる自然保護条例の検討にとりかかり ，本年 6 月の県議会に提案の

うえ公布のは乙びとなったのである。

自然保護 条 例 制 定 に あ た っ て の 基 本 的 な 考 え 方

まず，条例制定にあたっての基本的な考え方を紹介すると ，その一つ

は，宣言条例の性格を持たせた乙とである。そもそも自然保護は，その

性格上ひとり行政機関のみでは実効性を期し得るものではなし県民

" 総ぐるみ" の実践によってはじめて全うし得るものと考えられるの

で，乙の条例では ，特に前文を設けて，前文において自然保護の必要性

と自然保護 lζ 対する県民の心構えといったものを宣言的花盛り込んであ

る。

つぎに，乙の条例の性格は，諸法令の空白を埋めるものであるという

乙とである。自然保護に関係のある諸法令は，自然公園法，森林法，文

化財保護法など数多くあるが，条例は ，乙れら諸法令の規制に上乗せし

て規制を加えるものではなく，乙れら諸法令の網のかからない空白部分

を乙の条例によって埋め，関係諸法令の規定とあいまって保護措置を講

じようとするものである。

また ，乙の条例は，当面土地利用計画の実効性を確保しようとするも

のでもある。なお乙れについては，さきにも述べたとおりである。



条 例 の 内 容

乙の条例は，六章二十七条で構成されている が，これを大別すると，

前文と第一章がいわば宣言条例の形式をとっており，第二章以下が実体

規定となっている。以下乙の内容について簡単に説明すると，まず，前

文において，自然保護の必要性を明示し，信州の登かな自然を県民の共

有財産として後代に引き継ぐべき責務をうたうとと もに，自然と生活の

調和を県政の基調として確立する乙とを宣言 している 。

つぎに，第一章では ，県の責務施策の目標を明らかにするとと もに，

市町村，事業者，県民それぞれの責務を明確にし，自然保護に対す る積

極的な姿勢を示している 。

第二章が自然保護地区についての規定である が，まず自然保護を必要

とする地区について，その地区の特性に応じて. I厳正保護地区J I景

観保護地区J I郷土景観保護地区J I開発調整地区」の四つの自然保護

地区が指定されるととになる 。乙のうち「厳正保護地区」は，学術上重

要な地区または原生林などの食重な自然状態を永く保護，保全してい く

地区であり，いわば絶対保存の地区である。したがって，原則として無

車道地区で，自然公園の区域でいえば特別保護地区に匹敵する地区であ

る。

「景観保畿地区」は ，すぐれた自然状態または自然景観を保護する地

区で，自然公園の区域でいえば特別地区に相当する地区である 。 I郷土

景観保護地区」は，自然状態と一体をなしているすぐれた郷土畏観また

は史的景観を保護する地区で ，地成住民の生活と自然との調和を図りつ

つ自然保護を図る地区である。 I開発調整地区」は ，良好環境地区であ

り，各地区の特性IC応じて自然の保護と開発の調和を図ってL、く地区で

ある。したがって，との地区は ，開発を否定するものではな く，自然を

保護しつつ開発利用の促進を図る地区といえよう。

つぎに第三章が自然保護地区内における行為の規制についての規定で

ある。自然保護地区内における一定の行為については ，許可または届出

の義務を課しており，国に対しでも事前協議または通知が義務づけられ

ている。国以外の事業者 lζ 対しては，助言，勧告の規定があり ，さらに

行為の禁止，制限，必要な措置命令をする乙とができ，最終的には原状

回復命令を発する乙とができる乙とになっている。

つぎに第四章が「自然保護協定」についての規定である 。これは全国

でもはじめての規定であるが，厳正保護地区以外の自然保護地区および

自然公園の普通地区内で，一定規様以上の宅地の造成や車道の開発など

を行なう事業者は，知事と自然保護協定を締結し ，植生の回復その他自

然保護に関する キメ の乙まかい対策を実施すると同時に，計画の段階か

らチェックしてい乙うとするのがねらいである 。

第五主主の雑則関係では ，厳正保護地区にかかる土地，立木竹を寅いと

る乙とについて知事の努力義務を規定するとともに，許可処分なとによ

って損失を受けた者に対して通常生ずべき損失を補償する規定をおき，

第六章では，現状回復命令違反，許可違反，届出違反などに罰則の規定

をおいている。

附則では ，乙の条例の大きな特色である土地利用計画との関連が規定

されている。すなわち自然保畿地区が正式に指定されるまでの聞の特例

として，土地利用計画で定められた地域のうち自然公園以外の地域を自

然保護地区とみなし，条例公布と同時に発効する乙ととしている。土地

利用計画で利用区分された地域は，県土の約&J パーセントで，このうち

約20パーセントが自然公園に指定されているため，結局，県土の約40パ

ーセントが自然保護地区として当面運用されていく乙とになるわけであ

る。乙の点が本県の大きな特色で，すでに条例を制定した他府県が，保

護地区などの指定が進まないため ，実質的な効果があがっていないのと

好対象をなすものである 。

以上が本県の自然保護条例についての概要であるが，県は，乙の条例

をもとに ，太陽と水と緑の郷土の実現をめざして積極的な施策の推進を

図る予定であるが，つぎに ，ζ の条例にもとづく施策の概要をかかげ，

むすびにかえる次第である 。

自然保護施策の概要

(1)  自然の保護に関する知識の普及および思想の高揚

自然保護行政を推進していくためには ，自然保護! c 対する県民すべて

の理解と協力が必要であるととはいうまでもない。乙のため ，学校教

育，社会教育を通じて自然保護についての基礎的な理解を深め ，自然愛

護の必要性と公徳心のかん主主を図る 。

(2)  自然保護のための調整および自然の造成

乙れについては，自然保護についての総合計画の樹立と，その計画の

適正なる運用および管理の強化，緑化修景などがあげられるが，とくに

自然環境の整備には窓を用い ，自然の積極的な造成を図る。

(3)  自然の保護および利用に関する施設の整備

自然保護思想の普及徹底を図るには，先にも述べたように自然に対す

る基礎的な知識の普及と自然保護の実践的教育が必要である。とのた

め，充実した自然教室，自然研究路，自然歩道，自然園など一連の自然

教育的施設の整備を促進する。

(4)  自然保護活動の助長

自然保護団体をはじめ各種団体の自然愛護運動を推進するなど，県民

ひとりひとりが自然保護の担い手であるという認識のもとに ，県民総参

加による運動を積極的 lζ 展開する。

(5) 自然保護についての調査および研究の推進

自然保護対策を立てるには，まず自然の正確な診断が必要である。そ

して正しい理解がなければならない。正確な理解のためには ，全県土に

わたる総合的な自然調査，全景観の生態学的な診断をお乙ない ，その成

果』とより ，植生図と主要動物の分布図を作ることが肝要である。

本県では，全県土にわたる植生図( 現存および潜在自然植生図) およ

び野生鳥獣生息調査を実施中である。

( ひろせおさむ 長野県環境保全保自然保護係長〉
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過疎地帯と観光開発- 中国山地にみる

川 上 光 彦

1 . は じ め に

都市を離れた自然観光地は ，レクリエ ーション利用だけでなく ，同時

Ir ， c : ! 林漁業，防災，水資源の酒養などといった地域生活上の利用と ，

重なり合った空間である。そのため ，観光( 開発) により ，地域生活へ

さまざまの直接的，ないしは間接的な影響がもたらされる。

過疎地帯は ，若年労働力の流出 ，基幹的労働力の出かせぎにより，地

域社会生活維持が困難になっている地域であり，出かせぎをしなくても

生活できる就業の機会をつくるなどの早急な対策が望まれている。一

方，スキー，水泳，リゾートなどの広い自然空間を必要とするレクリエ

ージョン需要が年々高まっており ，過疎地帯は，そうした自然資源をも

っている。観光開発が，過疎地帯地域振興策の重要な柱とされる期待は

乙乙から生じる。

本稿は ，過疎化の進行する中国山地でなされている具体的な観光開発

の事例を通して，①果して，観光開発が地域振興策となるのか，②その

場合，どのような配慮が必要なのかを考えてみようとするものである。

乙れまでの調査報告釦を参考としつつ，本年 5 月の筆者によ るささやか

な現地調査にもとづくものである。

2. 中 国 山 地 に お け る 観 光 開 発

中国縦貫道は，延長539km. 総事業費3. 500億円 ，吹田市から宝塚を経，

表 1 中国縦貫道沿いの主な観光開発

県 名 | 場 所 | 開 発 者 | 規 模 | 施 設 内 容 | 備 考

兵庫 東条町 東亜興産 120ha  grJ 荘分按 546. 6 用地買収済

D 社 500  

"  
54ι 6 一郎用地契約済

ネ上町 郡是不動産 20 
"  

546.7 分離中

東洋開発 140 

"  

546. 6 用地買収済

加西市，福崎町

朝( 竹日興中業系〉

100 コりレ 7 渇 546. 6 

"  

新宮町，上郡町 東急土地開発 3. 595 「東急ファームタウ 546. 7 3 町で「協議会」

三日月町 ン計画」 をつくり用地買収中 (40 

%終了〉

上郡町 指磨興産 1. 200 rt雷w自然公開」 開発i斉

( 伊藤忠系〉

佐用町，南光町

"  
600 総合レジャーセンタ

発地546. 7寮中町」議設会置l E，「山地開

特買別収 町が周

山崎町 鹿島建t I i
1∞ ゴル 7 渇，ポーリン 546.7 計画中，町が用地

グ場，レストハウス 買収の方針

岡山 久米町 三菱グループ 417 総合レジャーランド 546.5 用地質収済

美作町 石編興産 400 別在分後 546. 7 計画中

H 土 40 レジャーランド ＵＴＶＮＷ 町 が用地買収 ＸＰｾ 百
終了

S 社 130 別荘分段 546. 7 買収済

E 社 210 ゴルフ渇

"  

正功 K. K. 160 保養団地，ヘルスセ 545. 4 建陵中

ンタ ー， スポ ーツ の

森

F 社 330 総合レジャーランド 545.4 用地良収中

北房町 T 社 120 宿牧泊場，鏡楽センター
"  

作東町 A 社 198 ゴルフ場. grJ 荘，自

"  
然公園

備中町 丸紅飯岡 1， 330  別観光在雌闘， ゴルフ場 546. 5 町が用地買収中

，牧羽 70%終了

溶合町，勝山町 R f:土 100 ゴル Ｗｾ 品 546. 8 用地買収済

ｉ｟ｾ｟＠ I三次町，丸紅I 1 1"¥1¥ I  Ci I U.t t.. d11141ii11 I  

広島| 三次町 |飯回 I  1∞ |観光良国 1
546

.
8 計画中

資料住宅新報「中国縦貫道インターチェンジ周辺をさぐる」シリーズ

観光32 r岡山県の喝合 ICみる観光開発と地方公共団体の役割」荻原猪三夫
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播州北部，中国山地をとおり，昭和52年完成をめぎし ，工事中である。

縦貫道沿いでは，工業開発，宅造などが激しくなされている 。表 1Ir. 

比較的大規模な観光開発の事例をあげる。他に も，規模の小さなもの，

計画段階のものなど，相当多 くある と恩われるが，その開発ラッシュは

すさまじい。事例の多くが，岡山，兵庫県に集中 しており，ほとんどが

別荘分譲を中心とするものであり ，規模が大きくなるに従い，総合的

「レジャ ーランド」形式となる。

乙乙で取りあげるのは ，島根県太田市三瓶地区，岡山県備中町西山地

区，久米町の 3 地区である。乙れらはふたつの性格の地区として分け ら

れる。ひとつは，古くからの観光地であり ，観光資源、に恵まれ，新しい

開発可能性も期待される三瓶地区，もうひとつは，今まで観光開発され

ていなかった過疎地域を，民間資本が大規模に開発 しようとしている西

山地区と久米町である。とくに後者は，縦貫道建設により ，近年急増し

ているケースであり ，注目される。

3 地区どとに，観光資源，地域構造，開発主体，開発方法などの視点

からとらえてみたい。倒発主体には，民間資本，公共体，地元団体など

考えられるが，最近，大規模な開発の場合. i官民合同方式」によるもの

が多くなってきている。その形式はいくつか考えられるが，自治体が，

道路など一定の社会資本整備や，土地質収を行ない ，民間資本が，別荘

などの観光事業を行なうのが多く，西山，久米地区の場合もそのパタ ー

ンである。

i主2

3. 三 瓶 地区におけ る観 光 開 発

観光資源 三瓶地区は三瓶山を中心とする山岳観光地であり ，大山隠岐

国立公園の一部をなし ，県立公園から国立公園への昇格は38年になされ

た。県下で最も資源、に恵まれ，最も開発の進んでいる山岳観光地であ

る。観光資源としては ，

①まず明治時代より開発されている三瓶，湯抱，小屋原温泉があげら

れる。三瓶温泉は ， 三瓶地区の観光中心でもあり ， 旅館 Ｗ ｾＸ 軒を中心

として，みやげ物屋がならび，小規模な「温泉郷」をつくっている。

1955年以降の傾向として ，公営の保養所などが， Ｗ ｾ Ｘ 軒西の原方面に

建設されており ，伝統的な温泉観光地から ，保養地への志向がみられる。

②三瓶山や，その山麓を中心とする戸外レクリ エー シヨンがある。国

引きの伝説でしられる三瓶山は，男，女， 子，孫、といくつにも分かれた

頂となだらかなス ロープを もち ，登山 ，ハイキングの対象として魅力が

ある。キャンプ場も 3 カ所設けられているが，なかで‘ も ，北の原キャン

プ場は 6 haの大きさで，レストハウス ，セントラル ロッヂなど，よく整

備されており，観光開発公社の管理下にある。東の原に スキー場があ

り，市営のリフトが一基設けられている。

③地元民経営による観光農業があげられる。いち ど，桃，菜園，わさ

び，釣堀などある。 @) i アイリスライン」など開発公社による有料道路

がある。道路自身の観光資源、としての価値のほかに ，乙の山麓一周道路

の取付けにより ，既存観光資源の利用価値が一段と高まった。

以上のどとく ，観光資源、はバラエティ IL富み，各季どとのレクリエ ー

ション需要rr 応えており ，非常に恵まれた地区である といえよ う。

交通条件 日本海側からは，太田市からのアプロ ーチがあり ，車で約50

分である。太田市には ，国道? 号線もしくは ，特急、，急行の停車する石

見太田駅がある。大阪から急行で，約 9 時間半かかり ，出雲地域とくら

べ大需要地である関西への交通条件が惑い。瀬戸内海側からは，近時，

道路が整備され，広島より 3 時間余りであり ，今後，需要地としての広

島のもつ意味はますます高まるものと恩われる。
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表

一

県 全 体

三 籾 山

玉 造 温 泉

430 

1. 446 

2. 630 

3. 103 

l 人 当 消 費 頼

回 帰 宿 泊

一円 一円

入 込 観 光 客 表 2 ， 3 のどとく 1969年51万人であり ，うち県内容が6596

をしめ，玉造温泉の 13必とくらべ，県民の観光地としての性格が強いとい

える。宿泊率でも両者は大きな違いがあり ，玉造温泉などの温泉型の，

宿泊率の商い観光地とは，かなりの差がみられる。宿泊率の低さは，消

費金額の低さとなってあらわれる。入込者の推移では，余り大きな増加

はみられない。発地別比患では，広島，山口が多く ，中園地方5 県で57

% をしめる。関西，関東は，ともに 796であるが，県内他観光地より，

関西客の比重が低いのは，交通条件の悪さ ，宣伝がゆきとどいていない

乙と ，観光J レートが未整備である乙となどによるのであろう 。前注の北

の原キャンプ湯の利用者は ，中学高校の団体を主とし ，年間利用者は，

17- 18万人である。 7月20日より 8 月15日までをシーズンとし，平均 l

日千人の利用客がある。広島，九州からの利用者が多く関西は少ない。

地域概況 三瓶地区の地元として志学部落と山麓の開拓国があげられ

る。志学部落は戸数ぬO戸( 上山部落ω戸含) . 回 100ha. 平均0. 5- 0. 6ha/

戸畑45ha. 山林3. 800ha. うち約% 植林済である。特産物として，推茸.

わさび，栗，和牛がある 。公園区域11 : 指定された乙とで， 若干放牧地が

狭くなるなどの影響がみられる。開拓国は ，戸数47戸，うち酪段 17戸で

あり，多くは，キャベツ，養蚕との複合経営である 。耕地は. 370haで，

l 戸当5_ 9ha である 。1946年より入植が始められ， 1966年まで続いた。

収入は，志学部落では，総収入320万円/ 戸のうち弘- % が出かせさを中

心とする良外収入である。開拓団では，農業経営のパターンが，複合的

でありながら ，それぞれ多様化してきている。かなり多種類の作物がで

きるので中心的作物をしぼる乙とができなく ，今後，各戸で自信のある

作物を伸ばしてゆくととにより ，パイロット農場を育成したいとする 。

将来の経営パタ ーンとして，和牛 ・養豚 ・主主蚕. J . . 疏菜+ 果樹といったも

のが望ましく，果樹が，観光良業として，直接11 : 観光と結ひ. つくことが

考えられよう。

観光との関連 次のようないく種類かのものがみられる 。①婦人を中心

とする臨時雇用的なものがある 。旅館の下働きが主で，その他，スキー

リフト， レス トハウスの手伝い ，りんご閣の袋かけ，いちど園の手入れ

などである。②道路などの建設作業によるものがある。よい現金収入と

なる。男 1. 500円/日 ，女 B∞~筑) ( ) 円/ 日である。③一部のみやげ物屋は

地元民経営であり ，乙れは，冬の貸ス キーも兼ねるととろがある。旅館

の地元民経営はない。④開拓団の観光IC積極的な人を中心として，観光

農業にのり出しており ，4 - 5 戸ある。⑤粟は各戸でつくられ，みやげ

物屋で売られている。その他の ，地元生産物の観光による消p1は，ほと

んどない。

以上のように ，地元が直接，観光11 : のり出しているという例はりんど

園などを除いて，ほとんどない。今後，開拓国では，広島の団地との契

約による貸l段闘などが考えられている。しかし ，観光は1品業とくらべ，

不労所得的傾向が強いので，後継者がいやがるという問題をかかえてい

る。一方，開拓地の方で. 4Q- 50haの土地が売られており ，今後，民間

資本による観光開発がすすみ，地成社会へもさまざまな影響をおよぼし

てゆくだろう。

注3

4. 岡 山 県 西 山 地 区 の 観 光 開 発

地域概況 備中町西山地区は，標高 550mの中国山地の平均的な山村で

ある。町全体で，19 W年8，7 ∞人より 1970年6. 3∞人と激減している過疎

地である。平均所得40余万円で，県平均より 20万円低く，西山小 ・中学校

( 生徒数137人〉も. 3 年後には半数になるとみられている。西山地区で

4 - 5 年前の250戸が，1W戸11 : 激減してきている。米， トマトで l 億 2

千万円 ，タバコで l 億の収入をあげている。

新成羽川 ダムによる人工湖が観光資源として若干注目されるが，その

他は平均的な中国山村である。乙のような西山地区を対象とした観光開

発が，縦貫道を契機として計画された。計画では，全地区の 8 割. 1. 400ha

( 山林1200- 1300ha. 畑5 Oha.水田 100ha) を買上げ，乳牛50頭，肥育牛100

頭の牧場，ゴJ レフ場 ( 1∞ha). 別荘づくりなどを行なう。また， 2 苦手lの

農家を残し，土地提供者κ は，現地就業につとめるとし，約300人の雇用カ

があるという。計画地内には，1950年より ，股業構造改善事業としてや

られた .9.4∞万円の栗図 120ha を含んでいる。町は議会で推進決議をあ

げるなど乗り気であり . 1969年秋11 : 丸紅飯田との聞に協定を結んでいる。

交渉の経過 町は積極的 lζ 押し進めるため，部落どとに集会をもって，

町長，議員による説明がなされた。そのなかで，計画の内容や， i病院

ができる」などの開発効果が述べられた。また，推進委員をつくるなど

して，同意書を集めており ，約 7割 150戸より同意書を集めている。し

かし ，3 割の農家は反対しており，有力者を中心として，比較的固くま

とまっている 。乙う して，村が賛成派と反対派11 : 分れている。賛成派の

なかには ，乙れを機会 lζ 土地を離れようとするものが，約 2 割あるとい

う。 1969年末より，早くもロッヂ，牧場づくりがなされており，そうした

建設事業は地元にとって，非常によい就労機会である。( 男 1900円/ 日 ，

女 1100- ロ∞円/ 日〉反対派は雇用されないので，反対，賛成派のほかに，

「土地は売りたくないが，工事には出たい」というような中間派もあらわ

れてきており ，様相は複雑化してきている。反対派としても，土地をもっ
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と高く買ってくれれば売ってもよいと考えている者もある。基本的 iζ

は，乙うした乙じれた状態がずっと続いているが，今後の成行きが非常

に注目される。

問題点 ①根本的には，計画そのものが疑問である。観光地化して，農

民をサラリ ーマン化 しよう とするものであり ，まさ しく180度の転換で

ある。そうした発想そのものの検討も必要だが，その他lζ ，建設段階後

において，果 してそれだけの雇用力があるのか，また農民がそうした観

光的仕事に向いているのか，など問題とされる乙とがらは多い。にもか

かわらず，余りにも簡単 iζ ，企業有利な条件で，町は進めようとした。

②買収単価の安さがあげられる。次の久米町の場合にくらべ，かなり

の開きがみられる。インタ ーチェンヂ・からの遠近などの経済的地価には

乙のような開きがあるかもしれないが，生活基盤としてみれば，計画対

象地は，西山地区の方がはるかに重要性をもっている。 l 戸当初O万円

では ，他地域での生活再建のメドもおぼつかず，何のための観光開発な

のか，町はもう一度原点にたち戻って考える必要がありそうである。

③町長を中心とする町の進め方が強引であった乙と ，主主本的ICは民主

的な行政が徹底 していなかった乙とがあげられる。丸紅飯田が，町』ζ 地

元との交渉をまかせっきりで，余り誠意がみられなかった乙とが，それ

に拍車をかけた。

i主4

5. 岡山県久米町の観光開発

地域概況 久米町は津山市近郊のどく平均的な段村地帯で，面積7，486ha

( 山林5，073ha. 回1. 368ha. その他) である。人口は 1955年11 ，805人よ

り，1970年 8，793人とかなり減少している。開発対象地は，本年6 月 lζ

増設が決定 した院生インタ ーチエンヂ南西約 3 kmの稼山( 標高2 ω m) を

中心とする 400haの地域で、ある。乙の地区は ，従来より ，縦貫道建設が
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図 2 久米地区開発計画図 ( 三重Eグループ)

菱グループが，

用地買収ができ

れば，開発した

いとの意向を示した。計画内容は ，別荘，コツレフ場を中心とする総合レ

ジャ ーセンタ ーで あ る ( 図 2参照) が，詳細な計画は策定中であり ，今

後大きく変わるであろう。

交渉の経過 1969年 1 月より ，町長，議員が中心となり ，各部落どとに

説明交渉している。 2 月には町議会で推進決議がなされた。 4 月には ，

県と三菱との聞に契約がなされている。 10月には ，三菱の代理として県

の開発公社と久米町との間で協定がなされた。地元との交渉はすべて町

が行ない . 1. ωOi去の山林を統合して三菱 lζ 渡している。共有林が多い

ため ，地主が6∞人もおり ，売却代金として l 戸当り2∞万円に達するも

のが ＴｾＵ 戸あったほかは ， ほとんど ＵｾＶ 万円Ｏ戸であった。金額の

低さが示すように ，現実の生活にさして支障にならない地域であった。

要移転者が12戸あったが，すでに移転を終わっている。 1971年5 月で98

96を買収済みであり ，残りは土地の価格の折合がつかないのみである。

まだ工事は始められていない。

西山の場合とくらべ，土地買収が非常にスム ースに進んでいる。乙れ

は，町の努力が大きい。三菱も計図書を提示するなど，ある程度誠意を

みせており ，買収単価も比較的高かった。また ，計画対象地は ，要移転

者を除いて， ほとんど生活に影響がなかった乙とも幸いしたと思われ

る。現在，土地を三菱に渡し，町として全くゲタをあずけた形だが，今
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後どのような開発がされるのか，また ，町民が期待 している ような地域

振興策となるのか，十分注目される。

6. 結 び

三瓶，西山 ，久米の各地区について，観光開発と過疎地との関連をみ

てきた。 三瓶地区でいえる乙とは，①婦人労働力を中心とする アルバイ

ト的不安定雇用が多く ，恵まれた観光資源を地元lζ 生かすための構造的

対策がなされていない。②観光開発に積極的な個々の農家の創意工夫に

より ，観光農業が取り組まれている。しかし ，個々のカでは，農協の資

金運用が限られているなど，資金面，労働力の函で限界をもっており ，

また，危険も大きい。③観光開発公社による有料道路開発が地元民への

インパクトという面から余り考えられていず，地元民と行政との窓志の

フィ ー ドパック機構がなく ，問題を生じやすい。

西山 ，久米地区の場合，観光未開地を民間資本による大規模な観光開

発により ，地域振興をはかろうとする例である。乙のよう な過疎地が観

光開発の対象となる場合の条件として，①まず，観光資源がある という

乙とがあげられる。乙れは，当然の乙とであるが，レク リエー ションの

内容が変わってきており，観光資源が必ずしも特殊なものでなくてもよ

く，その対象が広がってきている。一方，民間資本の力の増大によって

も，西山地区の場合のように ，普通の山村を，ゴルフ場，牧場などをつ

くり出す乙とに よって，ワンセットの一大観光拠点として変えうる力を

もってきている ことからもいえる。

②一定の社会資本が整備されているが， される予定にある乙とであ

る。中国山地の場合は，中国縦貫道がその最も大きなものであり ，中国

山地は，インタ ーチェンヂを中心として，その価値を大きく変えつつあ

る。

③町など，地元自治体の協力が得られ，用地買収がスム ーズに行なわ

れる見通しがある乙とである。西山 ，久米地区の差は，用地買収がうま

くゆくかどうかが，計函の成否のキ ーポイントである乙とをはっきりと

示している。

こうして開発対象地となった地区で・は ，地域振興のために民間資本を

積極的 lζ 導入し，利用しようとする。その場合，大規模であればそれだ

け効果が大きいとされる。しか し，民間資本は . 利潤を求めて動くもの

であり ，行政のように ，住民に責任をもつわけでもなしまた ，地域生

活の維持向上という義務を必ずしももつわけではない。それゆえ，民間

資本は ，別荘などのメリットの大きい資本投下機会のために ，過疎地帯

の安い地価を求めて，過疎振興というキャッチフレ ーズのもとで，地元

自治体を用地買収の先兵として駆りたて，また，地元住民とのクッショ

ンとして利用する という乙とになりかねない。 西山地区の例では，そう

した危慢を抱かせる。

最後! と ，過疎振興のひとつとして観光開発をすすめてゆく場合必要と

恩われることをあげる。①まず，開発主体として，民間資本による大規

模開発でよいかというととがあげられる。地域』亡は地域生活独自の発展

法則があり . そうした地域構造にあった計画の規模，内容でなければな

らないだろう。それを保証するには ，計画への地元主体の確立が必要で、

あり ，民間資本開発の場合は ，地元側のコントロ ールが必要であろう。

②開発のプロセスの問題が挙られる。何百年にもわたって営まれてき

た地域社会を短期間のうちに観光地化したり，農民を観光産業のサラリ

ーマン化したりする計画自体に本質的rc矛盾をもっていると恩われる。

莫大な労力と時間を要する大事業であるという認識をもっ必要がある。

③農山村問題，過疎開題の一環として，総合的に取り組まれる必要が

ある。これは当然の乙 とであるが，現実 ICは農林行政，道路行政，観光

行政が個々バ ラバラに行なわれているケースが多いといえよう。

注 1 " 観光開発と地域経済」日本観光協会

「中国山地」中国新聞社

注 2 i 観光開発 と地域経済」と ，志学l J I I 協 ，開拓国農協などのインタビュ ーをもとにした。

注3 各種の新聞報道 ，地元，杉氏へのインタビューをもとにした。

主主 4 住宅新報の報道，久米町建設課へのインタビュ ーな どをも とにした。

( かわかみ みつひこ 京都大学工学部建築学数室大学院〉



大阪府下のオーブンスペース保全の構想

- いい古されてきた課題処緑地"

私たちが都市生活を送っていく上で， 緑地が必要であるという論議

は，古典的とい っていいほど，多くの場所でまた多くの側面からいいつ

くされてきた。そういう意味では，私たちの間には緑地の必要性は常識

化しであるのだといってもさ しっかえない。

都市内の公園緑地が貧困であるといわれる裂には，単 1<:: ，都市内の公

園緑地が量的にみて少ない ，あるいは，質的にみて悪いといった側面だ

けでなく ，都市内の公園緑地が必要であるにもかかわらず，それが実現

される施策もなければ，またその見通しもない現状1<:: 対する貧困さその

ものを総称している場合が多い。

大阪は東京 lζ 較べて，レ ジャ ー空間としての自然的条件には，はるか

に恵まれていたといわれる。それは後背 IL国際的な観光地，京都，奈良

があり，またその後背 IL は，多くの山岳地帯があるといったととではな

く，西には大阪湾をひかえ ，その周囲には，北摂，生駒，金剛，葛城と

山系をもち ，平野部には淀川， 大和川と多くの

大小河川 ，水路が縦横にぬう，いわば山紫水明

の自然条件を備えていたからであった。

昭和30年以後の高度経済成長政策はとれ らの

条件を大きくかえていった。多くの地域住民の

いわば，レジャー空間であった河川，水面がド

ブ川に，海浜が工業地帯 lζ ，また ，丘陵地が住

宅地と変ぼうして，登かであった地域住民のレ

ジャ ー空間は次々に姿を消していった。

乙うした自然に備なわったレジャー空間が減

少していく ，一方で大阪地域の人口は急激に増

大し ，都市内においては，無秩序な市街地の形

成，工場公害の多発，自動車の排気ガスなどの

いわゆる公害の激化によって地域住民の生活環

境の悪化が急激に進む中にあって，大阪におけ

る緑地とオープンスペースの問題はよりいっそ

う切実な課題となってきている。

しかしながら大阪をはじめ，大都市での生活

空間はいっそう高密度な空間構成を余儀なくさ

れてきている。とのような空間構成の方向に あ

って，市街地内に広々とした緑地空間を期待し，

また構成していく ζ とは，きわめて難しい。

乙うした現状と方向をみつめながら ，よりよ

い私たちの生活空間を構成し，創造していく立

場から大阪の地域がもっ身近なレジャー空間の

条件と可能性を ，大阪をとりまく周辺自然緑

地，都市内緑地，緑道と ，そのl煩を追ってさぐ

近 藤 公 夫

弁 ノ 本 義 昌

ってみたい。

園大阪周辺緑地保全の構想

私たちの生活する空間の領域は広域化してき

ている。またいっそう広域化するといわれてい

る。そのような意味において，その地域の土地

利用，空間資源、利用が，より広場的な抱え方を

必要としてきている，そういった指摘が行なわれるようになってから，

かなり久 しい。

大阪を中心として，近畿には，さまざまな性格と立地条件をそなえ

た，多くの自然環境，自然緑地が分布している。乙れらの自然環境，自

然緑地，いわば，レクリ エー ション利用か らみた空間資源としての価値

はそれぞれ一様なものではな く，将来のレクリエーション生活像の中

で，多元的な価値をもつものとされている 。いってみればとうした自然

環境，自然緑地を背景として，大阪をとりま く北摂，生駒，金剛，葛城

山系の周辺緑地は立地している。

昭和30年以後の高度経済成長政策は，多 くの自然環境，自然資源を破

壊してきたととは，まだ私たちの記憶に生々しいが，と りわけ，大阪を

はじめ，大都市近郊に立地する自然環境，自然緑地の多くが，一変して

住宅地，工場地と ，大きく変ぼうしていったことはきわめて重要な意味

をもつものであった。
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そうしたなかで，東京をはじめ . 多くの大都市近郊の自然緑地が墳滅

していったのに較べ，大阪をとりまく乙れらの周辺緑地は，まだ多くの

自然性を備えて現在に至っている。それは，昭和33年に施行された自然

公園法による国定公園の指定. さら! ( は昭和37年 I( 施行された近畿圏整

備法にもとづく保全区成の指定といった種の法的規制によるだけでな

く，むしろ乙れらの周辺山系緑地の多くが地域的に急峻で，宅地開発の

コスト ι 技術的，経済的にひき合わなかった，いわば，高余白金辛孟

さによるものであった。いってみれば，乙うした幸運さの上1( ，現在の

周辺緑地が現形をとどめ ，資源としての未来をつないでいるといっても

過言ではない。

乙れからの生活像の中で，レクリエーション生活の比重はますます大

きくなり ， しかも ，そうしたレクリエ ーシヨン生活の中で，自然と結び

ついてレクリエーション像がますます希求されてくるといわれている。

そうした将来方向の中で，海岸線をはじめ ，多くの自然環境を失った

現在，身近かな場所 tζ 自然性を備えた周辺緑地が存在している乙とは，

きわめて大きな窓味をもってきている。

乙れらの周辺緑地がもっ自然的条件と立地条件を把えて昭和40年以

来 ，数々の提案がなされてきた。その多くは ， i大阪をとりまく周辺緑

地は，余った自然，残った自然ではなく，乙れから育て，培養していく

自然である 。」といった考え方を背景として， ζ れからのレクリエーシ

ヨン需要を見通した積極的な自然緑地利用の方向を示すものであった。

大阪市内をはじめ ，都市内の居住環境はますます都市化し ，また高密

度化していく 。そればかりではなく，私たちをとりまく生活環境は，反

自然的な要素をますます加えていく 。

一方において，日常生活からくる余暇を利用したレクリエ ーション需

要に対して，都市内に広々とした緑地，オープンスペースや，施設を確

保していく乙とは難しくなっていく 。

そうした ，都市内の生活環境の変化と，全体的な空間構成の方向から

すれば，周辺緑地に対する期待と要求は，ますます増大していくとみて

よかろう。むしろ ，公害をはじめ都市内の居住環境の慈化が，回復ど ζ

ろか，いっそう進みつつある現状にあっては， ζ うした，周辺緑地 I( 対

する，大阪府民，地域住民の期待は ，よりいっそう，急テンポに増大し

てきているとみて間途いない。

とのようにみてくれば，大阪をとりまく，北摂，生駒，金剛，葛城と

いった周辺緑地は，その後背 lこ位置する多くの自然環境，自然緑地とは

大阪府下のオープンスペース
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全く性格を異にしている。いってみれば，とれらの周辺緑地は決して市

街地とかけ離れた，いわば，単なる自然緑地としてではなし都市内の

居住環境の延長上にある府民の生活にかかす乙とのでき ない，共通の庭

として整備 し， 保全していく必要があるといえよう。

都市内の公園緑地は，すぐれて公共施設としての制度と考え方を確立

している。大阪市内をはじめ都市内が高密度な居住空間を形成していく

中にあって，乙れらの周辺緑地がもついくつかの機能も ，都市内の公園

緑地が持つ意義と同じような公共性とその機能をますます増大させてき

ている。それには多くの公共事業にみられる独立採算性の事業スタイル

をはるかに越えて，大阪府民の共通の財産としての次元の高い整備と開

発のための多くの投資が必要となろう。今乙そ ， 乙うした整備と開発

が，大阪府をはじめ，各市町村の自治体によって先導的にすすめられて

いかなければならない時期にきている。

園高密度な市街地での公園緑地・オープンスペースの方向

現在，市街地での居住環境が，悪化しているといわれる原因のなかで，公

園緑地をはじめ，オープンスペースが占めている割合はきわめて大きい。

市街地内の居住密度はあがり，都心部においては，ピノレが地価との相

関のなかで敷地いっぱいに林立する，一方において，急激な人口増加，

それに伴う住宅地開発が，残り少ない空地，オ ープンスペースさえ，さ

らにはまた，法定化された都市公園さえも，乙とどとく埋めつくしてい

く。そうした環境形成のなかにあって都市内の公園緑地の貧困化は進ん

できている。

大阪は，都市内の公園緑地，オープンスペースに限っていえば，fE的

にみても ，質的にみても，東京よりはるかに貧困であるといわれてい

る。それは過去の遺産的な意味合いよりも，むしろ ，市街地の形成のさ

れ方をさしている場合が多い。

昭和30年以後の高度経済成長政策は，先Iζ 述べた都市近郊の自然緑

地，自然環境の破壊だけでなく ，都市内の風致地区をはじめ，多くの河

川，水面といった緑地，オープンスペースをH食いつぶしてきた乙とも重

要であった。

乙うした状況の変化と，すう勢の中で，とれらの都市内の公園緑地，

オープンスペースに対して，どのような対策と配慮が払われてきたので

あろうか。

本来，都市内の公園緑地，オープンスペースがもっ機能は，その地域

の居住者のレクリエーション空間であると同時1( ，その地域の環境保全

と災害 {ζ 対する防災的機能など，いわば多次的な機能をもつものとされ

ている 。いってみれば，乙れらの緑地空間が多次的な機能をもっ限り，

それはきわめてきめの細かい対策と配慮を必要としている乙とはいうま

でもない。

乙うした都市内の公園緑地，オープンスペースが必要とするきめの細

かい対策と配慮の方向とはう らはらに，在来進められてきた緑地政策は

きわめて貧弱なものであった。乙れらの貧弱さは ，たとえば，都市内の

公園緑地を一人当り何rrf といった指標でもって抱え ，乙れらの指標が利

用者をはじめ，公園緑地がもついくつかの質的な側面を全く捨象してい

るにもかかわらず，都市内の公園緑地に対する政策として，まかり通っ

てきたと乙ろに，はっきりと，その貧弱さをうかがう乙とができる 。

とれらの公園緑地lζ 対する考- ぇ方は，昭和30年以後の住宅用地等の市

街地形成の中で，市街地の何労を公園緑地に充当すればいいといった考

え方につながっていく 。

新しく開発された団地は，公共である，民間であるをとわず，多く

は，その開発される新市街地の宙般に対して，たとえば ，全体の 35ぢを

確保すればいいといった方向で，その地域の居住者の利用的な側面 も，

また公園緑地自体がもっ機能的な側面も捨象して，量的につじつまをあ

わせる，いわば，みせかけの公園緑地の確保が進められてきてた事実を

見のがすわけにはいかない。 乙うした市街地の形成は最近では，地価の

高騰とあいまって，団地開発の経済ベースのなかで，いっそうその傾向

を強めてきている 。



現在の生活環境の悪化の多くが，経済基盤を優先してきた従来の都市

政策そのものにつながっているといってももちろん過言ではないが，乙

れらの都市内の公園緑地，オ ープンスペースをみる限り，単に従来の都市

政策のマク ロな窓味での反省だけでは済されない部分が含まれている。

市街地内の居住密度がますます高くなるにつれて，都市内の空間の高

度利用は一層要求されてきている。しかしながら ， 乙うした高度利用

が，現実には，日照権の問題』とみられるように ，その地域の居住環境を

向上させるど乙ろか，かえって悪化させている場合が多い。

大阪は中小企業の街であるといわれる。その多くは，混合市街地を形

成している。それは空間的にみても ，またその市街地内 lζ 居住する居住

者の構成からみても ，市街地は，多種多様な形態と構造をもっている。

乙れらの市街地に対して，従来の一律的な公園緑地政策をもって対応

する乙とはほとんとつ不可能に近いし ，ま たそれはあまりにも現実を無視

した空理，空論にすぎない。

一般に ζ れからの都市内の公園緑地，オープンスペースに対しては，

既成市街地においては再開発をもって，また新市街地においてはきびし

い許可基準をもって確保していく乙とが，常識となってきているが，公

園緑地 lζ 対する一律的な考え方が前提にある限り，現在の再開発事業の

システムからみて，また，新市街地 IC対する基準の意味からみて，笠か

な都市内の居住環境を構成する資源としての公園緑地，オ ープンスペー

スが確保されるといった期待をもっととは，ほとんど幻影に等しいもの

となろう。

都市内の公園緑地は，すぐれてきめの細かい計画と対策を必要として

いる。それは，一律的なみせかけの公園緑地の確保の方向ではなく ，そ

の地域の市街地の形態と構造，いいかえれば，その地域がもっ空間的な

特殊性と ，その地域の居住者の生活様式にあった形で，確保される公園

緑地の方向を指向していく乙とでなければならない。

それは ，とりもなおさず，居住環境としての市街地の構造そのものの

あり方と方向の追求が前提とな っている。

・新しい課題" 緑道"

最後に ，流行といっていいほど話題をさらっている緑道の問題につい

てふれておきたい。

乙乙数年，歩行者天国 ，ノーカー運動と ，市街地から寧を締め出し ，

為ち

歩行者の路を確保しようとする迩勤が，東京，大阪といった大都市をは

じめ，多くの都市地域において展開されてきている。それは，わが国の

市街地のようにきわめて居住密度が高く，その上，住工混合，住商混合

といったいわば，用途の混合した市街地を構成する地域において，自動

車交通を容認し ，また讃美してきた従来の都市政策の誤りを，はっきり

と具現化するものであった。

緑道は，乙うした自動車交通大系から端を発した市街地での居住環境

悪化の現象に，さ らに加えて，一方で進行する都市内の緑地，オ ープン

スペースの減少といった ，いわば組惑な居住環境に対する批判を根底と

して提起されてきている。

大阪府は昨年，昭和ω年ビジョン( 案) を発表した。乙れは，知事選

挙を配慮 した，きわめて政治的色彩の強いものであったが，そのなかで

緑道の構想を発表している。

乙の構想は，数年前のー研究者の提案が，そのよりど乙ろとなってい

るが， それは，大阪平野をぬう淀川 ， 大和川をはじめ，多くの大小河

川 ，7l <絡をベースとして，市街地内の都市公園をつなぎ，周辺の自然緑

地にいたる ，いわば，緑道を河川利用にもとめる構想であった。

乙うした緑道の構想とは別に ，建設省をはじめ ， 多くの省庁におい

て，モデルコミュニティ論が賑やかに展開されるなかにあって，コ ミュ

ニティ整備のーっとして ，緑道が大きく取り扱われている。これらの獲

備論の多くは ，かつて都市公園の計画配置において用いられてきた一律

的な モデル論に終始し，現実の多様な市街地の構造と形態を無視した論

議に集約されている。とりわけ ，ζ のなかで取り扱われている緑道は緑

道というよりもむしろ ，歩道といった概念、に近しその多くは緑道が従

来の自動車交通大系を讃美してきた従来の都市政策の批判から出てきて

いる乙とを欠論させて論じられているきらいがある。

新しい課題として提起されてきた緑道は，単なる歩行者の路の確保で

もなければ，また都市内への緑地の導入そのものでもない。それは自動車

交通大系によって破壊されてきた市街地の居住環境そのものをより秩序

ある市街地に回復させていくものにつながるものでなければならない。

先 IC都市内公園緑地において述べたように，大阪の市街地は，空間的に

も，またその地場の居住者の生活様式からみても ，さまざ‘ まな形態と構造

をもっている。一律的なモデル論で，対応する ζ とはきわめて難 しい。

大阪は ，多くの大小河川が市街地内を縦横 K 走っている。 ζ れらの多

くは，現在，工場排水，下水によってドブ川! と化し ，その地域の居住環

境を向上させるどとろか，悪化させているケ ースが多い。本来，盛かな

環境を構成する環境資源、が乙うした形で葬りさられている。

緑道は ，都市内の公園緑地と同じように ，その地域がもっ特殊性を生

かして，豊かな市街地を構成する環境資源を招り起し ，その地域の市街

地の構造と形態に合った形で，市街地を再編成していく ，いわば，すぐ

れて地域住民による地域住民のための豊かな生・活環境創造への糸口にほ

かならない。

以上，大阪をとりまく周辺の自然緑地をはじめ，都市内の公園緑地，

さらには ，新しい課題としてもてはやされきている緑道について ，現状

とその方向といった側面 IC限って簡単にふれてきた。

企業社会においては，利用価値よりも，経済的な使用価値が優先す

る。そうした体制下にあっては，とれらの緑地，オ ープンスペースが利

用者にとってよりいい形で存立する乙とは難しい。

とりわけ，大阪のような資本の集積する大都市地域においては，いっ

そう ，そうした側面が強い，といわねばならない。

そのような意味において，乙れらの公園緑地，オ ープンスペースが従

来の観念的な緑地の必要性論を越えて現実化するには， 大阪府をはじ

め，各市町村などの自治体の果す役割はきわめて大きいといえよう。

( 己んどう きみお奈良女子大学助教授1

いの もと よしまさ 大阪府技師 l  
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海とその開発

足摺海中公園海底遊歩センター

折 立 幸 一

"海" それはすべての人間にとって心を魅惑させずにはおかないなに

かを持っている。

生命と資源をひめてわれわれの目前 lζ 広がる海はまさしく人聞にとっ

て神秘に満ちた空間と呼んでよかろう 。

陸上において，過大なエネノレギーが公害を生み，と もすれば人聞が疎

外されるときにわれわれの自は必然的に，広がる海に向かう乙とはどく

自然のととと恩われる。

故ケネディ大統領が" 地球{ζ 残された唯一のフロンティア" という名

言をはいて海洋への開発を高らかに呼びかけてからすでに十年余り。各

国で幾多の怠欲的な海洋開発へのプロジェク卜が進められている。

しかしながら ，海洋開発lζ 本格的に取組む前に，われわれの海は随所

で汚され新しい公害源を発生させようともしている υ もし従来陸上で行

なわれてきたような無計画で無秩序な開発が海洋において行なわれるな

らば，残された唯一の人間のための空間すら，現在経験しつつある陵上

における公害と同じように破壊される ζ とにつながる危険性をはらんで

いるとと も否定する ζ とはできない。

ーロに海洋開発といっても海上，海中，海底とそれぞれの空間の中に

おいて種々の目的に分類されよう 。海洋開発を大別すると ，海洋資源開

発とスペース開発のニつに分けることができる。

すなわち資源開発とは ，石油 ・ガス ・鉱物などの開発，海水の淡水化

開発，魚介類の漁獲，養殖( 海底牧場，海底段園) などの開発と ，潮汐

発電，温度差発包，海水揚水発電なと海水のもつエネノレギー開発に分か

れ，スペース開発は ，石油などの海中貯蔵庫，海上空港，海底工場，海

上海底都市，海上海中輸送網，海洋観光開発などに分かれる。

とのように多岐に分類される開発を行なうためには，われわれはまず

海洋という新しい空聞における技術を開発する必要がある。

海はダイナミックに変化しつづける空間であり，決して止まるととは

ない。昨日の海と今日の海，一時間前の海と現在の海，もっ と極端に考

えると一分一秒前の海と一分一秒後の海は同じものではない。 ζ 乙でも

っとも問題となるのは ，開発の対象となる海そのものを知ることから開

発を進めなければならないことだろう。そのために海洋技術開発とし

て，少なくとも ，海洋観測技術，海洋潜行技術，海洋作業技術，海洋安

全技術などの開発は欠くべからざる ものとなってくると息われる。

原子力の開発，宇宙の開発，海洋の関発，など最近遂行されているピ

ックプロジェクトのなかで‘宇宙開発 ( Cつぐ第三のプロジェクトといわれ

るものが海洋開発である。原子力開発はすでに人間社会のなかに具体的

なものとして組込まれるようになり，宇宙開発も，ソ連，アメリカの月

探査や月着陸，さらには無人ロケットによる惑星探査，宇宙ステ ーショ

ン建設への予備実験などを通してようやく人間の手の内にはいろうとし

ている。しかしながら，われわれ人類にとってほんとうに身近かにあっ

た海は何万キロ ，何十万キロ荷量れた宇宙よりも知られてはいない。海洋

開発は今までに開発されてきた原子力や字宙開発などの技術成果はもと

より ，現在の高分子，機械，電気，化学，建築，造船，土木，航空機など

の技術lζ 加えて，新しく芽生えたばかりの技術までも含有するものであ

る。しかも乙れらの技術が単に集積されただけで解明され技術的解決を

得られるものではない。ここに全く新しい，海洋，海域工学の必要とさ

れる所以がある。
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現在ヱ楊内にて製作中の海底遊

歩センヲ ー

計画中に検討された多柱方式の

プロトタイプ模型

海洋海域工学は，技術開発の場を海洋空聞に求め、新しいビッグサイ

エンスシステムを確立することにあり，静的平面的な現在の各種工学の

システム化ではなく，静的分類技術による成果に加えて，複合技術とい

う新しい産業システムを相互の有機的結合のもとに誕生させる ζ とにあ

るといえるであろう。

以上のような海洋開発の概要を背景Ic : . 今回われわれが海洋開発分野

の一つである海洋観光開発の実伊! として関係するととができた高知県足

摺地区竜串海中公園に附設される，海底遊歩センタ ーについての計画経

過をまとめてみたい。

海洋観光開発として現在もっともわれわれに密着したものとして海中

公園がある。海中公園とは，海中の動植物がとくに群生している海域を，

景観と生物の保護を目的とし国家が指定する地区の乙とをいい， 1962年，

アメリカのシアトノレで関かれた第一回世界国立公園会議で・海中公園の設

定と生物の保護! と関する勧告が出されてから ，各国の関心が高まり ，諸

外国ではアメリカのカリブ海lζ 面したノてージンアイランド，フロリ 夕、、州

キース，オーストラリアのクインスランドの東海岸，イギリス領パハマ

列島など各地lζ 設置され，わが国においても昭和41年から厚生省が全国

15カ所について事前調査を行ない，昭和45年 7 月K 串本，足摺，天草な

ど10カ所が指定されている。

また琉球政府でも，政府立沖縄海岸公園の具体的な計画に着手し ，海

中生物，景観の保護育成にあたっている。

現在世界的な方向として海洋観光開発は乙れら海中公園を中心に行な

われており ，開発の方向としてもっとも常識的なものとして，船底 lζ ガ

ラスを組込んだクポラスボ ー トによる海中鋭11と海中展望塔が考えられて

いる。またさらに，意欲的な方向としては海中モノレール，海中ケーブ

ルカ ー， 海中エレベーター， 海中遊歩道なと将来の発展方向として海上

海中輸送網開発! とつながっていくようなものも見られるが，実用の段階

までは至っていないといえる。

海中展望塔は，すでにわが国においても ，和歌山県白浜 ・串本，沖縄

にも小規模なものがつくられており ，技術的な蓄積も少 しずつではある

が行なわれている。

しかしながら，今回われわれが計画に参加した ，高知県足摺地区，竜

患に建設される海中展望塔は，将来海中公園地区を取りまくべき海中遊

歩道の基点となる海底遊歩センタ ーであり ，その規模，構想、において世

界最大級のものである。

加うるに ，台風銀座といわれる足摺地区に建設されるという外的海象

条件の苛酷さにおいても ，世界的 lζ 類を見ない難計画であった とい うと

とができる。

海中公園 {ζ 近接した地点』ζ 海中展望塔や海中遊歩センタ ーを建設する

乙とは，海洋における景観や生物の保護の立場からみて非常な困難が，

施工時の問題として横たわっている。海中を汚したり海底を破損したり

する乙なく規模において世界最大級の構造物を設置するととは ，今まで

の技術の集積では不可能に近く ，単なる海底遊歩センタ ーですら既存技

術分野の有機的複合シス テム を要求される乙とになる。

海洋開発は宅宙開発より難かしいといわれる。海はあまりにもわれわ

れの身近かにありながらあまりにもその本性を明らかにさせてはくれな

い。月に人聞が行くよりは，海底IC人聞が達する乙との方がはるかに難



かしい といわれる。それは，月は人間の目で観察できるが，海底はわれ

われの目で見るととができない乙とにも原因がある。しかしそれ以上! こ

開発の上で著 しく異なっている乙とは ，字宙には圧力がないという乙と

である υ 圧力に対する戦いは真空との戦いよりもはるかに高度な技術を

要求される。

宇宙においては，真空 K 対処し人聞を保護し得る宇宙服が開発されれ

ば，人聞は宇宙船の外に出て作業ができ ， 自由に動き回る乙とができ

る。乙れはすでに何回かの字宙遊泳により証明されている。しかし海中

においてはわずかl Om C・とに 1気圧が増加するという圧力の壁がある。

優秀なダイパーが人間のカで海面下に達せられる深さはたかだか ゆOm

にも満たず，乙 の場合でも作業を行なうという乙とはほとんど不可能な

状態で潜水 しているにすぎない。月 K 至るには 、大気圏を離れてしまえ

ばあとは無重力の世界に変わるのに比して，海上には波浪，海中には海

流というとてつもないエネルギーが待ち受けている。さらに 100 mより

深い所では，全く光がない暗黒の世界が広がっているのである 。

乙のように海洋施設を建設する場合に ，まず第一lζ 直面する問題とし

て陸上とは著 しく臭った外的条件がある。すなわち ，前述の静圧力 ，波

カ ・海流などの動圧力 lζ 加えて，空気，光，温度，音，腐蝕，有機物，徴生

物などの影響がそれである。乙れらがすべて ，陸上の工学，技術では経

験したものでないものが多く ，とくに波力については，水深が今回計画

された水深 O mから20mlCわたる浅海，砕波帯では波の分布，波力の算

定 IC対する理論的方法がまったく見付けられない ζ とも ，海洋における

とれらの計画がいかに困難な乙とであるかを認識させてくれたのであ

る。そ乙で本計画を実質的に遂行する中心となった川崎重工業株式会社

と株式会社大丸は，乙れらの諸問題を解明し，海洋における大型建造物

の製作技術と環境開発に関する制抑システムを確立するべく両社の全機

能を集結する とともに，学会からは東京大学名誉教授坪井善勝工学博士，

東京大学梅村教授，九州大学光易教授，法政大学川口助教授など多数の

ど協力を得，K D海洋開発プロジェク トグループを発足させ，乙れを中

心 iζ 海中遊歩センタ 一計画をまとめあげたのである。

海中遊歩センタ ーを計画するにあたって，われわれがアプローチする

方法は種々考えられるが，海域条件の特殊性，海洋工事の困難性l乙対し

造型的にはもっとも信頼がおける単純で・明解なフオルムを採用する乙と

から ，問題解決の糸口を見付ける乙と とした。さらに海底遊歩センタ ー

という今後の発展形態を造型の上 lζ 表わす必要もあ り，発展的 lこは基本

的な海上都市空間への可能性をはらんでいるものである必要があった。

ラフスケッチの段階では ，固定式，浮遊式，多柱式，単柱式等のものが

検討されたが，現在利用し得る技術面からみて，われわれはもっとも単

純で，しかも未来への発展を暗示する単柱式で十字型平面をもっ一つの

エレメントを海底遊歩センタ ー のオリジナノレにするべきとの結論 lζ 達

し，本格的な設計にはいったのである。設計lζ 先立って建設地の水深や

海底地形は直接ダイパーを潜水させ測定させるとともに ，音響測深をも

併用し ，まず海底環境の十分な調査が行なわれたのである 。その結果，

建設適地が決定されると ，現地での海象条件や実験，過去のデーターな

どから検討が行なわれ，外力 lζ 対しては次のような基準を決定し，乙 れ

にもとづいて構造計画が始め られた。すなわち ，波力については ，現地

水深測量の結果，土佐清水浴の潮位記録より主主力算定用水深を設け水深

- 8. 8∞m とし ，第二室戸台風の波浪推算の基準として，合田の式を用

いる。風力については 1961年 9 月16日，室戸岬測候所にて記録された最

大瞬間風速 84.5 m/sec を，地震力については水平震度を海上部 0.25，

水中部を 0 .20とし ，動水圧に対しては近似式 p = K /t wπ γ 2 (  1 ーγ/ 2 h)

ｾｘＷ万注Ｈただ し ， r/hくり を用いている。また，津波lζ 対する影響に

対しては ， 日本海岸において過去100年間に記録された波高6. 0mを設計

潮位に加算するととにより検討している。浮力については静水面下lζ 働

く浮力に加えて直立底面に働く錫圧力を考慮し 3 角分布するものとして

計算されている。 とくに今回の場合は ，潮流による影響を構造体にどう

注 P 単位長さあたり動水庄

K 九・水 平 震 度

w 水の単位体積重量

， 水深

x : 水面からの距需主

関係づけるかで種々議論されたのであるが，現地測定の結果，u= 3 m/分

であるために構造体自体に他の外力に比 してほとんど影響を与えない乙

とがわかったので省略している。以上の外力に対し ，電算機による計算

結果，とくに波カ ，風力 ，浮力および固定荷重による水平力は，転倒モ

ーメン ト673 T M T = 7，530TM を算出。構造規模に対する基礎設計に

おいて陸上の構造物以上に詳細な検討が必要であるととが確認された。

従来海中における基礎の一般的な方向としては ，重力式によりその転倒j

を防止していたのであるが，本計画では附与条件であり ，メイン テーマ

ーでもある海中海底保護の立場から ，世界的に類を見ないアン カ一方式

を採用するととにしたのである。本方式は， 陸上においてはすでにダム

工事などの岩盤定着において多数の実績がみられ，海中においても予備

引抜試験と実物用 lζ 施工したアンカ ーの設計荷重に対する全数引抜試験

を行なえば使用可能であるとの結論に達 したので，S. E. E. E. ス トラ ン

ドを使用した P. S. アンカ ーを使用 している。また ，塔柱部の計算方式

としては ，波力 ，風力 ，固定荷重，積載荷重に対しリング柱部材，およ

び外殻板を興断力にのみ抵抗するものとして換算した斜材よりなる骨組

構造と して解析している。外殻板 ・縦リプおよびリングスチフナ ーにつ

いては換算斜材の応力 IC水圧または衝撃波による組合せにより断面を決

定している。参考までにあげると ， 津波時の転倒j モーメン トは M T =

1，650l' M，地震力 M T = 匁71' Mおよび動水圧 M T = 182n ! という数値

が算出されている。

以上構造設計に対する概要を述べてきたが，さらに海洋構造物の宿命

的な腐蝕の問題については ，各種のテス トピースの海中投入による結果

から全面，強化プラスチック板にて構造体をカバーする ζ ととし ，海中

遊歩センタ ーの命ともなるべき海中窓については theor y of pl at es  

and shell s  by  T I MOS HE UK O を参照，微少変形理論により計算し，

L T P 4 5  ( 強化磨ガラス 3 庖合せ〉で十分な乙とが確認されたが，安全

面よりみて L T P 4 5を二重に使用している。また乙れら海中窓ガラスの

安全性を確認するうえでも ， 水圧 4 k&/co! ( 水深 40mにおける水圧と同

数値) での耐圧，水密テスト ，水圧 1. 2 k&/co! - 4 比/co!で-変化させる脈

動テスト ，水圧 4 k&/co ! の加圧状態での衝撃テストなどを行なっている。

そのほかに ，海中遊歩センタ ーの特殊性に十分配慮し ，内装材はすべて

不燃材料を使用し ，万一の火災などの災害に対応し得るとともに ，海中

にいるという観客の不安感をとりのぞくような仕上材の質感とデザイン

を心掛けてきた。設備関係では，陸上における特殊建築物のもっとも厳

しい設備基準と船舶用の安全設備基準に合致する設備を設置すると同時

に，海中窓部分にはどく少量の水の流入も検出し得る入水感知器を入れ，

瞥報装置を設備し，非常時の脱出装置についても検討されている。全体

的な問題として製作と現地での据付の問題があるが，今回は現地にパー

ツを搬入して組立てる現地組立方式と工場内で全体を製作する一体組立

方式の二案が検討された。大型海洋建造物の未来指向としては字宙にお

けるステーシヨンの組立のように ，パーツによる現地組立方法の開発が

理想的であるが，本計画では海底遊歩センタ ーそのものが未来的 IC海上

都市のパーツ，ーエレメン トという考え方に立っているのと ，海象条件

が不安定で作業性が現地組立の場合非常に悪いので，工場内で全体を製

作 ，フロ ーテイングクレーンにて輸送吊込を行なう一体組立方式に踏切

る乙とにしている。今後とも ，海洋建造物にとっては工場内でエレメン

トを完成させ現地においては乙れらのドッキングを短期間に行なう乙と

が理想的である。

海底遊歩センタ ーは本年末完成する。われわれは ζ のプロジ ェク トを

通じて海に関する多くのととを学んだ。しかし地球面積の71% を占める

海の面積からわれわれの知ったととはあまりにも少ない。ともあれその

成果がどんなものであろうと海がそ乙にあり世界的な規模でその開発が

進められている以上，周囲を海にとりまかれている日本にとって海洋開

発は重要な テーマで、あり ，未来産業のチャンピオンである。それだけに

開発が人間疎外につながらないように計画的でシステマチックな開発が

全体的な規模で行なわれる乙とが必要であろう。

〈おりたて乙ういち K K大丸装工館計画段計業務課長)
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点音源 波長に比べて十分小さな音源から出た音波は，球面状をなして

球面波として広がる。との ときの音源を点音源、と言う。

平面 J皮 点音源からの距離が非常に遠くなり ，波面が伝搬方向 に直角な

平面に近づいたような場合，また波長K 比べて十分小さな断面寸法をも

っダク ト内 においては ，平面波となる。

音の強さ 音波の進行方向に霊直な単位断面積を，単位 時 間 ( 1秒間)

I e: 通過する エネ ルギーを音の強さという。すなわち単位断面積当りの工

率( ノマワ) であり ，音の強さを 1 (wat t l  nf ) 音圧を P ( N/nf ) 粒子速

度を V ( m/ sec) とすれば I = P・V となる。

デシベル (d B) 単位 実際1<:: 音の強さや音圧を測定したり 比較したりす

る場合は， デシベル ( dB) 単位を用いる。デシベ J レはもともと 2 つの

パワ ーの比を対数であらわしたものであり， ζ れは主として音響学では

非常に広い範囲の数値を扱わねばならないのと ，耳 lζ 対する感覚盈が

パワ ーそのものにしたがわないで比較的対数的なスケーJ レに追従するた

めである。音響出力 W (wat t ) のパワ ーレベル (P WL ) は，P WL=  

101og10 τ 享一(d B) となり乙乙で WO
は任意にとってよい基準値であ

VV 0  

るが，一般に計算1<:: 便利なように WO= 1O-
12

( wat t ) を用いる。乙の

ようにある基準に対する比の対数で表したものをレベルと呼んでいる。

ま た 齢 制 1 ( wa川 ) の音の強さのレベルは，101og1寸r 畑 〉

であって I o= 1O-
12

(wat t / nf ) を用いる。音圧 P I<:: 対しては，P 2 民 I の

0 2  

関係にあるから音圧をパ ワ比に直して，音圧レベルSPL= 101og10ちE

=201og10手 ( d B) ，乙のとき PO= 2  x l O 叩I nf) が基準値となる。

r o  

デシベル (d B) 量の和 周波数がでたらめに含まれた騒音レベ J レの和を

求める場合はすでにデ、ンベ J レ単位に変換されているので，その数値同志

の和を求めても全く意味がな く図一 1 を用いて次のような方法をとる。

たとえば 2 つの騒音源からそれぞれL ゎ L2 ( d B) の音が同時に到達す

るときの合成された騒音レベル L3は. L3= L1+ D( dB) 但し L1> L2

とし D ( d B) の値は L 1- L 2を求めて図より求める ，乙の ときの補正値

D  (d B) は，同じレベJ レの音が到達したとき ，最大値の 3 d Bを示し ，

両者の差が約 15dB以上あれば大きい方のレベル L1 (d B) そのままと

なる。
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d B  (A)  多数の周 周波数 (0，5 )

波数を含む騒音lζ 対
図- 2

しては ，周波数によって耳の感度の異なる乙とから ，他の騒音との大き

さの比較を行う場合，全周波数域に対して感度補正を行わねばならな

い。図一 2 の等音曲線に対して，図中の太線で乙れらを大略する ζ とが

できる。したがって図- 3のように ，受音した騒音 lζ 対して 10∞Hz と

比べて，低音域および高音域では ，値を小さめに読みとるような回路を

組んでやればとれを通って得られた値は，耳の感覚誌を近似された置と

考えてよい。乙のような感度補正を行う回路を聴、感補正回路といい ，図

- 3 のような補正を行う場合をd B ( A ) の補正回路と呼ぶ，乙の聴感補

正回路を用いた場合は他の目的のための補正回路もあるので，乙れと区

別するためその億に

+10 

はd B ( A ) の記号を 。

付しておく。
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吸音率 壁 tζ 入射す

(dB)  

る音の強さを I とす
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れば，図- 4のよう
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!<:: エネ J レギの一部R 図- 3

が反射 し，一部A が壁体中に吸収され，残りの T が透過すると大別する

I - R  

乙とができる。すなわち I = R + A + T 乙の時吸音率 a はcr = [ 一

ａ Ｋ ｔ ｟ｾ｟ｾｾ＠ ｾｕ｟ｾｾ｟］｟ ｾ＠ !三 d

- - 1ー で定義され，反射音以外透過音を ｾ＠ ^  ｾ＠

含めて吸音と考えられる。 内 1 ｾ ｴふ Ｒ 凸 T

透過率および透過損失 音の透過率 τ は， 寸ｾ＼Ｚｴ ｾＧｩＢ＠ ｾ＠ v . ， 

入射音 I. 透過音T に対して 1' = 子 で 定 義 ｾ＠ - a  

される。一般に建築材料は非常に広い範囲 図- . (

の透過率をもつので，やはりデシベソレ単位で整理される。透過率の逆数

( したがって音の通りにくさ) をデ、ンベ J レで表わしたものを透過損失と

よび乙れを冗 ( d B) とすれば冗 = 1陶 10÷ = l O M o十( d B) 。



残響および残響時間 室内の音源、から音を出しておいて，急に音源、をと

めても ，音はその瞬間になくなるのではなく ，しだい IC減衰していって

問えなくなる。乙の現象を残響という。そして初期の音の強さが6 Qd B

減衰 ( 10-
6
倍) するに要する時間を残響時間として定義する。乙れを

V  

T  (sec) で表せば T = K 吉3 7 ( sec) 但し K は比例定数，V ( rd) は容

積，5  ( nf ) は全表面積，α は平均吸音率であり，その室内の壁の稜々の

材料の表面積を5i (rd) 吸音率を仰 とすれば 日= (51α1+ 52α2+ ・…・ ・+

品 仇) /5，+ 52+ ・-… + 5" となる。乙のととは残響時間を室容積を一定

とすれば，各材料の吸音率と面積を変える乙とによって ，制御できると

とを示している。

周波数特性 騒音および室内音響を取り扱う場合，前者は幅広い周波数

の成分を含み，後者は幅広い周波数域を制御せねばならない。したがっ

て，吸音率，透過損失，残響時間 ，騒音レベル等々の諸畳に関しても各

周波数に対する性状を示さなければ意味がない。おのおのの周波数につ

いて乙れを行うのは頬雑にすぎるので普通必要な周波数範囲を ，連続し

た帯域に分割し ，その帯域内での平均的な性質を示して ，周波数lζ 対す

る諸震の特性を示す。

マスキング効果 ある音を聞乙うとするとき ，騒音が同時に存在すると

非常に聞きとりにくくなるととを経験する。とのとき騒音がその音をマ

スクしたといい ，マスキング効果とよぶ。

音節明瞭度 無意味な「ポ ・ミ・カ ・ヒュ ..J というように音節をで

たらめな 11即 ζ 発声し ，聴取者が乙れを書きとる。そして何パーセントを

正しく聞きとられたかという数値をもって音節明瞭度という。高い明瞭

度を得るためには，音声のレベルや残響時閣が適当であり ，じゃまする

騒音のない乙となどの条件を満さねばならず，音の環境を直接評価する

のに重要な指標の一つである。

反響 ( エコー) 直接音が問えたのち ，分縦して反射音が問える ζ とを

反響( エコ ー) といって，残響と区別する。言葉は短い音の連続した繰

返しであるから ，エコ ーがあると明瞭度は著しく低下 し，音楽でもリズ

ムを狂わせ演奏を不能にするから ，室内音響の障害のうち最悪のもので

ある。一般には ，反射音が直接音より3 O- 50ms ec 以上遅れるとエ コー

を感じるといわれている。

鳴竜 ( フラター・エコー) 天井と床，両側壁などが互いに平行した向lj

壁である場合，拍手，足音などが乙の平行面の聞を多重反射して，ピチ

ピチ … 一，プJ レJ レ… ーなど特殊な音色をもって問える ζ とがある。乙の

ように繰返しの多い反響を ，フラタ ーエコー というが，日光東照宮本地

堂では拍手の音が，天井IC描かれた竜が鳴くように聞えるので ，乙の現

象を鳴竜というようになった。

多孔質型吸音材 グラスウ ーJ レ，岩綿 ，カポ ックなどのように ，毛細管

や連続気泡によってできている材料に音が入射すると，音波はその細孔

中IC伝搬し ，周監との摩擦や粘性抵抗および、材料小繊維の振動などによ

って，音のエネノレギーの一部が熱エネ J レギーとして消費される。その吸

音( 周波数〉特性は ，一般に低音域で小さく ，高音域で大きい。

板 (膜〉振動型吸音材 薄いベニア板やカンパスのような気密な材料に

音が当ると ，板振動や膜振動をし音の エネノレギー の一部はその内部摩擦

によって消費される。その吸音特性は ，低音域の共振周波数で山を作る

が，吸音2容は一般にそれほど大きくな い。

共鳴器型吸音材 空胴 IC干しがあいた形の共鳴器( へJ レムホ J レツの共鳴器)

に音があたる と， 共鳴周波数の附近で孔の部分の空気が激 しく振動し ，

そのときの摩擦熱として音の エネJ レギーが消費される。それで吸音特性

は， その共鳴周波数近辺で非常に大きな値にする 乙と ができる。穿孔板

が剛壁との聞に空気屈を持つ場合も乙の原理を用いており ，開孔率，板

厚，空気屈の各寸法で共鳴周波数が設計できる。

残響室; 去吸音率 実際の部屋での残響計算を行 う場合の吸音率は ，材料

表面 IC音があらゆる方向から均等に入射 した場合の値でなければならな

い。そのような条件を満た し，し かも残響時間の長い音場( 残響室とい

う〉を造っておいて，試料を入れない場合 と入れた場合の残響時聞を比

較して ，その試料の吸音率を求める乙とができる 。乙の場合の吸音率を

残響室法吸音率とい い，各種建築材料IL対する吸音率が多数表にされて

おり ，乙れらを用いて残響計算は行われる。

面積効果 試料面積を小片に分けて測定したときの 吸音率は，大片を 1

枚の試料として測定 した値よりも大きくなる。乙れを面積効果 とよぶ。

乙の原因は試料縁辺における音波の回折現象によるものと考えられてお

り，試料の寸法が音の波長程度以下の場合IC著ししまた吸音率の大き

い材料ほど著 しい。

指示騒音計 あらゆる方向からの入射音に対して等しい感度をもっ無指

向性の音圧マ イクロホンによって，音圧に比例した電圧を発生 し， それ

を増幅 して，聴覚に近似した特性をもたせるための聴感補正回路( 図-

3 参照〉を通して指示計器を振らせるものである。

暗騒音と S N比 ある音源の音だけを選択して測定したい場合は，それ

以外の音の影響をとり除かねばならない。測定対象がないときその点の

騒音を暗騒音といい ， 測定対象の音と暗騒音のレベル差を 5 N比とい

う。 S N比が大きいほど( 測定対象に比べて暗騒音の小さいほど) 測定

対象の音の測定値は信頼できる。

総合透過損失 実際の建物では単一構造の皇室のみではなく ，窓があった

り扉があったりして，いくつかの異なる透過損失をもっ部分から構成さ

れている。乙のような壁体のもつ遮音能力は ，総合透過損失で与えられ

る。すなわち平均の透過率 τ は，それぞれの部分の透過率，面積を ri ，

5i とし ，総面積を 5 ( =5，+・・・+ 5n) とすると τ = (5，1" ，+ …… 5iη +  

+ 5n1"，，) / 5となり ，総合透過損失π ( d B) は，冗 = 101og1ふd B)

で定義され，乙の値が単一壁の透過損失が間仕切壁として用いられる場

合と同様に取り扱われる。乙乙でとくに注意されねばならないのは ，た

とえば鉄筋 コンクリ ート とガラス窓の透過率を比べると ，後者が前者の

10
3
倍位大きいので，平均透過率は窓部分の面積と透過率で決定される。

すなわち各部分のうちもっとも 小さな透過損失をもっ材料が総合透過損

失を支配し ，小 さな関 口ですらその壁体の遮音能力を激減させる。

遮音に関する質量則 一般に単周壁において，壁の函密度が大きくなれ

ば透過損失が大きくなり ，密度が 2 倍になれば， 透過損失は 6 d B 大き

くなる。ただし ，壁の共振周波数が表われたり ，コ インシデンス領域に

はいって壁が屈曲振動するととろでは，乙れと異なった性質を示す。

点音源と無限長線音源からの距離減衰 点音源、の音響出力をW (wat t )  

距離 γ ( m) 離れた点での音の強さを 1 ( wat t /rd) とすれば，乙の音源

の出力 W は，球面状に広がるから I = W/4;r y 2。一方多数の自動車が走

行するような無限長線音源において単位長さ当りの音響出力をW( wat t

/m) とすればとの場合はj波面は円筒状lζ 広がるのでI = W/2πγ 。すなわ

ち，点音源、の場合は音の強さは距離の 2 乗 IC反比例し ，無限長線音源、の

場合はその l 乗 IC 反比例する。両式をデシベ J レ単位IC直して比較すれ

ば，音源、からの距離が 2 倍になれば，点音源、では 6 dB ，線音源では 3 d B

の減衰がある。

拡散体 室内の音の拡散をよくして音圧分布を一様にする目的で，壁や

天井を塀風折にしたり ，円筒面，球面，ピラミッド型，山型，その他不

規則なさまざまの凹凸を取りつけるととが多い。どのような形であって

も波長程度の寸法の不規則性があれば，その周波数以上に対して有効で

あると いわれている。

ハウリング ハウリングとは ，スピーカから出た音がマイク ロホンに は

いり，増幅されて再びス ピー カからマイクロホンにもどる。との ζ とを

繰り返 して発振状態となり ，ピー， ギヤ ーと鳴音を生じるととで，拡声

装置を用 いる音場では， 乙れをいかに制御して安定に必要な音圧まで増

幅できるかを計画しなければならない。
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GOTEBORG 古 い 町Z Y ? 通 体 系

土 屋 敦 夫

ヨーテボリの歴史と現状

ヨーテポリは人口 45万人 、スウェーデン第 2 の都市で、 u易と造船で栄えて

いる 。 この都市はグスタフ ・アドルフ 2 i ! tが1619年より、オランダから都

市計画の技師を" 乎ぴよせて、 Got a Al v )!I の河口に減柴都市として建設させ

たものである 。 図 一 1 は1682if のプランで、民型の陵のまわりは堀でかこ

まれ、直交する街路と運河の構成は J レネサンスの理想都市のパターンを示

している 。 そしてこの内角な街区と道路パターンは、南北方向の運河がう

められて道路 として使用されているほかは、そのまま現在に残っている 。

18世紀にヨーテポリは地の利をいかし、経済的限iffi をとげ、 19世紀はじめ

には 1万 3 T- 人程の人口を持つにいたった。 このころ無用になった城磐は

とりはらわれ、その外i則は現在は英国風の広大な帯状の公園になっている 。

都市内の建物はもとはほとんどが木造であったが、 1800年代初頭に二度の

大火にあい、それ以後は、古風なフアサードを持つ 3 - 41}皆のレンガ造の

池物に建てかえられた。

なお 中央のilli 百Iの北側IJ は17世紀以来の市庁合や18世 紀の束インド会社の建

物 など 、ヨ ーテボリの都市建設と同じころにできた古い建物があるブロッ

クになっている。 (1)

以下は、 1971 年 6 月の I. F .H.P. の国際会議に提出された、ヨーテポリ市

(2)  

当局の 2 つのレポートをもとに、歴史的郎市ヨーテポリにおける保存と開

発の調和の努力を紹介するもので、それは古い都市の文化遺産を残し、そ

のスケールに合わせた再開発を行っているものであふさらに都心部にお

ける交通マヒを、ほとんど現在の街路のままで¥思い切った 一方通行と、 ト

ラフィック ・ゾーン ・y ステムという新しい交通休系の採用により解決を

計ると同時に、公共専用レーンをもうけ、市m、パスといった公共輸送機

関の効率化をめざしている点など、興味深いものである。

1  . ヨ ー テ ボ リ 再 開 発 計 画

計画の目的と概要

ヨーテポリ再開発計画は、 1959年に決定された次のような基本方針にした

がって行なわれているのである 。

①都心部の計画はその都市の文化的歴史の一帯11 とみなさ t下手べきであり、

建物の大きさも同様のものでなければならず、都市の: i ! J [ 統的な発展のため

の計画としてとらえられるべきである 。

②既存建設地 区内では、北京地区に広がるスラム地区を再開発することに

よって、そう い った都市の発展に対し有効に対処しうる。

図ー 1 1682年のヨーテボリの地図

= 二- - デンマーク

言
f  ドイツ /  ポーランド

(  . 、

①周囲からはっきりと区切られていて卜分な大きさをもち、よく活用され

ていてはいるが食い荒されていず、安JJ 来的に公共ならびに例人輸送機関に

支えられている都市の姿こそ、われわれの達成しようとする日的である 。

この計画は図 - 3 に示されたように H"ii 1ft I  ，心としての初心の地位を 113めよ

うとするもので、その他の |刻i主事業である銀行、保険会社、地 }J 公共機関

などが集められるとともに、仕 目 ｊｾ ［ｉ［Ｇ終ってからあとの人々をひきつけるた

めに、ホテル、レストラン、スポーツ娯楽地設などもここに立地する 。

古くなって 、悪化した雄物を新しく巡りなおすことは以前は点的な L の だ

った。 しかし今ではこういったとりこわしは、用途地域ilill ゃ，建物のデザイ

ン、道路、駐車場など全体的に JI・固されたプログラムにそって統合される

ようになった。

とうして、再開発が徐 q により広い地域をまきこんでゆき、スケー J レが大き

くなってゆくにつれて、古いものと新しいものははっきり対立するようにな

っていった。屋恨の紛i を水平に保つために雄物の向きが制 l燥され、新しい，ill

ｾの垂直的なファサードのリズムが古い，建物の自然、な小さなスケールに適

応するように努力がなされてはきたが、多くの場合、建築家は期待された効

果をあげておらず、人々の問に新しいものに対する! 必↑ 占的な反省主をひきお

こしている 。 そして古い雄物とその街路を保存しようという運動が現在で

は起きており、そういった建物が古い記念物になるか、おしきせの都市計画

のとおりに新しい建築になるか、それぞれ決定をせまられているような状

況で、今のところ計聞が新しい ill 設活動をリードしているとは L、いがたい。

この再開発計固め主要なポイントは、交通計画においてトラフィック ・ゾ

ーン ・システムという新しい体系を採用したことであるが、それは後でく

わしく述べることとして、この計阿の特徴の一 つは歩行者専用道路網の制

極的位置づけである 。 この自動J j I のi l f I らない道を人は歩いて古い J也氏と新

しい地区をいきさできるのだ。 内い街路は新しく歩行者道路に衣がえして、

楽しい雰囲気をつくりだし、人身と早? との! 日lの自然な後触をうみだすので

ある 。 また北東地区はすでに古い雄物はとりこわされてしまって、 図 - 5

のように最新商業地区として生まれ変わるであろう 。 そこでは歩行者は屋

恨のある、気候調節された辺を歩くことになる 。 郷市内のこういった歩行

者専用道路を歩くことによって人々は12かな体験ができ、古いものと新し

いものとのたえまのない必藤を知ることができるであろう 。

実施のための組織

布11心の更新ということはいつも磁波と再処を通じてなされるものである 。

今まではそれは土地所イT才; ゃ必企業の手で、自分i主の怠のままになされて

きた。 しかし紋近では再i } 日発の一 つの単位がより大きくな って、行政当局

図 2  1870年代のヨーテポリ 港の風景
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がそれをコントロールしなければならなくなった。 ここ十年程の間続けら

れている広い地域の集合住宅の建てかえの場合でも、行政体は 50% 地方議

会の資金で地 区建設組合を設立し、その監管にあたらせた。この建設組合

は市の定めたプログラムにそって動いている 。

現実の都心部においてはコミュ ニ ティなどありえない。 そこでの開発は自

由な私企業問の調整を通じてのみ可能であり、その調整機能をはたすもの

は都市計画担当局や、そ こに設置を認められた駐車場の有無などといった

土地 条件なのである 。 いろいろな建物の再建計画の行政的な仕事は、ふつ

う各個の目的のために組織された特別会社の責任の下でなされるが、市当

局は計函用 地 を確保するために 、必要ならばいつでも間に入り、土地収用

権を行使することがゆるされている。なお、市は北西地区内を再開発し、

地方公共団体の建物を建てるために特別会社にあたるものを設立している 。

この北西地区は多くの業務用の建物と文化遺産として価値のある建物があ

る所であって、このように市当局が再開発に参加するという こ とで、これ

らの建物が市の新しい重要な構成体になっていくことは確定的である 。

さらに市は緊急の課題である駐車場問題を全体的に指導するための駐車場

会社も設立した。これは具体的な駐車場計画を作成し、おのおのちがった建

物の開発を遂行するために設立された特別会社の組織の中て¥関係団体や

企業や信用組合の協力の基盤を作ることを目的としている 。しかし、各駐車

場の大きさとその配置については 、市がすべて決定権をにぎっているのである 。

計画の進行状況と問題点

世界中の多くの都市と同じように ヨーテポリでもスラムクリアランスと

その復興に対して賛成論と反対論とで活発な議論がなされている 。 こうい

った議論はスウェーデンにおいて、全体として最大規模の再開発がなされ

ているヨーテボリのような都市においてはじめて可能になったのであり、

その結果、今では再開発に対する反対運動が組織されている。この運動のリ

ーダーたちはほとんどが若い学生て¥彼らの行動は過激論的で政治的傾向

を帯びたものであるが、思いがけなくも、新聞やマスコミにある程度は支持
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されている。ここで彼らがいちばん問題としているのは、コミュニティが早

〈変りすぎることと、再開発のもたらす鉄とコンクリートの姿の冷たきと

単調さなのであり、こういった動きには古い環境のもっている箆かさと多

様さに対する郷愁というような思慕があると考えられる 。 しかしながらそ

ういう人々はつねに、今スラム住宅プロックにおいてはっきり見られる欠

陥やその貧困について、わすれがちであるというのが問題である 。

ともかく、そういった運動の結果から、最近では全面的な再開発にかわって、

改良的再開発という要求が高まりつつある。つい先頃行なわれた建物の建

てかえについても、こういった両方の議論が広げられると同時に深められ、

コミュニティの改造によってもたらされる社会的、経済的影響が予想され、

人々がそれに対処しうるよう計画されている 。

いずれにせよ都市の再開発を続けていくことの重要性がますます理解され

ていくのに対し、古いものに目を向けてゆくことによって、その再開発の

イデオロギーが大きくゆれ動いたことは認めねばならない。 また同時に計

画されたことが一般の人々に与える影響に対して 、 この主主の恨民主主義の

形成によって示されたように、いろいろな要求がさらに高まってくるのだ

ということが明らかになった。破壊と再建の作業はそれゆえ社会的、感情

的反慌をもたらすということが特徴的なのであって、しかもそれは都市内

ではビジネス地区の再開発止り、住宅地区の再開発において、より顕著な

のである。だいたい、当局はこのような反携を軽んずる傾向にあるわけだ

が、 一方 、 それに対し反対意見を表明することはしばしば単に宣伝したい

というだけのものであったり 、全〈政治的、もしくは利己的動機をおおい

かくそうとするものであったりする場合が多い。 たとえば商業的な都市の

中心部の計画でも、表に 出 された意見は基本的には街路とそこでの交通規

制に関してであった。 つまりそこの商業者逮は狭い立地条件内にできるだ

け多くの駐車場の要求をしたのであるが、多くの人たちの目には、こうい

ったパーキングの設備は、自家用車族たちが都市に交通混乱と騒音を引き

起こすものであるとうつるのである 。

II . ヨ ー テ ボ リ 交 通 計 画
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ヨーテポリの都心部において交通状態は 1960年代を通じますます悪化して

いった。通過交通が都心を通るため、長い渋滞の列ができ、その結果とし

て公共輸送機関のスピードが1800年代の鉄道馬車のスピードにまで低下し

てしまった。 また自動車交通のやむことのない士哲大は交通事故や騒音、排

気ガス公筈など様々な悪影響をおよぽしている 。 そういった状態を部分的

にでも解決するために、 1970年 8 月18 日よりヨーテポりではトラフィック ・

ゾーン ・システムが採用されたのである 。

計画の背景

この計画の笑施にあたっては笑に長い間研究がなされてきた。 すでに 1956

年に交通問題を解決するための委只会が結成され、次のような答申を出し

ている 。 それは①通過交通の排阪ID一方通行の採用③全体的な交通計固め

必要性④公共輸送機関の効率化などである 。 そして 1959年に採択されたヨ

ーテポリ都市計画の基本方針から、前述のように交通計画にいくつかの課

題を与えられたのである 。

1960年代前半に西ドイツのプレーメンで都心の交通条件の改善のためにな

されたこころみがかなり効果的であったということが伝わってきた。

とくにこのプレーメン計画の注意深い検討をしたヨーテポリの市街電車の

交通局は都市計画局に対し、同様のシステムがヨーテポリで笑施可能かど

うか調査するよう要求した。 1964年に都i T i il 十四局は都心部にトラフィ ック・

セクター ・システム ( トラフィ ック ・ゾーン ・システムの原型) を採用す

るマスクープランを提出し、翌年市当局はこれをうけいれ、それに少し修

正と補足を加えた計画が1967年談会で可決され、さらに継続的な計画作業

の基本を作るよう決定した。 その年、公共輸送研究体は道路計画といっし

ょに公共輸送機関に対する所見を提出した。 それによると、これ以上、市

電路線をふやすことは経済的な蘭から問題であり、現在の路線内で適当な

交通量を確イ呆し、調和のとれた姿にすべきであり、そのためにもこのシス

テムを採用すべきであると提言 した。 というのは、この間に交通事情はま

すます悪化してゆき、とくに土日誌日はたくさんの人が中心部へ買物などに

出てくるため多かれ少なかれ 7 ヒが起こるようになった。都心へ向かう自

動車はジユズつなぎになり、市電やパスもそれといっしょに何時間もとじ

こめられてしまう 。 とくに市電はその任務を果すためにもっとサービスを

よくする必要があった。 というのは、走行経費が地大し、赤字になり、運

転手遥はゆがめられた状態で働いていたのである 。 これは一 つはスピード

の低下により時刻表のとおりに走ることができないということと、もう 一

つは今まで市電に釆りなれてきた人遠からあいそをつかされだしたという

こと、つまり市電に乗りあわせた人からも、' i 1 I 停で待っている人からも見

限られ始め、乗客が減少しだしたことによるのである 。

1968年市議会は予算をつけて、都市計画局の交通計画課に交通状態の詳細

な調査を命じた。 これは 1969年春から秋にかけてなされ、各秘交通機関の

交通量だけでなく、駐車状態、公共輸送機関の輸送効率、歩行者や商業交

通の調査なども含まれていた。 それにより、 1 日におよそ 10万台の自動車

が都心部へ流れこみ、そ のう ち約半分は通過交通のための ものであること

やラ ッシュ時の電車は平均時速で 5 km 以下にな ってしまうことな どが判明

した。

図 - 4現在のヨーテポリのまちなみ 写真/ 丹閏悦雄

最初の実験

交通計画課は交通問題を解決するため のいくつかの提 案の一つを実験 して

みる機会を得た。 1968年はクリス 7 スの ショ ッ ピングのために商腐の 日曜

営業が許可されていた。 そしてこれはただちに交通混乱をもたらした。 そ

して翌1969年に消防局長はもしことしも 7 リス? ス ・ンヨ y ピングの WI聞

が前年のようなことになれば、もう消防活動を満足に果すことができず、

責任は負えないと表明した。 そして彼はプラ ッセ J レのデパートでおきた火

事の悲惨な状況を引用し、当局にすくなくともクリスマスのラ ッシュの期

間だけでも自動車の交通規制を行うよう要求した。 この問題は交通準備委

員会で議論され、日曜営業の予定されていた69年 12月7 日、都心部の南側

(図 - 6 の S とs o地区) は一部の自動車を除いて歩行者専用地区にされ

た。 これは計画どおりよい結果をもたらし、絞< 13 日と 20 日の土蹴日にも

同じシステムが採用された。交通計画課はこの問、交通量、駐車状況、騒

音、大気汚染など総合的な調査を笑絡した。 このかなり限定されたこころ

みから得られた結果は非協・によか ったため、このシステムを土蹴日だけで

なくすべての平日にも笑施できないかどうかどうか、研究された。

交通計画の作成とその実施

最初の都心再開発の基本方針や、 69年春になされたその経済予 iJII Iや、交通

計画課の調査などから次のように交通計画の方向が決定された。

①都心における歩行者の環境を改普すること

②公共輸送機関の輸送効率を改普すること

③作成した計画をすぐ笑施するように硲約すること

④その計画はあまり反携を招いたり、出資がかさみすぎたりしないように

すること

そういった方針にそって 、交通計画課は次のような 2 つの基本線をうちだ

した。

①トラフィック ・ゾーン ・システムを提案すること

②ペデストリアン ・ゾーン ・システムについて前向きに考えること

しかしながら、このペデストリアン ・ゾーン ・システムの意味する歩行者

専用地区をもうけることは交通計画諮問委貝会において、これを適用する

権限が明確でないのと、永続的な歩行者専用地区をつくればその地区内で

の商品輸送のめどがたたないという理由のため否定されてしまった。

トラフィ ック ・ゾー ン ンステムは次の 4 つの要求を満たすものとする 。

①ゾーンで分割することによって通過交通を制限すること

②ことなるゾーン問をまっすぐ直接自動車でいけ長くすること

③そういった自動車は都心の周辺の環状道路にまわすこと

④各ゾーンの内部へ流入もしくは流出する自動車を枇少限度におさえるこ

と

こういった要求から図 - 6 のように、今までの幹線道路で都心を 5 つに分

けたトラフィ ック ・ゾーンが計画された。 その各ゾーンの接する所、すな

わちもとの幹線道路を横切って横断することは歩行者と公共輸送機関と緊

急車以外は禁止された J3) しかしながらここで自転車とモ ペ y トだけは歩行

者が早〈目的地へ行こうとするため の補助手段であるとみなされ 、その適

4 副長

図 - 5北東地区の再開発完成図
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用から除外された。そしてさらに、細街路についても一方通行が実施され、

駐 車可 能道路にはその制限をせずに商品輸送のための便宜がはかられた。

パスと市電に対じては前と同じ J レートでよ りスピードアソプするために公

共 専 用 レ ー ン が も う け ら れ た 。 な お 、 パ ス は 以 前 は 道 路 の 歩 道 わ き の 道 端

に停車していたが、公共専用レーンが道路中央にできたため、市 ｾｉｌ と同じ

道路中央の安全地帯を停留所として共用することとなった。そしてこのト

ラフイツク ・ゾーン ・システムは70年 の 4 月に係用が決定し 、70年 8 月18

日より実施ときめられた。

それ以後、都市計画局と道路建設局は準備に追いまくられた。 前者は 7 月

にソ'ーン ・システムを説明 した 2 種 類 の パ ン フ レ ッ ト を 発 行 し 、 一 つ は 会

社 ・官 庁 向 けに 6 ，000部、もう一つはすべての家庭に 300 ，000部配布した。

また実施 3 目前から新li f I などで大々的なキャンペーンがなされた。後者は

信号や道路標識のつけかえ、交通をウ固させるための路上標識の準備をし 、

当日は大量の警察官が動員された。なお、この実施にともなう緊急事態に

備 え る た め 、 実 際 に は 使 わ れ な か っ た が 、 響 察 署 と 市 当 局 に 特 別 電 話 が 設

澄されたりした。

計 画 実 施 後 の 結 果

このトラフイック ・ゾーン ・システムの実施の結果は自に見えてあらわれ、

数ヵ月後には次のように総揺された。

(1)自家用車はだいたいこれにうまく対応したといえる。それによる交通量

の変化 は市内のもとの幹線道路では例外をのぞき 15- 70% 交通誌が減少し

たのに対し、都心のまわりの環状道路では 10- 25% の増加がみられた。こ

ういった変化は大きくいって、経験的に前もって予 iHl Iされたとおりであり、

予定どおりの効果をあげたといえる 。

(2)公 共 輸 送 機 関 、 とくに市屯に関しては調査の結果でも所要時間について

は、はっきりした変化がみられなかった。これは市屯の全路線中、ゾーン

システムが採用されたのが短かす主たためであると考えられる? ) しかし 、

前よりはきちんと時間どおり運行することが可能になり、乗客の信用は増

しつつある。これによって、釆客数は確実に増加したと思われるが、その

調査結果はまだて・ていない。

(3)歩行 者については、市の中心では前より静かになり、大気汚染も j威り、

このために彼らにより楽しく、自 由 な動きを与えることが可能になった。

(4)交 通 事 故 に つ い て は ま だ こ の シ ス テ ム に な じ む に は 早 す ぎ 、 決 定 的 な 結

論 を 下 せ な い が 、 予 期 し た よ う に 市 の 中 心 で は わ ず か に 減 っ た が 環 状 道 路

ではふえた。全体についてみると、 69年 以 来 道 路 の 安 全 性 は ど ん ど ん 低 下

しており 、70年の交通卒故は前年よりかなり多い。

(5)大気汚染と騒音についてはかなりよい結果が得られた。ある都心、の交差

点において騒音は 7 4 d B Aから 6 7 d B Aに、つまり半分に減り、汚染は co濃

度て' 6 5 p p mから 5 p p mlこ改普された。

(6)各ゾーン内のパーキングの利 用状況は金暇日午後と土躍日午前について

は25% 程増加しているが、その他の日では減少した。

(7)このシステムの実地は商業組合では鰍極的に賛成されたものである。そ

れによる商l苫への影響はね の腐の調査において、明らかに前より客のI肘JI1

したものは 3 分 の l 、また減少したものも 3 分 の l あることがわかった。

なおより詳しい調査を今実施中である。

(8)タクシー会社はこの計画の笑施にいちばん強〈反対した。彼らはタク y

ーは公共輸送機関とみなされるべきであって、公共専用レーンを市電やパ

スと問機に使えるように要求した。しかし警察が一つをこのシステムから

はずすとシステム全体がくずれてしまい、専用レーンの使用は市電やパス

の輸送効率を悪化させると強い反対をし、とりいれられなかった。

このように全体的にみて、 トラフィック ・ゾーン ・システムはよい結果を

もたらし、 一般 か ら も 好 評 で あ る 。 そ し て 市 当 局 は 1973- 4 年 を 自 僚 に こ

のシステムの適用範囲をさらに広げていこうと計画している。今のところ

の問題点は、夜間必要もないのに大まわりをしなければならないことであ

るが、これも数年後、第二段階にはいれば多分解決されるであろう。

お わ り に

ヨーテポリ市当局のレポートの要約は大体以上のとおりである 。 この前半

の再開発計画でのべられた開発と保存に関する混乱は興味あるものである。

すなわち、このレポートの作成者である市当局は為政者特有の進歩主義的

な計問者の思想であるのに対し、それに反対する保存の側は、たとえそれ

がヨーロソパ流の「古いものはよいものだ」という発泡! に基づくものであ

るとしても、その進歩恩怨に対し、生活者として似底的な疑義を投げかけ

ているものなのである。いずれにせよ開発と保存とは、それぞれことなっ

た立場と心情を代表しているものであり、ひとつの都市を全くの観光都市
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にしてしまうならいざ知らず、都市が現代的変容をとげながら両者をうま

く調和させてゆくことは容易なことではない。これは今後の謀題である。

しかしながら、こういった 小 さな都市でもたとえば限 界点 に 達 してい る交

通問題に| 刻しては、あくまでも公共輸送機関のサービスの 向 上 を最上 位 に

すえながら、かなり長期的展望をもって全体的な計四にと り くみ 、 それを

実 行 し て ゆ く 能 力 を 持 っ て い る こ と は 、 現 代 の 日 本 の 状 況 を 見 る に つ け て

も、大いに評価きれなければならないだろう 。

ば( 1 ) Int ernat i onal  F ederati on  01 Housi ng Pl an の国際会議、世界50ヵ固から 700

人の参加の下でユーゴスラピアの首都ベオグ弓ードで聞かれた。会議のテー? は く都市に

おける新しいものと古いもの> ( t he new and the  t radi t i onal  in t he s ame  ci ty ) であ

った.

( 2  )TJi¥1，Got henbur g' s Inner  C it y， a  Cas e  St udy， T own  Pl anni ng Offi ce. Got h 

enbur g， T own Pl anni ng Depar t ment  

T r aff ic Zone  S ys tem in Gothenbur g， T own Pl anni ng Ol l i c e- Got henbur g， Traf f i c  

P lanni 昭 Depar t ment. (上回鴛氏の提供による )

( 3  ) 具体的には図 - 6 においてたとえば、 S I也区から N V '也区に車でい〈とすると、 S 地

区内白い矢印町出口からl 1 ¥て環状道路に乗り、ぐるっとまわって N V地区町娘矢印より入

らねばならない. しかし実際には S 地区の中心と N V地区内中，心は 300m緩しか離れてお

らず、そんな i車問りをせず枇短距離を歩いて行〈か、市¥1 L か川スを平IJm した方が、よほど

てっとり早いのである.

( 4  ) トラ 7 イック ゾーン システムの実地された都心部は直径 1 km程て・ある( 図 -3参照)
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E.  A .  Gut k ind， Urban  Development in the  Al pi ne  and S candi navi an  Count ri es 

っちゃあつお( 生活空IIIJ;I"研究会会只)

GOTEBORG 



日 本 建 築 協 会 f

月間の動き

口昭和46年10月分口

理 事 会 1

28日 4 時- 5 時半於会館集会室

出席者塚本，福田正副会長ほか12理事

小西監事，井手京都， 一円東海各支部長

議事(1)純l則一部改正の件( 会質改定)

(2)定時評議員会開催の件

(3) 忘年懇親会開催の件

(4) 会勢委員会( 仮称) 設置の件

(5) 入退会者承認の件

(6) 報告事項

総務会計合同理事会

14日 111侍~午後 1時 於 会 館 集 会 室

出席者佐野総務，山田会計各主幹理事

ほか 8 理事

議事(1)細則一部改正の件( 会費改定)

(2) そのほか

理事，評隊員有志懇談会

7 8  3 時半- 5 時半於会館集会室

出 席 者 塚 本 会 長，小林清，尾I [ J . ，田中各

理事，星，前野，山本各評議員

議事(1)協会の現況について報告

(2) 協会の発展について懇談

出 版 委 員 会

構造部会

5 日 6 時- 8 時 於 会 館 集 会 室

出席者宮川幹事ほか 2 名

議事(1)コンピューターと構造設計に関する図書

の企画について

(2) そのほか

意匠計画部会

19日 51時半- 7 時半於会館集会室

出席者小林委員長ほか 3名

議事(1) 木造建築シリーズ出版計画について

(2) 住宅設備関係図書の企画について

(3) そのほか

住 宅 委 員 会

阪神百貨底との惣談会

5 日 6 時- 8 時 於 本 み や け

出 席 者 阪 神 側 滝 本 課 長 ほ か 3 名

協会側岡橋委員長ほか 6 名

第 8 回よろず相談住宅展の反省と今後の企画

などについて懇談

事 業 委 員 会

広報小委員会

6 日 6 時- 7 時半於会館集会室

出席者 三品副委員長，小泉，田中幹事

ほか 4 名

議事(1) 第12回(10月- 12月) 展示写真の実施報告

(2) 第13回 ( 1月- 2月) 展示写真の企画に

ついて

(3) 第 1回「超早強セメントコンクリート J

についての説明会実施報告

(4) 第 2 図説明会実施計画について

(5) 本年度の事業企画について

(6) そのほか

若い会員の集い小委員会

7日 6 時- 8 時 於 会 館 集 会 室

出席者柳副委員長，奥尾，佐々木幹事

ほか 6 名

議事(1) 第 2 回，第 3聞の集い経過報告

(2) 第4 回の集い「ふるいまちとあたら しい

まちシリーズ(1) J について

「大和の民家集落を訪ねて』

(3)第 5 回 ・第 6 回の集い「ふるいまちあた

らしいまちシリーズ(2) ー(3) J について

「住宅団地の歩みを訪ねて J r給括の座

談会」

(4) 第 7 回の集い「オー J レ建築人ボウーリン

グ大会」の企画について

(5) 第 8 回の集い，第 9 回の集いの企画につ

いて

(6) そのほか

見学会小委員会

11 日 6 時- 8 1時 於 会 館 3 階会議室

出席者堤副委員長ほか 3 名

議事( 1) 9 月に実施した見学会の報告

(2) 10月- 12月の見学会企画について

(3) 1月以降の見学会について

(4) そのほか

忘年想親会小委員会

12日 6 時- 8 時 於 会 館 集 会 室

出席者大橋副委員長，上回 ，篠田，田中

森，各幹事ほか 7 名

議事(1) 忘年懇親会の計画について

(2) 予算案について

(3) 分科会の編成について

(4) 小委員会の迷営について

(5) そのほか

委 員 会

13日 6 時- 8時 於 会 館 集 会 室

出席者北垣委員長，窪田，田村，堤，三品，

柳各副委員長，小泉，奥尾，各幹事

議事(1) 各小委員会の事業報告

(2) 10月- 12月までの事業企画について

(3) 本年度の事業企画について

(4) そのほか

第 4 回若い会員の集い

ふるいまちあたらしいまちシリ ーズ(1)

一大和の民家集落を訪ねてー

23日・ 24日 (  1泊 2 日・パスツアー〉

現地解説者

工 学 博 士 林 野 全 孝 氏

( 近畿大学助教授)

足達富士夫氏

( 奈良女子大学助教授)

宮 沢 智 士 氏

( 奈良国立文化財研究所技官)

見学建物

大和郡山市

奥野義夫氏宅，浅井吉次郎氏宅 ，吉岡広

治氏宅 ，丸井昌二氏宅，南新作氏宅

橿原市今井町

称念寺，今西武次郎氏宅 ，登回 ・音村 ・

ほか町家数件

五条市

栗山正一氏宅 ，栗山亮作氏宅，柏田文彦

氏宅，吉川忠秀氏宅，ほか町家数件，桜

井寺

・24日は，パス会社の不手際で帰路のパ

スが使用できず，参加者にど迷惑をお

かけした ζ とをお詑びいたします。

多加者 37名

忘年懇親会受付分科会

26日 正午- 1 時 於 会 館 集 会 室

出席者 田中幹事ほか 3名

議事(1昨業内容について

(2昨業と担当委員について

(3) そのほか

忘年惣親会抽せん分科会

26日 6 時- 8 時 於 会 館 集 会 室

出席者篠田幹事ほか 4 名

議事(1) 作業内容について

(2) 作業と担当委員について

(3) そのほか

忘年懇親会会場分科会

26日 6 時- 7 時半於会館集会室

出席者森幹事ほか 1;名

議事(1昨業内容について

(2)作業と担当委員について

(3) そのほか

忘年惣親会小委員会

29日 6 時- 8 時 於 会 館 集 会 室

出席者 大橋副委員長ほか 9名

議事(1) 各分科会の報告について

(2倍、年懇親会の計画の詳細について

(3) 賛助金貸，寄贈品，土産袋などについて

編 集 委 員 会

表紙デザイン小委員会

7 日 l 時- 2 時半於会館集会室

出席者 中馬宗武，三谷真喜子

ゲスト= 島村昇氏

議事(1) 来年の表紙デザイン担当者について

(2) 来年の表紙デザインについて

(3) そのほか

委 員 会

11 日 4 時- 6 時 於 会 館 集 会 室

出席者鳥田委員長ほか B名
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議事(1)11月号= i第 18回青年技術者J 特集経過

報告

(2) 12月号= i 自然とレジヤ空間」特集報告

(3) 1月号= i 冬季オリンピックと札哩持集

報告

(4) 2月号= i t却 号記念号」特集報告

(5)3月号特集企画

(6) 建築の眼新執Z医者選定

(7)海外写真新執筆者選定

(8) 来年度表紙の件

(9) その他シリーズの件

uo作品作風小委員会札幌調査の件

Ul) そのほか

作品作風小委員会

11 日 6 時- 8 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 中 山 ， 永 井 委 員

議事(1)北海道調査の件

(2)12河号作品選定

i 600号記念」編集特別委員会

16日 12時- 3 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 岡 田 ，坂本正副委員長ほか 5 名

議事(1)都市問題 ・住宅問題 ・防災問題( 再録を

含む) の報告

(2) 建築論の報告

(3) 漫画の復刻報告

(4) 住宅 コンペの報告

(5) 創刊号の復刻

(6) インタビューの件

(7) そのほか

作品作風小委員会

26日 6 時- 9 時 於 会 館 3 階会議室

出 席 者 平 内 主 査 ほ か 7名

議事(1)札幌の新建築調査結果報告

(2) 12月号掲載作品決定

教 育 委 員 会

委 員 会

14日 12時半- 2 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 谷 口 委 員 長 ほ か10名

議事(1)建築へのコンピュ ータ一利用講習会につ

いて

(2) 建築主主礎工法講習会の企画について

(3) そのほか

工高生教育小委員会

20日 l 時- 2 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者斉藤副委員長ほか 2 名

議事応募規程による応募作品の検討

工高生デザインコンクール審査会

27日 1時- 5 時 於 会 館 集 会 室

出席者 扇回審査委員長ほか 7 審査員

上野幹事ほか l 名

第17回工高生デザインコンク ール応募作品の

審査

法 規 委 員 会

( 本会 ・大阪府建築士会 ・日本建築家協会関

西支部 ・日本建築学会近畿支部合同)

20日 3時- 5 時 於 会 館 集 会 室
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出席者福田協会委員長，清水士会法規委

員長，山西家協会業務委員長，片

倉氏( 白石学会規準小委員長代理)

ほか16名。講師: 納庫正信氏

議事(1)建築業務基準原案について

( 小住宅を中心とするもの)

(2) そのほか

建 材 委 員 会

千代田建材工業 (株) 貝塚工場と山陽木材防

腐 (株) 大阪工場見学会

21 日 1時- 5 時半

参加者 13名

建 築 デ ー タ シ ー ト 委 員 会

委 員 会

20日 6 時- 8 時 於 会 館 集 会 室

出席者松村副委員長ほか 5 名

議事(1)データシ ート の発行計画について

(2) ファイルの背表紙について

(3) データシートのパックナンパアの販売に

ついて

(4) そのほか

見 学

. d.  

コE

松下電器産業 (株) 奈良工場の見学会

8 日 l  時半- 4 時

参加蓄 15名

協和銀行大阪支庖事務センタ一新築工事 (第

1期) の見学会

( 本会 ・大阪府建築士会 ・日本建築学会近畿

支 部 共 催)

15日 3時- 5 時

参加者 61名

設 計 監 理 松 田 ・5字国 ・坂本設計事務所

施 工 鹿 島 建 設 株 式 会 社

建仁寺並びに西行庵の茶室見学の会( 第 1 回)

23日 2 時- 5 時

参加者 33名

講師

工 学 博 士 岡 田 孝 男 氏

議 J寅

( 帝塚山学院大学教授〉

4 与

=  

i 21世紀関西グループ」による

21世紀の日本未来像講演会 (第 2 回)

( 本会 ・大阪府建築士会 ・日本建築学会近畿

支 部 共 催 )

16日 2 時- 5 時

聴講者 125名

国土構成の将来

於大阪科学技術センター

京 都 大 学 助 教 授 工 学 博 士 上 回 篤氏

京阪神都市地域の将来像

京 都 大 学 助 教 授 工 学 博 士 三 村 浩 史 氏

第 12回 関 西 都 市 ・ 住 宅 会 議 |  

( 本会 ・大阪建設業協会 ・大阪市街地再開発

促進協議会・大阪住宅建設促進協議会 ・大阪

府建築士会 ・日本建築材料協会 ・日本建築家

協会関西支部 ・日本建築学会近畿支部共催)

29日 1時- 5 時 於 大 阪 商 工 会 議 所

聴講者 160名

テー 7

「大阪都市闘における交通問題」

ノマ才、ラー

京都大学教授 天 野 光 三 氏

近畿地方建設局企画部長 飯 塚 敏 夫 氏

国鉄 ・大 阪 駐 在 理 事 室 次 長 梅 原 達 朗 氏

大阪市交通局高速本部計画部長

早 木 保 則 氏

大阪府企画部企画室長( 司会) 桝井 孝氏

阪急包鉄企画室次長 八 木 久 郷 氏

3会 事 業 委 員 長 打 合 会

21 日 正午- 1 時

於日本建築学会近畿支部

出席者 山田学会委員長ほか事務局員 5 名

1  1月以降の共催事業について打合せ

10月 の 入 会 者 ( 敬称略)

〔個人会員 13名〕

石 }II 直 悶 村 昌 一 j 三 谷 智 夫

小 線 元 春 高 橋 嘉 男 村 木 章

果 関 良 雄 富 満 通 男 村 山 芳 夫

滋 崎 善 晴 広 江 和 通

造 図 隆 明 海 見 和 夫

〔准会員 7 名) (氏名省略)

若い会員の集い 奈良県橿原市今井町にて

，・z
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員又建大株式会社

株式会社大建設計は 、建築の設計 . I ) i 在理および地域造成その他 を業

務とする総合的 な設計事務所であります。

昭和 23年に、当時としては 珍 しい株式会社組織の設計事務所として

発足し 、社名を大阪建築事務所として今日に至りましたが、今年 10

月に社名を 株式会社大建設計 と変更し、社内の組織も東京、大

阪の二 本社制を採用し、新しい H寺代の要請に 応 えると共に、更に 一

層の飛躍 と発展を期してお ります。

創立以来の私共の業績としましては、数千件に及ぶ作品があり、つ

とめて 地 味な作風を 心掛け、堅実を旨としておりますが、そ の問 、

官公庁、民間を通じて l援い御支1t と御理解を頂いております。

最 近では得意とする産業建築の面で海外のプラント類を多数実施し 、

また、国 内でも 住宅団地の面開発、大規模な 地下街、海洋開発への

つなが りとしての水族 館などに新しい活動をしています。
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日又建大株式会社

engl neers 

大 阪 市 西 区 京 町 堀 2 丁 目 75 番 地

電 話 大 阪 (06)441- 9 3 5 1  

大 阪 市 西 区 京 町 場 2 丁 目 75 番 地

電 話 大 阪 (06)441- 9  3  5  1  

東京都港区新繍 1丁目 10番 7 号 大 和 銀 行 新 僑 ピ J レ

111話 東 京 (03)572- 4  5  9  5  

名 古 屋 市 中 区 丸 の 内 2 丁目 2 番 15 号 東 照 ビ ル

f包括ー 名古屋 (052)221- 8  5  6  6  

北 九 州 市 小 倉 区 魚 町 4 丁目 3 番 8 号 丸源 ピル

電 話 小 倉 (093)52- 4  2  8  5  

水 島 ・ 大 分 ・室 蘭室

75 

&  。rchi tectsDAI KEN 

名古屋事務所

社

九 州 事 務 所

分

、、

大 阪 本 社

東 京 本 社

本

4

司

住

宅

公

団

・

住

吉

団

地
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防 水 革 命 を す す め る 「 新 防 水 仕 様 」 誕 生 . ノ

画 期 的 な

ふ く れ 防 止 シ ス テ ム を 採 用 し た

新 露 出 防 水 工 法 が 完 成 /

田島ルーフイング株式会社

木 そ 土 東 京 朝 足 立 区 小 台 ) - 3  - ) ) 電話(031912- 1131聞

神図宮家所 東京都千代図巨者本町 3- 11- 13 電飴(031862 酷 31聞

田島応用化工株式会社

東京首議所 東京都千代田区省本町 3- 11- 13 電磁(0311踊 -6101聞

大阪宮家所 大 阪 市 西 区 京 町 喝 1 - 7 4 電邑{伺 )441- 回 日 間

こ の た び 完 成 し た 「新 防 水 仕 様 」 で 最 も 画 期 的 な 点 は

強 力 ア ス ロ ン ( 強 力 ギ ル ソ イ ド 2 層 分 以 上 の 防 水 効 果

を も っ メ ン ブ レ ン 防 水 の 高 級 プ レ ハ ブ 材 ) の 開 発 、

お よ び フ リ ー ス ポ ッ ト ・ フ リ ー ス キ ャ ッ プ に よ る 新 露 出

ア ス フ ア ル ト 防 フ ド 工、法の 採 用 で す 。

特 に 、 露 出 ア ス フ ア ル ト 防 水 の 分 野 で は 無 機 質 基 材 を

用 い た 穴 あ き ル ー フ ィ ン グ “ フ リ ー ス ポ ッ ト " を 開 発 、

こ の 分 野 で の 部 分 接 着 工 法 を 可 能 に し ま し た 。

そ れ に よ っ て 、 長 年 ま た れ て い た 防 水 層 の 「 ふ く れ 」 が

防 止 で き る よ う に な り 、 さ ら に 下 地 か ら の ク ラ ッ ク

に よ る 防 水 層 の l; 診 響 も 防 ぐ こ と が で き ま す 。

革 命 的 な こ の 新 防 水 仕 様 に 関 す る お 問 合 せ は 資 料 情

求 券 を そ え て 下 記 ま で お 申 し 込 み く だ さ い 。 く わ し い

資 料 を お 送 り い た し ま す 。

。 東 日 材 ス フ ー 業 協 同 組 合

東 京 都 千 代 閏 区 岩 本 町 3 11 ・13 電 話 ( 03) 866- 6101(代 )

ω西 町 … ト 事 業 協 同 組 合 Y  
大阪. 務所 大阪市西区京町堀 1 .  74 電 信 (【J6) 441 - 5951( 代)

名古屋事務所名古屋市西区桜木町 3. 8 電 話 ( 郎
1 1 ，L帯

広島. 務 所 広 島 市 鉄 砲 町 5 番町 16

福 岡 開 所 福 岡 市 冷 泉 町 5 番 7 号 制( ω2) 28- 2 8  0  7  〆令;._'{.y

Ｂｾｾ ν＠

‘  

，，< 



空 気 調 和 ・ 冷 暖 房 設 備

設 計 ・施 工

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

φ 郡 朝 日3こ業社

本 社 東 京 都 港 区 芝 浜 松 町 2 ー 7 電 話 (434) 6171 (大代)

大 阪 支 社 大 阪 市 東 淀 川 区 加 島 町 375 包 括 ( 302) 2 2 7 1  ( 代)

支 庖 北 海 道 ・ 仙 台 ・ 名 古 展 ・ 広 島 ・衡 問

営 業 所 釧 路 ・函 館 ・盛 岡 ・横 浜 ・静 岡 ・京 都 ・神 戸

大阪電気暖房株式会社

取 締 役 社長 菅 谷 知 巳

本 社 大 阪 市 西区江戸姻 1 - 6 0  1'lt M ( 441)  8231代 表

支 庖 東 京 ・名 古 民 ・ 大 阪 ・ 術 開

営 蝶 所 札 桃 仙 台 金 沢 広 胤

出 張 所 盛 岡 ー 新潟 ・ 繍 浜 富 山 ・ 盟 国 ・ 悩11' . 京都 ・神戸 ・

岡山 ー高松・熊本・鹿児砧

給 排 水 ・ 衛 芸 設 計 施 工

暖 冷 房 ・換

芸 誌 大 阪 城 口 研 究 所

取 締 役 社 長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 ・ 電 話 大 阪372局7l 51( 代 )

京 都市 東 山 区大 和 大 路 正 面 上 ル 電 話 京 都561局4945( 代 )

神戸市生回区下山手辿六Ｏ ー ぺ 伝説 ＱＱ Ｑ 戸 ＳＴ Ｑｊ ｾｬＵ 8 9 2  

'.::t・'!f:; 附 円 ・ 受 気 鯛 和設 備 ・ 給 排 水 衛 生霊安 備 ・ 塗 装E宜備

・蒸気噴射式冷織機 Ｏ足立 ｾ ｉ Ｎ . 製作 ・施 工

宮 古ZFSP 顎 建 材 社

⑧ 

本社 ・東京支庖= 東京都中央区銀座 6 - 6 - 7 ⑧ ( 572) 7411 代

大 阪 支 底 = 大 阪 市 北 区 中 之 島 2 - 22 ⑨ (203) 3721 代

名古屋支底= 名古屋市中区錦 2 - 2 - 1 3 ⑨ (211)  1535 代

出 張 所 = 札 幌・仙 台・盟 回 ・金 沢 ・神 戸

広 島 松 山 ・福 岡 ・ パ ン コ ッ ク

水道・衛生 ・ 峻冷房・其ｻ也管｛ ［Ｚ ｾ

設 計 並 施 工

( 旧 E制嘉久孝事務所)

斎 久 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 常 安 田T 1  1 番 地

電 話 大 阪 ( 443) 5  0  4  1  - 5 番

東 京 本 社 東 京 郡 千 代 印 区 大 手 町 2 の 8 A=J也( 日本ピ Jレ)

電 話 東 京 ( 270) 7  4  1  1  A= ( 代 必 )

キ凶 Ｇｊｯｩ Ｇ ｉ ｾ｜ Ｇ 業 符札制市 市 大［ￚｬ凶 Ｔ )・1-11キωH辺 鍬 ピ ル 叫.!li ，f凶Joi ｾＡｩ Ｗ Ａｩ Ｖ＠

詰存続謀議九市『f lも勺号 l J YS: i i si i 訪ね

尚総出悦 Ｑｾ Ｑｦ山 ｩ 伝 市 2  liI' r  Ｙ 川， Ｑ 止 ＮＺＧＺｩｴ ｦＺ ωＡＩ ｬ ｾｇ
ｬ 品 ｉｉｕ 出帰所 ｉｾｉ 山市大ｦｊｾ 3  8  0 の l ・'ll，!/; 1国l山i j ! ; ，486

創 業 暖 冷 房 ・ 換 気 ・ 温 湿 度 空 気 胸 和 設 計

大 正 二 年 病 院 諸 設 備 ・ 給 排 水 衛 生 - 水 族 館 設 備 施 工

22 斎 藤 省 三 商 庖

東 京 庖 東京高E千代凶区丸町内 2 の 4 の 1 ) L ビル 6 7 6 分

ｾｬｬ 話 ＲＱＲ Ｈ 代 Ｉ ＳＷＵＱ

大 阪 庖 大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1 の 1 大 同 ピル 6 1 6 号

電話 443代 3361

札 幌 腐 札幌市北十条西 1 8 丁目 3 6 番 地 電話 61(代)4371

名 古 屋 唐 名古屋市中区栄 3 の 5 番 2 9 号 千 代 田 ピ ル 5 1  4 号

官I U荷 261 (代 :0641

京 都 庖 京都市南区西九条春日町 4 8 番 地 電話 681 (代) 1781

空 調 設 備 の 頁

冷 暖 房 、，

給排水、衛生本道 ｾ＠

ｾｬｊＺ＠ j(t  1 =、
j釘 房 7 一一ー一司「

手 ヰ 抑 サ ッ シ

uu兎f街 生1J 低3貨

荷 役 巡 搬 機 械

化 学・鉱山機 械

三 機 工 業 22 大 阪 支 庖

取 締 役 社 長 各 務 節

取 締 役 支 庖 長 j賓 川 幸 十 郎

大阪市東区北浜 2 丁目 2 2 番地 旬 結 大 阪 ( 202) 代表3071

本 1苫東京・日比谷・ 三僧ピル

支 I苫 名古屋、衡問、札側、広島、仙台、富山

出 張 所 倣 浜 、 金 沢 、 静 岡 、 高 松

空 気 鯛 和 設 備

設 計 施 工

衛 生 設 備

⑪ 三 建 設 備 工 業 株 案 審 枇

大 阪 支 庫 大 阪 市 都 島 区 都 島 本 通.4 - 10 - 3 0 電 話 ( 922) 62 5 1 (代 )

本 社 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 嬬殻 町 2 - 2 2 電 話 ( 667)3431( 大代)

支 社 名 古 屋 ・ 仙 台 ・札 幌 ・ 広 島 ・ 福 岡 ・ 金 沢 ・新 潟 ・横 浜

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

。
樟式会社三発空調

-1>'社 ・ノ ド 府 大 阪 市 北 区 富 田 町 16 千件 J也 氾 漏( 363) 大代表1371

ム J市東京都千代間区神[ ! I 小川町 2丁目 l 番地 電話( 292) 代 表7751

広島市紙屋町 ｬ 丁目 Ｒ 帯 ＲＲ 号電話 ＨＴＷＩ 代表 ＴＵｾＵ

稲岡市大名 ｬ 丁目 Ｘ 帯 ＱＲ 号ｮＺ ｌｾＸＨ 76) 代 表3795

ｈｾ＠ Ｇ［ｊ ｾ 所名占 ｨｬ Ｇ ￭ ｾ｜ｬｬｬ Ｇ ｩ ｬｯ｜ ｮ ・ 京都Ｎ N' ， ; 松 u:

須 賀 工 業 株 式 会 社

空 気 調 和 衛 生 設 備

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1 丁 目 1 4  包括 441- 5171

支 広 一 東 京 ・ 大 阪 ・名 古 屋 ・京 都 ・ 神 戸 ・ 福 岡

営 業 所一 千 葉 ・横 浜 ・広 島 出 張 所一 高 松 ・北 l1A+1

空 気 調 和 地 盤 凍 結 冷 凍 冷 蔵

⑨ 話 相 冷 機 描 葺 醤 担

本 社 大 阪 市 南 区 瓦 屋 町 3 1!F T 6 8 番 地

( オートセンターピル 2 階) 郵便番号 542

電 話 大 阪 (06) 761(代 )1141 - 8番( 直通)

東 京 営 業 所 東 京 都 千 代 田 区 九 段 南 2 丁目 2 番 5 号

( 九段ピル 8 階) 郵便番号 102

電 話 東 京 ( 03)  262 - 3  2  4  1  - 4 番

温 湿 度 調 塗 装置 、 暖 房

冷 房 、 水 道 、 搬 送 機 設 備

設 計 並 ニ 施 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 別 旺I IUT 3 0 m rtf. ( 364 )  6  6  6  1  ( 代)

本 社 東 京 町11千代悶区) L ノ内 3- 3- 1(新 東 京 ピ ル )

m 骨舌 ( 211 )  8  5  1  1  ・ 8  5  6  1  (イ' t)

仙 台 支 庖 仙 台 市 新 {云 同 町 6 0  

flI ｾ舌 Ｈ ＲＱＩ 4  4  9  1  

名 古 屋 支 1苫 名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町 3 - 6  

包 括 ( 971 ) 3  6  2  1  

77 



平山互業相会社@  

空 調 設備 の 頁

設 計 ・施 工

ヰ土本

大 阪 市 凶 区 江 戸柄 通 2 の 2
T E L  ( 441 )f仰 1994 . ( 443)  (代)03 31

空 気 調 和 ・恒 温 恒 湿 ・冷 凍 ・冷 蔵

給 排 水 衛 生 設 備 設 計 焔 工

日差 ・冷 房 ・空 気 品 湿 度 調 盤 装 置

設 計 施 工

@ 不ニ熱紅葉続ま舎紅
品主4

-← 
妻子l

fi!!! 高回

大 阪 市 南 区 順 慶 町 2 - 5  0  電話 261 - 2436附

東京都大田区西馬込 1 - 2 - 1 III 話 773- 1231間

銀 座 ・ 浜 松 ・ 京I ' i I I . 神 戸 ・ 悩 問

本 庖

東京支唐

営 業 所

大 阪 市 北 区 芝 田 町 55番 地 ( 北 阪 急 ビ ル 9 階)

電 話 大 阪 ( 372) 2  5  1  1  (代 表)

東 京 都 千 代 田 区 神 国 駿 河 台 4 丁目 2 番 地

大 阪 支 庖

社本

冷 暖 房 ・温 湿 度 調 整 ・水 道

衛 生 ・ 積 境 衛 生 施 設

設 計 施 工

d 薗憧h

墨画E乙

喝ｾＮ
阪 支 l市

新日本空調株式会社

社

大阪市西区京町姻 1 丁目 6 2  電 話(443) 代 淡8161- 9  

名古属市中村区水主O l T I の 1 2  11I.，括(54 1)0966(551)1655 

東 京 都 港 区 赤 坂 2 丁目 3 - 1  2'  

赤 坂 ピ ー ク ピ ル 51滑 電 話 (583) 1  4  6  7  

神戸市生凶区北長狭通 7 丁目 l の1 "Il 銘 (341) 1778 ・43お

A

Q

一

A
式株業エ田山

本 社

支J i l I

出娘所

大 阪 市 北 区 立 烏 j兵iJll 1 - 2  5  ( 新大ピル)

電話 (  06)  344 - 6  0  3  1  (代)

東京都中央区日本橋本石町4- 2(三井第二別館)

電話 (  03)  279- 5  6  7  1  (大代)

名 古 屋 ・九 州 ・広 島 ・札 幌 ・ 東 海 村 北 陸 ・ 大 分

大

本 社 東 京 支 l肖

空 気 調 和 装 置 ・冷 暖 房 ・ 換 気 装 置

フ ァ ン - ヒ ー タ ー・ ク ー ラ ー

スチー ル ・アルミ -サ ッシ・ドア ・シャッ ター

設 計 ・製 作 ・ 施 工

銅 機 株 式 会 社

大 阪 市 東 区 高 脆 精 5 - 4 5  ( 興銀 ピル別館)

電 大 阪 代 ( 202) 7  7  4  5 番

東 京 都 北 区 神 谷 3 の 1 0 の 8

nt 東 京 代 ( 901) 3  1  9  1 零

点 京 都 港 区 西 麻 布 4 - 15- 23( 釦 5 興和ピル)

電 東 京 代 ( 409) 0  1  5  1 番

屋 . 仙 台

空 気 調 和 設 備 =

ー凡計施工

換 気 ・除 塵 設 備 面 又

く m哩型量コ

理 研

大 阪 支 庖

東 洋 製 工 業 織 式 会 祉 大 阪 安 値

本 社 ・ 工 場

T  E  L  ( 443) 8  0  7  1  

T  E  L  ( 562)  1  3  5  1  

大 阪 市 西 区 京 町 堀 4 丁 目

本 社 東京都中央区京橋 2 丁目 9

支 1苫 名 古 屋 ・ 福 岡

空 調 事 業 部

A  

古名后支

3舎町震房副事

Ｍ圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃 ｅ ・ ｆ ム 可Ｚｾ・ ＱＱ 唱＿且

ー・F 電冒司. . . .

③指嵐長講掛

温 湿 度 調 整 ・ 暖 冷 房 ・ 換 気 給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 並 施 工

日 本 管 工 業 株 式

代 表 取 締 役 市 川 繁 雄

京都市南区西九条ｾ 8: 1町 2 0 番 地 の l

電話(681 ) 5  1  0  1  - 5 夜 間 専 用 ( 691 ) 1045 

大 阪 市 北 区 天 満 橋 筋 1 - 37(天満械北詰)

電話 ( 352)  3  5  0  1  - 3  

四 日 市 市 浜 田 西 末 広 田T m路 ⑬7431- 3  

大 津 市 打 出 浜 13 - 15 m録 。775 ⑫ 9 7  3  8  

海 市 栄 町 2 - 1 1 1 m筋 ③ 3 6  1  0  

<ieie惨

会 社
⑨ 

ヰ土

大 阪 営 喋 所

冷 房 ・暖 房 ・ 温 湿 度調 整 装 置

換 気 ・給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

第 一 企 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 北 同 心 町 1 丁 目 5 7  

電 話 ( 351) ( 代表) 2  8  0  8  

東 京 都 文 京 区 本 郷 1 丁 目 1 2  - 5  

電 話 (814) ( 代表) 5  1  5  1  

支 庖 出 張 所 名 古 屋 ・ 福 岡 ・ 札 幌 ・仙 台 ・高 松 ・広島

本

園田市営業所

大 津 出 張 所

津 営 換 所

エ レ ベ ー タ ・ リ フ ト ・カ ー リ フ ト

計 ・ 製 作
給 ・排 水 ・ 衛 生 ・ 消 火 ・暖 冷 房 設 備

お 顎 西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 底

長 尾 正 大

本 社 大 阪 市 大 淀 区 天神 橋 筋 六 (天 六 阪 急 ビ ル) ( 351)  4927代

大 阪 営 業 所 ( 351)  4927代 サ ー ビ ス 事 業 所 ( 328)  0364代

東 京 営 業 所 ( 822) 0995代 工 場 ( 328) 0363代

電 話 大 阪 ( 458) 3531番

初 ・ 福 岡

大 阪 市 大 淀 区 中 H! 南 j凶4 T R 11 

出 5長 所 = 京
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電 気 設 備 ⑤ 設 計 施 工

電 気 株 式

代表取締役 山 本 博 三

大阪市北区中之品 3 の 3 朝日ビルデ ィング

T E L  代 表 (385) 1  3  6  1  

吹 田 市 垂 水 町 3 - 3 4 - 6

T E L  代 表 (385) 1  3  6  1  

京 都 市 右 京 区 西 京 極 郡 :高 野 町 2 I 番 地

T E L  代 表 (311) 1  1  8  5  

事 設 計 施 工

朱: t t ふ
A  

海 正 雄

老 松 町 1 丁 目 2 2  

362)  8  7  0  1  

区 戸 塚 1 - 9  5  - 7  

5 9 1  1 代 表

ヰし 申昆 ・ 福 岡

姫 路 ・ 広 島 ・日 絵

電 気 設 備 工

...p.. リ ー 巨費百 A: : = 

} 支 } 母 竜 丸

取締役社長 浅

大 阪 市 北 区

f包 括 大 阪 (

東 京 都 新 宿

m 話 ( 200)

名 古 屋

旭 川 ・ 浜 松 ・

空 調 設 備 の 頁

朝 社
ふ
一

A

陽
社

社

営 業 所

本

社

東京支主

本

営 業 所

支 脂

営 業 所

会 社

電 気 設 備 工 事 設 計 施 工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

支 社 長 姉 川 正 男

大阪市東区高純情五丁目 二八骨子J血 屯話大阪 (202)0325- 9 番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 丙 神 田 1 T  n  4 帯 地 5 号

支 社 札 峡 ・ 仙 台 丸 / 内 ・名 古 屋 ・偏 向

出 猿 所 九11 川 白 河 ・燃 浜 ・静 岡 ・h' 山

社

設 計 施 工

事 株 式

村 庄 市

林 四 郎

島 区 上 初 砧 北 l' - 2  

52- 1  1  5  1  (代 )

花 区 恩 賞 南 之 町 7 3  

62- 1  3  0  1  (代)

A

Q

玄エ

取 締 役会 長 西

取 締 役 社 長 小

社 大 阪 市 福

T E L (06) 4  

大 阪 市 此

T  E  L  ( 06)  4  

電 気 工 事

藤エ太 陽

本

ｾｬｌ力工 Ｇ ｊ 壬 本部

設 計 ・施 工

司'

電 気 工 事
計 装 工 事

施 工

電 気 工 事 ・

言宣 言十

取締役社長 中 本 正 明

社 大| 坂 rn h& *  I>{ ｾｦＧ＠ i  1: * 之 町 三 r R  - Ii 

'，' U: .18 大 阪 ( 9:11 ) 代 炎 7 3 4 1 - S

0 3 8 8 ' 2 1 9 3  

大阪市城東区m工東之町 三「日ー- Ｇ ，Ｇｬ ￬ＮＡｬｩ 大阪 ＨｾＺ ｬｉＩＷＨ ｸ ＩＮｊ

奈良県御所市i却問通り : 160 "佐川御所 2 ＲＶＰＷ ・ ｾＲＺＩｾＩ

社

A

S

A

 

式株
と
一
刈

三 愚

司，本中

社
ふ

一

品式

一・=・ー品

株

原、

業

菜

エ

取締役社長

原栗6詮

本

6 番地( 来阪急ビル)

1  1  0  1  ( 大代)

・大阪南・神 戸 ・広 島 ・九州|

大 阪 市 北 区 高 屋 町 1

ｾｴｩＺ話大阪 Ｈ ＳＱＳ Ｉ

支 底 東 京 ・名 古屋 ・舞 鶴

資 材 倉 庫

奈良営業所

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工 ・ 制 御 盤 製 作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取締役社長 池 内 文 夫

大 阪 市 西 淀 川 区 柏 里 町T 1 丁 目 1 1  0 帯 地

電 話 大 阪 (472) 代 表 1 1 0 1 - 7

東京都品川区西五反図 6 T 目25番 11号(福島ピ ル)

電 話 東 京 (491 ) 1746 ( 492) 0182 ・0350

北 九 州 市 小 倉 区 鋳 物 師 町 2 3 番 地

電 話 小 倉 ( 56) 5  6  6  5 ・ 5 8  1  8  

馬 ・ 千 葉 ・ 和 歌 山 ・名 古 屋

工惜

血

(

敏

凡
又電 気 工 事 日

キ土

l苫

本

支

社

笠 岡T 5  0  (堂 ピル 7 階)

6  7  1  ( 代)

ｾ矯箱崎町 Ｓ 丁目 Ｒ /fj:.l也

4  7  8  ( 代)

後 原 . ey .  ｾｩＮ＠ 山

夫林

株 式 会 社

代A正取締役

大 阪 市 北 区 紛

Ｇ ｉｾｉￍ＠ ，f/i  ｾゆ Ｓ

*J f- ml中 央区日

屯 ぷ ⑪ l

111 由奇 ・ 4目

ヰ土本

営 業 所

庖支

群出張戸斤出 張 所.. 

機 株 式 会

納 伝 三

笠田T 五 O ( 堂 ピ Jレ三階)

1  4  7  1  (代)

町 6 - 2  3  ( 辻 孝 ピ ル )

5  6  4  1  

見 通 二 丁 目 二 O 番 地

5  1  3  1  - 3  

・ 高 槻 市 ・ 姫 路

電 気 工 事 設 計 施 エ

キ富士電業株式会社

社

調 工 事 設 計 施 工

J と

大 阪 市 西 区 北 刷 ;1 t!凶 1 r ト16 !) 

電 話 大 阪 (541 ) 0564- 7 ・ 7148- 9  

東 京 ・名 古 凶 ・lム 山 . h'/; 

I十1
111 取締役社長

社イ丈

電 気 ・ 暖 冷 房 ・空

電

取 締 役 社 長 嘉

大 阪 市 北 区 絹

包 括 (364)

東 京 都 中 央 区 明 石

電 話 (542)

名 古 屋 市 北 区 域

包 括 (991)

戸 市 .J:!N 市

宝ro 

宇土

キ土

本

支

営 業 所

|凋営業所
市神出i J l 是戸斤

寄 種 電 気 工 事 設 計 施 工

株式会社 ヤ マ ト 電 気 商

山 本 永 造

阪 市 北 区 西 掘 川 町 1 5 番 地

電 話 大 阪 (364) 代 3 0  5  6  

東京都港区新幡 5 - 3 4 - 6 相馬ピル 5 階

電 話 東 京 (434) 3848 ・(431) 8435 

大阪南 ・札幌・: Y ，占屋 ・1"1 日di ・松 山・徳山

業 株 式 会

村 騰

石 行 男

傍 ケ 枝 問T 5  6 番 地

大代表 ( 312) 8  8  8  1  

四 日 市 ・ 神 戸 ・和 歌 山

津 ・静 岡 ・水 島 ・福岡

中 央 電 気 工

取締役会長 今

取締役社長 立

大 阪 市 北 区

電 話 大 阪

東 京 ・名 古 屋 ・

松 山 ・京 郎 ・草

工 事 ・ 設 計施 工電 気工 事 ・言十装

A

Q

一

A
社

取締役社長

大本土

東 京 支 1，);

本
ネ土本

所
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建 材 ・ そ の 他 の 頁

奉 仕 感 謝 の 庖

特許申請中・完全滑止タイル

サ ン エ ス

5 5 5  タイル新発売

( カタ ログ進呈)

⑪まま '1) 淳 窯 薫 商 庖

本 社 大 阪 市 西 区 制 本 町 2 丁目 98番 地( 靭本町パス停前)

屯 話 大 阪 0 6 ( 532) 代 o4  6  1  

姫路営業所 姫路市北条口 1 2 6 番地 ( 住友生命保険ビル3 J i 管)

電 話 姫 路0972 ( 8 2)  0  9  9  9  

水

付

付

付

防

吹

吹

吹

ス

ン

ド

ス

ク

イ

ン

ク

y

タ

サ

y

レ

ス

一

テ

-・恥

'

e
、、ご、

ゴ

ん

エ

工

品

川

パ

壁

石

M

m

同

一

陣

内

齢

劇

勧・艇・・

レ
」

• 営

業

品

目

本社営業所・ 大阪市東住吉区駒川町 3 - 5 4  電話 ( 702 ) 代7814- 6  

特約代理窟・ 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 金 沢 ・ 広 島 ・今 治 ・福岡

窓掛、鍛帳、 同際、壁紙 室 内 装 飾 級襲、舗床材一般

東洋 1) ノリュームの東リ' 11- ぺ. . ，ト発売元

⑥ 亀 井 株 式 舎 枇

大阪市東区南久宝寺町四丁 目( 心斎橋筋)

電 話 大 阪 (251)1353 ( 代) - 6 ・9996

営業所 名 古 屋 ・ 福 岡

⑩ 
ト弓 1 ・ヒューム宅

べン手1- - 9ー・ミ〉才「j レ
ｾ＠

合

目

立

日

商

抗

日

幸

晴

=
一

諮
問

Ir' 

ｾ｝＠

Standard Board &Sl ate 

大1 1HII m曹 6 析

K A N D A N  

- 空 気 調 和 設 備 ・ 給 排 水 衛 生 設 備

・各種送排風機 設 計 施 工

.. 

4( t / 明暗再指持軍

特許 内外式電動ベンチレーター 特許 内外式コンチニアスベンチレーター

( 大量自然換気方式)

本 社 大 阪甫 西 区 江戸 堀 北 通 1 - 25 ( 相 生 ピ ル )

T  E  L (4削 ) 3983- 5 ・4396

.、..... ---- 内外建材株式会社

大 阪 工 場 大 阪 市 城 東 区 天 王 国 町 1 - 1  4  1  

T  E  L  ( 962 )  1  1  4  9  

京 都 工 場 京 都 市 東 山 区 山 科 東 里子 弁 上 町

T E  L 075 ( 581 )  0 1 2 6  
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ー

建 材 の 頁

石 綿 セ メ ン 卜 の 最 高 水 準 を 行 く f ノ
建物内外壁、間仕切、天井扉、電気室、発電

所、配屯室、製鋼、ガラス工場の壁、製崎、

アスベスト Ｉｾｗ ヤ
製油製薬工場の床、スカート壁などに最適。

As bes t o Bar r i ev  (硬貨石綿板)

( 塁 カタログ)

φ3  

近代建築の要求する

韓

関車

@  泉 石 綿 工 業 株 式 会 社

N. G. C. 式

米 国 パ ブ コ ・ ア ス フ ア ル コ ン パ ンド i 阻 害

米国バイヤーライト ・アスフアルトコンパ ンド J "'  ̂

種 シ ー ト 防 工 事 責 任 施 工

新 防 水 材 リ ベ ッ ト ル ー フ 責 任 施 工

内外互業株式会経

工 場 大 阪 市 東 住 吉 区 桑 津 町 3 丁目 16番地

ス チ ー ル

) 7) レミ

ス テ ン レ ス

サ ッ シ • ド ア ー

カ ー テ ン ウ オ ー ル

シャッター

• ド ア ー ハ ン ガ ー

かπ立

套ZE 三 高 製 作 所

本 社 ・工 場 尼 崎 市 神 崎 五 反 田 2 8 0 番 地

※ ヰ寺許J 11¥ f 実 武

ステンレス・アルミニウム

防 火 シ ャ"，q -

言ｾ 言十

製 イ乍

施 工

11¥俣シャ11/9- 工業椋式会社大阪支庖
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塗
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良

〈

塗

面

が

強

〈

水

に

強

〈

(

特

長

)

会固有名建材l吉又は当社へ

@  

発 新 興 壁 材 工 業 ( 株 )

号予 大阪市住吉区粉 ￬ｾＪ Ｑｉｦｔ 4  T  13 2  6 11f..ttl! T  E  

元 ( 株 ) 九 州 新 興 建 材 工 業 所

-

十

，

品

e

・

・

す

ジ

か

・

.

新

い

す

ゾ

・

四

香

・

・

七

{

玉

・

・

伯

郡

紛

帆

・

・

王

座

・

革 新 塗 料

毒見る

⑥ 洗 い も 下 地 も 自 由

繊 維 塗 料 の

レレ3

ソ ｾｊｉ 〆

q ィ5，z，

コート

( 特長)

建 材 の 頁

塗吹f呆防

-

耐

ア

ル

カ

リ

而す而サ

イ寸

( 株 ) 新 興 建 材 工 業 所

大 阪 市 西 区 南 堀 江 通 6 丁目 39番 地 T EL 大 阪 ( 538)2951 - 5・( 541) 5757-

営 業所 東 京 ・ 高槻 ・明石 ・姫路・四 国・ 中国

イ寸i星音水: k 

-# つ

a， 

- r . ". ，.  

‘  

社

..0、

コ玄青 株 式j歴柏 原

電 話 大 阪( 471) 1493- 4 ・8267

電 話 大 阪 (471 )  2  4  
。

大 阪 市 西 淀 川 区 御 幣 島 東 2 ノ 5

大 阪 市 西 淀川 区 御 幣 島 西 3 ノ 99

本 社 工 場

第 二 工 場
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建 材 の 頁

長 尺 物 色 彩 自 由 責 任 施 工

燃 え な い

オフ才L 右ご L 、

品 種

オリエンタルメタル ( O. P . M)

オリエンタルスーパーメタル ( S . P . M)

オリエンタルカラードメタル ( C. P . M)

カラースーパーオリエンタルメタル ( C . S . P . M)

禽 ら な い
波 板 規 格 S 小 波 S 大 波 V 波 ボ ッ ク ス 波 W ジ ャ ン ポ 波

用 途 平 板 ・ 波 板 ・ 棟 包 ・ 雨 押 類 ・ 奇 樋 ・ 竪 樋 ・ 軒 樋

通 風 器 ・ 排 気 ダ ク ト ・ モ ニ タ ー

オリ工' ! J 'j ｊｾ＠ j. ヲル製造株式会祖

カ タ ロ グ 御 請 求 下 さ い 。

本 社 兵 庫 県 尼 崎 市 昭 和 南 巡 り 3 - 26松 本 ビ ル

東 京 支 社 及 工 場 埼 玉 県 蕨 市 塚 越 5 丁 目 6 容 3 2 号

大 阪 支 社 及 工 場 兵 庫 県 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 田 4 4  

九 州 支 庖 及 工 場 福 岡 県 遠 賀 郡 水 巻 町 頃 末

名 古 屋 支I吉 及 工 場 名 古 屋 市 中 村 区 泥 江 町 1の 24第 2中経ピノレ

包 括 大阪 ( 412 ) 5131代 表

昔舌 蕨 ( 4 2 )  3115 - 8  

包 括 大 阪 ( 488 ) 1081代 表

包 括 ・八 幡 ( 6 9 ) 2831 - 4  

: 包 括 名 古 屋 ( 581 ) 2781 - 4

F  

剤

剤

散

水
け
一
一
ン

ン
一
コ

J

h

E

ノ

セ

引
J

、ク

許

ン

j

特

コ

I

e

• 
1. 

建 設 大 臣 認 定

・ 三 段 ブ ロ ッ ク

- 宅 地 造 成 ・ 分 譲

指 導 神 戸 大 学 土 木 工 学 部 長

田 中 茂 教 授

設 計 日 建 設 計 工 務 株 式 会 社

現 在 二 団 地 設 計 中

- 耐 火 ・ 防 水 外 見 板

ｓｐ ボードｻｾＡＮ里 ｊ 吉

・ 日 本 鋼 管

N K プ レ ハ ブ 代 理 屈

・ 高 弾 性 目 地 材 エスシール#31 

其 の 他 コ ン ク リ ー ト 二 次 製 品

- 防 水 材 工スシール#21 

⑩神戸五泊株式訴主

本 社 神 戸 市 葺 合 区 熊 内 田T 2 丁 目 8 8 番 地

倍 o 7  8 代 表 (231) 1  3  2  1  ・ 6  9  5 6  

東 京 営業所 1t U舌0 3 ( 2 9 4 ) 6 1 6 7 ・ 6  1  7  7  

福 山 出 張 所 1tl 話 0 8 4 9 ( 5 3 ) 2  0  2  7  

画 面 白 面 画 面 白 画 面 画 面 画 面 画 面 画 面 画 面 画 面 画 面 白
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モルタル・コンクリー卜用

寧 マ ノ ー ノ レ 防 水 剤 は セ メ ン ト の 加 水 分 解 生 成 物 で あ る 水 酷 化 石 灰 と 化 学 的 に 結

合 し 、 硬 化 機 構 を 妨 げ る こ と な く セ メ ン ト 粒 子 に 機 水 性 を 与 え て 毛 細 管 の 表

面 張 力 を 低 下 さ せ 、 吸 水 性 を 減 少 さ せ ま す。

本 A E 効 果 に よ り 適fまの 空 気 を 連 行 し 、 気 孔 を 閉塞 す る こ と な くセ メ ント ・プ

ラ ス タ ー 及 ぴ 砂の 粒 子 に 対 し 分 散性 を 与 え ワ ー カ ビ リ テ ィ ー を 向 上 さ せ ま す 。

ま た 特 有 な 粘 活 性 に よ っ て 材 料 分 離 、 レ イ タ ン ス の 発 生 を 防 止 し ま す。

* セ メ ン ト と 結合 し た 生 成 物 は 永 久 不 変 質 の 物 質 で 、 7. 1 < . ゃ空気中 の 塩 類 、 酸 類

も 作 用 せ ず 、 セ メ ン トの 中 性 化 を 防 ぎ、 鋼材、 木 村 等 の腐 蝕 ・l腐 朽 を 防 止 し

r f  

て 構 造 物の 耐 久 性 を 高 め 、 そ の 防 水 ・ 防 湿効 力 は恒 久的 で す 。 ¥¥} '

その他マノール製品 1  

急 結 剤 ・ 接 着 剤 ・ 剥 離 剤 ・ 早 強 剤 ・ 防 凍 剤

Z Z : : ' -I - ( セメント起泡削 . %' P : : ' ，・a晶 場 所 打 ち 杭 エ )

/  法添加剤 ノ

関 東 営 業 所

東 北 営 業 所

セ メ ン ト 混 和 剤 ・ 肋 材 綜 合 メ ー カ 一

株式ｾＮＮＮ固巴 ＱＮＮＮＮ ーＮー唖 ｲＮ 晶
会社. l 1 l i . 司自噌‘ - .  . . .  . . .  

東 京 都 品 川 区 大 井 1 ー 15一 1 宮E
東 京 (774)  4111代 表

茨 城 県 1: 浦 市 大 田T 1  2 1 3  宮E I:i 甫 ( 21 ) 5 1 8 9  

稲 ぬ 県 福 b1 市 下 型F 寺字) MIi"[ 官E 福 島 (  34 )  7  1  1  1  

ご一 般次第

盛 岡 営 業 所 主苦手県盛間 市 南 大 通 3 - 12- 50 哩E 盛 I:f. ] (  24 )  0  2  1  3  

大 阪 営 業 所 大 阪 "，点成区束 中 本 2 ー 17- 26
大 阪 (971)  4  7  6  5  

カタログ進呈します
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T A I P 工 法

に は ハ ン マ ー 不 要 で す

く完全無音無振動既製杭工法〉

従 来 の 既 製 杭 を 利 用 し て 杭 打 施 工 時 の

振 動 ・騒 音 を 完 全 に 追 放 し ま し た .グ

・ 主 な 特 長

1. ネ ジ 込 力 を 杭.j"IP込 力 に 変 え る の で 完 全 無 振動 無 騒 音 で す。

2.細 入 長 さ が 長 〈 安 定 し た 支 持杭 が 施 工 出 米 ま す。

3. ス ラ イ ム の 沈 相 はあ り ま せ ん。

4. 完 全 に 支 持 層 に 岩 治 さ せ る の で 大 き な 支 持力 が 期 待 出 来 ま す。

5. 何 米 で も ヤ ト イ 杭 で 納 め ら れ地 下 塗 の あ る 建 築 に Ji 主適です。

ｾ株式害事主語交霊雪 Ｑ こ矛 Ｓｅｆ 町
・本 社 大阪市東区 z同 胞 締 2 の 20( 間 関 新 ピ ル ) T  E  L 大l坂 (202)3233(代 )

. 名古屋支J苫 名占凶市中区錦 1 - 3 - 2 ( 勉 強 ピ ル )

・福 岡 支 1苫 福岡市，}J ，J，反 1 - 15 - 33( 第 二 菊 陥 ピ ル )

・営 雛 所 点五( . 静岡 .1;51幻 ・1よ h，¥. 熊本 ー鹿児仏 ・エ喝 大阪 :}'，古 嵐 ー鹿 児 I;h

哩量



全く新しい床タイルです

ミ星ヒサロンは、従米・のビニールタイルとは製法

以 料 配 介 が 全 く 述 い ま す 1M. ビの他に最近開発さ

れ た 新 し い 共 呪 介 体 の 特 殊 樹 脂 を 則 い た Illlj 則的な

新 製 J1111 です 軟 質 フ レ ス タ イ フ の 床 タ イ ル に 比 べ

仕 上 り 安 定 性 が よ く 、 カ レ ン ダ - J j 式 の 流 れ 脱 線

とは対照的な ｉｾ￭ ｪＮ 11: した別代脱線。ピサロンの持つ

エラスチックで尚級な質感、すぐれた歩行感は、

床 タ イ ル の 析 し い IItWをl J tJ きました

協同組合員が責任をもって施工いたします

三星ピサロンは、材料だけの販売はいたしません

此任施工の出米る協中 ｕｾｾ が人念な仕上げをします

これからはピサロンの時イt です

二三星ヒサロンの新しい色調、パターンは、現代の

インテリアデザインに要求される個性的な床造り

には欠かせません。* 京浜松町の超尚層| せ Wf { 易

センタービルの 4 F以上の各附通路、エレベーター

ホールにも、 ｦｾＩ Ｑｊされております。と三星ピサロンミ

はその模様がフランスの両家ピサロのタッチに似

ていることから、名付けられたものです

東 日 本 床 工 事 事 業 協 同 組 合

西 日 本 床 工 事 事 業 協 同 組 合

〈専用品〉
ピ雪白こsv m 

* 縦約一333. 3 X333. 3 X  2 弘 9 枚/ ぽ

333. 3 X333. 3 X  3 悦 9 枚 1m'

* 色 数 18色

女制li 桁 = 2 引 1'/ ，'，，'， 1. 2001
1

j  1m'  (300m' 以上)

3' 弘1'/ 1.1， 1. 800円 1m' (300m' 以上)

小部凶押I j t切 断段4 0 %必製 造 元 田 島 応 用 化 工 株 式 会 社

東 京 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 の l

電話 ( 866)  

大 阪 大 阪 市 西 区 京 町 郷 l



建築と社会“ AR C HI T E C T UR E A ND  S OCI E T Y " 第52輯 第 12号

・昭和 46年 12 月25日発行 l 毎月 1@] 25日非行・昭和 M 年 3 月 19日明 3) 亭郵便物認可

- 回 転 軸 部 に ナ イ ロ ン ベ ア リ ン グ を 採 用 し た 耐 久 品

. I j > : 品は特に各部品の材料を吟味し、表面が鈴

びないようボンデライジング川l工を地した上

に防錆塗装 をしております。

・焼十J'i J t袋 H:I-. 製品の他に、他の持出し吊の腕

百11 ( 吊込後 l手からぷrHする部分) に s U  S  27 

(18. 8) ステンレス製へアーライン仕上の化粧

カバーを付けてあります

・凪転古11分にナイロンベアリング及びスラスト

ベアリンクをほ人してあります。

. 別製の ;&111 製作をも歓迎致します。

. 弊 社 製 立 枠 付

ピ ポ ッ ト ヒ ン ジ

(;1: ・

実 用 新 案 登 録

第 5 1 7 3 1 6号 の

立 枠 に は イ 可 ん ら

低 触 致 し て お 円

ま吃主' " 。

三 築 建 材 工 業 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 生 野 区 巽 矢 柄 町 151 f i (06) 751 ー 3653 - 5/ 東京出張所 東京都墨田区本所2 ー 11 - 11 f i (03)623 - 7677 
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世 界

一一 ボ イ ラ 効 率9 0 - 8 8 %

くそ の 他 の 営 業 品 目 〉

0 熱 媒 ヒ ー タ

0 染 色 排 水 処 理 装 置

。 排 液 処 理 装 置

言奪 る
セントラル・ヒーテイング

の決め手

住 宅 向

温 水 ボ イ ラ

ウエル- マケレーン

本 社 大 阪 市 大 淀 区 大 淀 町 北 1 ー 11

T  E  L .  ( 06)  458- 8681 ( f t )  

東 京 ・ 名 古 屋 ・ 福 岡 ・ 札 幌

米 国 ウ ェ ル ・ 7 クレーンネ土・鋳鉄製

14 ， OOOKc al / h  - 550， OOOKc a l / h  

ガ ス ・ A. ; 由 ・ 灯 油 ・ 軽 油

特 長

0 鋳鉄製により寿命は

永久的

O タ ン ク レ ス ヒ ー タ ー

の使用により 1 台で給

湯暖房が同時に可能

0 コンノマクトなタイフ。に

よりＭｴＩ，ｾ付面柏は 小 さい

0 他 に 類 を み な い 静 か

な運転音・

- こ入会のお申込は ー社団法人 日本建築協会 〒 541 大阪市東区北，兵3 37 電 話 大 阪( 06) 231 ・9648 ・9649 ・9640 振 笥 口 座 大 阪39975番
定価 300 円 ( 送料共)


